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絶対に負けたくない！




「ちょっと、赤あか崎さき!!　どういうこと？　あり得ないでしょ。なんで私の企画にケチつけるのよ!?　何日もかかってようやく仕上げた、渾こん身しんの案なのよ!?」

　彼のデスクの横に仁王立ちして、腕を組み、彼を見下ろした。何事もなかったかのように仕事に取りかかろうとする彼に、大きな声で言う。

　オフィスに響き渡った私の声で、その場にいた人たちがこちらを見る様子が視界に入る。注目されていることに気づいていても、彼にひとこと言わないと気持ちが収まらない。

「え？　あの案に何日もかかった？　あり得ないのは、お前のその知能レベルの低さだよ。普通なら、ちょっと見ただけでおかしいことがわかるだろ」

「なぁんですってぇ!?」

「実際、金かね子こ課長も俺の言うことに賛同したじゃないか。間違いを指摘されて、むしろ感謝してほしいね。勉強になっただろうが」

　興奮する私を見上げて、彼は楽しそうな笑顔で言った。

　怒りで、私の心の中にあるなにかが爆発しそうだ。

「ぷっ。その顔……。ははは」

「は？　顔？　なによ、顔がなんなのよ」

　バカにしたように笑う彼に、ずいっと顔を近づけて睨にらみつける。

「ひでぇ。怒り狂って皺しわだらけだ。まるでゴリラだな。ぷくくっ。鏡で見てみろよ。よし、お前を今からゴリ子と呼んでやろう」

　ゴリ子ですって？

　苛立ちで全身がガタガタと震えてくるのがわかる。

「な、な、な、な……」

　なんと言ったらいいのだろう。どうしたらその口を黙らせることができるのかを、必死で考える。

　周囲の人たちは静まり返って、ハラハラした表情で私たちを見ていた。

「『な、な、な、な』だって。さっきからのそれはゴリ子の鳴き声か？　やはり、もはや人間ではないな。あははっ!!　最高に面おも白しろい。だいたい、あの程度の企画で満足するなんて、頭の中がお花畑のようで羨ましいよ」

　赤崎がそう言った瞬間、私の頭の中で、プツーンとなにかが弾けて切れた。私はそのまま、手元にあった卓上カレンダーを、彼めがけて投げつけた。

「うわっ」

　……命中。

　ガツッ!!と音がして、彼の身体が一瞬揺らめいた。それはまるでスローモーション映像でも見ているような感覚だった。

「いたっ」

「東とう吾ご、大丈夫か」

　誰かがどこからか赤崎に言う。実は私も、少々やりすぎたと思った。だけど、今引くわけにはいかない。

　動揺を隠し、赤崎に代わって声をかけてきた彼に答える。

「大丈夫。大げさなのよ」

　頭を押さえる赤崎を冷ややかに眺める。苦痛に歪ゆがんだ顔を見て、怒りの熱がスッと冷めていくのを感じた。ニッコリと笑いながら、穏やかな声で言う。

「今の一撃で、赤崎も私と同じ知能レベルになれたわよ。よかったわね。あなたも充分に面白いわ。お花畑へようこそ。よろしくね？」

「くっそ、いてぇ。ゴリ子め……許さねぇ。この凶暴女」

　彼はそう言いながら、足元に落ちた私の卓上カレンダーを拾い上げる。その様子を見て、それを投げ返されることを瞬時に予測した私は、そそくさとオフィスの出入口に向かった。

「待て、ゴリ子。逃げる気かぁ!!　言い逃げなんて卑ひ怯きょうだぞ」

　背後からの怒声に、振り返ることもなく廊下に出た私は、そのままあてもなく歩きながら考える。

　いい気味だ。あんなやつは、少し痛い思いをして反省したらいい。いつも人をバカにして。なにがゴリ子よ、アホ崎め。

　そんなことを考えていると、またしても怒りが湧いてくる。

　私たちが勤めるこの会社は、澤さわ乃の井い建設。日本でも有数の財閥、澤乃井グループが運営する大きな建設会社だ。日本国内は元より、海外にもいくつかの支社を有しており、従業員数は全体で一万人を超えている。私たちはその中の商業施設企画部、店舗インテリア課に所属している。なにをしているのか簡単にいうと、あらゆる商業施設の内装全般を請け負っているのだ。

　今やり合っていた赤崎東吾と、私、野の田だ秋あき穂ほは、その中で建築内飾デザイナーとして肩を並べる入社四年目、二十六歳の同期である。

　今回の事の発端は、先日、店舗インテリア課の金子課長に他社とのプレゼン企画の原案を提出するように言われたことだ。創業百周年を迎える有名な高級レストラン〝フローラ〟が、店内を改装するにあたって、建築業界内でその改装の権利をかけて競うこととなったのだ。

　我々、店舗インテリア課一同は、チャンスとばかりにこぞって自分の企画を金子課長の元へと持ち込んでいた。

　私もまわりに負けじと、仕上げたばかりの案を自信をもって金子課長に提出した。それを偶然通りかかった赤崎が横目で見て口を開いた。

『そんなふうに、やたらと派手に色や柄を取り入れるのはどうでしょう。年数と共に色いろ褪あせていくと、高級感が失われます。ある程度、カラーは統一したほうがいいかと僕は思いますけどね』

　そう放たれた赤崎の言葉を聞いて、私の案を手に取って見ていた金子課長は、一瞬にして渋い表情になった。

『そうか。……それもそうだな。なかなかいいような気がしていたが、赤崎が言うように、ちょっとごたついている感じもするな。野田、赤崎が言ったことに留意して、もう一度練り直してみてくれ』

　金子課長に言われ、私は信じられない思いで赤崎を見た。彼はそんな私を見つめ返し、得意げな顔で笑う。その直後に、先ほどの事態に陥ったのだ。

　赤崎は私の天敵だ。彼とは入社して以来四年間、常に戦ってきた。だけど私は、彼にいまだかつて勝てたことがなかった。どうしても今一歩のところで負けてしまう。今では、そんな彼を出し抜くことが私にとっての大きな目標となっていた。

　今回の案は絶対の自信があったのに、彼のせいでまたしても振り出しだ。

　本当に嫌なやつだと鼻息を荒くする。大股でずかずかと歩く私を、すれ違う人がよけていく。

　いつもなにかにつけては私の企画にケチをつけ、私の闘争心を煽あおる、憎きライバル赤崎東吾。

　彼は、悔しいことに……私のデザインに意見できるだけの実力を持っているのだ。

　彼の頭脳や手から生み出される斬新なデザインは、これまでに何度私を驚かせてきただろう。

　施主の意向に背くことなく、最新のセンスと、くつろぎや癒いやしの要素を兼ね備えた空間。彼の頭の中にはそんな世界がある。

　彼は社内での評価ももちろん高く、入社して間もない頃から数々の案が採用されていた。

　彼にいちいち言い返して、反発を繰り返してきた私だけど、本当は彼の力を認めている。だけどそれを、本人には絶対に言わないと決めていた。

　いつか必ず、その実力を超えてみせることができると、自分を信じているからだ。

「誰がゴリ子よ。今回ばかりは許さないんだから……！」

　ぶつぶつと悪態をつきながら、フロア中央にある休憩室の椅子にドカッと座る。

　今回の企画は、私としては華やかさを重視した、女性に受けるデザインを意識したつもりだった。でも彼の言う通り、高級レストランには不可欠であるはずの重厚感は、皆無に等しいデザインだったとあらためて思う。それを認めている自分に対しても、やり場のない憤りを感じていた。

「あーきーほーちゃん」

　突然、背後からポンッと肩を叩たたかれた。

「竹たけ村むら先輩」

　振り返ると、同じ店舗インテリア課の先輩の竹村玲れい哉やが、ニコニコしながら私を見下ろしていた。

　いつも笑顔を絶やさない、優しくて頼れる兄のような存在である竹村先輩に、これまでに何度か赤崎に対する思いを話したことがある。

　すると彼は決まって、『大丈夫。頑張れよ』と言いながら笑う。そんなときは、彼の優しい目を見て癒された気持ちになった。

「また東吾とやり合ったんだって？　課の連中が騒いでたよ。俺も見たかったのに、いつも君たちがケンカするときには居合わせないんだよな。俺がいるときにしてほしいのに」

　竹村先輩は勝手なことを話しながら、目の前の自販機でコーヒーを買う。

「秋穂ちゃんも飲む？」

「気分じゃないので結構です。お気遣いありがとうございます」

　私が断ると、笑顔を崩さないまま私の隣に腰かけた。

「君たちもよく飽きないよね。よくそこまで言い合えると感心するよ。でも本当は君たちって、仲が悪いからケンカしてるわけじゃないと俺は思うんだよね」

「え？　どういうことですか？」

　なにげなく聞き返した私に、彼はニヤリと笑う。

「結局のところさ、東吾と秋穂ちゃんって、実はお互いのことが気になってるんじゃないかと思うんだ。好きだから絡んでいくんだよ。普通は、嫌いな相手なら話したくもないし、無関心になるだろ？」

　からかうように言う竹村先輩の言葉に、落ち着きかけた気分が、またしても乱されていく。

　ちょっと待って。どうしてそうなるの。私はあいつを好きなんかじゃないわよ？

　信じられない気持ちで彼を見る。

「ほら、東吾はあれでも社内では競争率高めのモテキングだしね。まあ無理もないよな。容姿はモデル並みで、目が合った女は三秒でやつに惚ほれるといわれてる。秋穂ちゃんは、いつもあいつが視界に入ってるから、きっとそういう感覚が麻ま痺ひしてるんだよ。見慣れちゃったんだろうな」

　三秒で赤崎を好きになるのなら、私はすでに彼に骨抜きにされているだろう。でも私はそれには当てはまらない。自信を持ってそう思う。

「しかも、誰にでも軽口を叩いているから、イケメンな割に近寄りがたくはない。そんなふうにいい加減なようでいて、仕事はきっちりこなしている。モテるはずだわ」

　竹村先輩の言う通り、誰かが彼を好きだと噂うわさで聞くのも珍しい話ではなく、今さら驚かないほどに人気がある。

　私は、『またか。女たらしめ』と思うだけだけど。

「ついでに付け加えると、仕事の出来も一流だしね。あいつさ、普段はバカな冗談を言ったりしているけど、実はさりげなくハイスペックなんだよな。君がいち早くその魅力に気づいていてもおかしくはない。ひょっとしたら、そんな東吾の気を引くための、秋穂ちゃん流の恋の作戦なのかなーなんて思ってさ。『私を構って！』みたいなね。だとしたら、君も策士だよね」

　得意げにペラペラと話す彼は、唖あ然ぜんとする私をよそに止まらない。

「東吾は今ならフリーだし、ものにしたいのならば狙い目だよね。このまま勢いに乗って、告白するのもいいかも。君の作戦通り、あいつも今は、君のことで頭がいっぱいだろうからさ。意外性をついてノックアウトだよな」

「やめてください!!」

　とても聞いてはいられない。我慢が限界にきて、思わず大きな声を出した。

　ガタッと立ち上がった私を、彼が驚いた顔で見上げた。

「じょっ、冗談言わないでくださいよ。誰があんなアホ崎なんかを！　なにがモテキングですか。彼を本気で好きな人なんていませんよ。もちろん、私もですっ」

　ゼェゼェと息を切らして竹村先輩を睨む。

「あれ。そうなの……？」

　ポカンとして私を見たまま、竹村先輩は先ほど買ったコーヒーを啜すすった。

「あの。アホ崎じゃなくて、俺の名前は赤崎なんだけど。あ、竹村先輩。こいつも『秋穂ちゃん』じゃなくて『ゴリ子ちゃん』に改名しましたから、覚えてくださいね。な？　ゴリ子」

　背後から聞こえた声に振り返る。

　そこに立つ赤崎を見ると、その目が怒りで燃えているようだった。負けじと私も彼を睨み返す。

　バチバチと視線がぶつかり、まるで火花が散っているみたい。

「あ……あの。俺、行くわ」

　逃げるように竹村先輩がこの場を離れた。一瞬、静寂が漂う。

「お前さ」

　しばらく睨み合ったあと、それを最初に打ち破ったのは赤崎のほうだった。

「勘違いすんなよ？　俺は別にお前の邪魔をしてるわけじゃないからな。……ほら、これ」

　ふいに私の目の前に差し出されたファイルを見る。

「なによ」

「受け取れ」

　私が向ける怪け訝げんな視線に物もの怖おじすることもなく、赤崎はさらにそれを私の鼻先に突き出した。私はそれがなにかわからないまま、しぶしぶ受け取ると、中をパラパラとめくった。

「あ……！　これって」

　思わず漏もらした私の声に、彼はニヤリと笑った。

「な？　悪くないだろ。まあ、俺様にかかればお前の低レベルのデザインも、薔ば薇ら色いろに変わってしまうんだよな、これが」

「うわ。俺様発言。本当に最悪」

「うるせ。悔しかったら真ま面じ目めにやりやがれ。こんなところでサボってないでさ。本当になんなの、お前。卓上カレンダーをぶつけられたところがまだ痛いんだけど。反省してるのかよ、凶暴女」

　ぶつぶつと文句を言う彼を無視して、デザイン画に見入る。

「おい。聞いてんのか。頭だけじゃなくて、耳まで悪くなったのか？　救えないやつだな、まったく」

　そこに描かれていたのは、先ほどの私の原案はほぼそのままに、配色と生地を変えたデザインだった。

　明るい色彩で柄のある壁紙を貼ろうと考えていた壁が、ダークな印象のレンガ調のものになっている。明かり取りの天窓が消えて、代わりにそこにはシックで高級感のあるシャンデリアが垂れ下がっていた。テーブルと椅子もアンティーク調で、私がイメージしていたモダンなものではない。全体的に落ち着いた大人の雰囲気が漂う、隠れ家的な印象に様変わりしていた。

　なによりも驚きなのは、赤崎が横からちょっと見ただけで私のデザインをほぼ覚え、修正して描いてきたことだ。彼の持つ才能をあらためて、まざまざと見せつけられた気分だ。

「無視かよ。なんとか言え」

「……すごい。こんなふうになるなんて。だけど……これ」

　私のデザインだが、私のものではない。私にはこんな力はない。どれだけ時間をかけて考えても、きっと私はここまではたどり着けなかったと思う。

「返すわ」

「は？　返すって、なにをだよ」

　それを今度は、私が赤崎の鼻先に突きつける。

「赤崎が作ったんだから、赤崎が出せばいいわ。これは赤崎のものよ」

「なんだって？　なに強がってんだよ。考えたのはお前だろ。原案は……悪くなかった。一応、女であるお前の視点は、俺には真ま似ねできないからな。作り変えることはできても、俺にこの原案は作れない。俺の考えるものとは、なにもかもが違うから」

　赤崎は呆あきれたように言ったあと、私を見てニッと笑う。いつもと同じように、上から目線の言い方だけど、嫌な気持ちにはならなかった。

　彼に認められたことが、単純に嬉うれしいとさえ思う。だけどそれを悟らせまいと、つい嫌な言い方をしてしまう。

「一応女？　それって褒めてるの？」

　再び彼を睨む。

「俺様最高の褒め言葉だけど？　なにか不満か？」

「マジで最悪。なにを言われても、赤崎には怒りしか感じないんだけど」

　私が最後に放った言葉に言い返すこともなく、赤崎はファイルを私の手にポンッと押しつけると、「くくくっ」と笑いながら戻っていった。

　私はそれを持ち、彼の後ろ姿を見ながらその場に立ちすくんでいた。

　私の冴さえなかった案を、この一瞬の間にあり得ないほど素晴らしいものに変えてしまう、彼の才能を感じる。

　本当に嫌なやつだと思う。

　……大嫌いなんだから。絶対に好きなんかじゃない。

　竹村先輩にされた話を思い出し、心の中であらためて強く否定した。










可愛かわいくない女［東吾Ｓｉｄｅ］




「きゃははっ。山やま岸ぎしくんたら嫌だわ。そんなわけないじゃないの」

「いやいや。本当ですよ、野田先輩。マジで先輩は、俺らの同期の中で人気が高いんです。先輩みたいな綺き麗れいな女性を連れて歩きたい、なんて話で、この前の同期の飲み会でもずいぶん盛り上がったんですから」

　大げさに彼女を褒めたたえる男と、それに対し、猫ねこ撫なで声で喜ぶ女。

　俺の真正面の光景を、パソコンの隙間から覗のぞく。

　山岸が言ったことは、確かに間違いではない。野田は可愛くて、男ならば誰だって振り返るような容姿だと俺も思う。

　遠目には小柄で、少女のような雰囲気だ。だがその顔や身体は、そばで見ると大人の魅力を十二分に兼ね備えている。

　はっきりした目鼻立ちの正統派な美人顔に、メリハリのある身体つき。性格がまともならば、俺も他のやつらと同じように彼女に憧れたのかもしれない。

　だが、彼女の本性を知っているから騙だまされずに済んでいる。

「今の話が本当なら嬉しいわ。どうしようかしら。可愛い後輩だし、みんなに奢おごってあげたいけど、人数が多くて私の財布じゃ予算が足りない」

「や、そんな。いいですよ。逆に俺らが奢りますから、ぜひとも次の飲み会は来てくださいよ。お願いします」

　ニヤニヤしながら、仕事もしないで野田を口説いている男は、ふたつ後輩の山岸だ。

　資材管理課は、女を口説く余裕があるほどに暇なのか？

「えー、参加していいの？　私が交ざると、噂話がしにくくなるわよ。せっかくの同期会なのに」

「噂話なんてしませんよ。俺らの集まりは健全ですから。本気で次回、誘ってもいいですか？」

「嫌だ、困ったわぁ。じゃあ一度、行っちゃおうかなぁ」

　俺の目の前で繰り広げられる、さっぶい会話。

　嬉しそうに片手を口に添えて、乙おと女めのような笑顔になっている野田をじっと見る。俺と話しているときとずいぶん違うじゃないか、と心の中で突っ込む。

　だからどうということではないのだが、あまり気分のいいものではない。

　一週間前は、彼女によかれと思って伝えたアドバイスのおかげで、卓上カレンダーを投げつけられたのだから。

「だけど、野田さん。こうして近くであらためて見ると、本当に綺麗ですよね。俺、こんな綺麗な人に出会ったのは初めてですよ」

「きゃはは。山岸くんは本当に口がうまいんだからぁ」

　俺の視線に気づくわけでもなく、彼女は楽しそうに笑っている。

　俺も野田みたいに腹の立つ女に出会ったのは、初めてだ。理由は違うが、山岸と同じ〝初めて〟。

　行動や仕草など、野田のなにもかもに苛立つ自分。どうしてなのかはわからないが、無性に彼女に対してだけ怒りの反応をしてしまう。おそらく野田も、俺に対してそうなのだろう。

　思い起こせば、初対面のときから彼女の印象は最悪だった。
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「南なん都と大出身の赤崎です。よろしく。野田さんだったよね？」

「ええ。そうですけど」

　その年、同じ課に配属された新入社員は四人だった。デスクの位置が向かいになった野田と仲よくしようと思い、俺のそばを通りかかった彼女に声をかけた。

　向き合って立つと、彼女は見た目以上に小さかった。俺を見上げる顔が可愛くて、自然と笑みがこぼれる。

　俺が軽く自己紹介をしてから片手を差し出すと、野田も自分の手をおずおずと出した。だが明らかに、嫌そうな顔をしている。軽く握手を交わしたのち、彼女は俺をその大きな目でギロッと睨むように見た。

「星せい華か女子大出身の野田秋穂です。よろしくお願いします」

　怒ったように淡々と名乗る彼女にたじろいだ。なにか怒らせるようなことをしたのだろうか。だが、彼女と話すのは今日が初めてのはずだ。

　そんなことを考えていると、怪訝そうな視線を変えることなく彼女は続ける。

「初めに言っておきますが、私たちはこれからはライバルということになるので、同期の方とあまり親しくしたり、馴なれ合ったりするつもりはないです。もちろん恋愛も、なしの方向でお願いします。私があなたを好きになることは、ほぼないと思うので」

　それだけ告げると、彼女はサッと俺から目を逸そらした。

　初見での彼女の態度に、俺は驚いてなにも言えなかった。

　な……なんだ、この女は。

　そのままデスクへと向かおうとした野田の手を、ぐっと捕まえるように強く握りしめる。

「ちょっと待って」

　嫌な顔を変えることなく、彼女が振り返って俺を見る。

「なに？　放してください」

　せっかく人がうまくやろうと努力しているのに。俺からもひとこと言わせてもらわないと、今夜は腹が立って眠れそうにない。

　わざとらしいほどの笑顔を彼女に向けた。そんな俺を見て、『今度はなんだ』とでも言いたげに、彼女はわずらわしそうな表情をする。

「ええ、そうですよね。もちろん俺も、あなたと恋愛なんてあり得ないです。俺は社会人として丁寧に挨拶するのは常識だと思っているので、そんなことも知らない人を好きにはなれませんから」

　俺がニコニコしながら言うと、彼女は苛立った顔をした。

「え？　なんですって」

　俺を見る目が、だんだんと怒りに包まれていくのがわかる。手ごたえを感じ、調子に乗った俺はさらにダメ押しした。

「あ。常識があるかないかは基本ですが、それ以前に、あなたは俺のタイプとはかけ離れているので心配いりませんよ。俺は可愛い子が好きなので」

　そこまで言うと、驚く野田を見下ろしながら、掴つかんでいた彼女の手を振りはらうように放した。

「あなたなんかに……絶対に負けないから」

　彼女はぽつりと呟つぶやいた。俺はそれに聞こえないフリをして向きを変えた。

　どこまで高飛車なんだ。俺が自分に惚れると思ったのか。悪いが俺は、同僚にお相手を頼むほど女に困ってはいない。彼女が俺を見てどう思ったかは知らないが、これでもかなりモテるほうなのだ。

　野田秋穂か。確かに愛らしい顔をしているけれど、このタイプは、はっきり言って〝なし〟だな。これが第一印象だった。
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　その日以降、彼女との終わりの見えない戦いが現在も続いているのだ。周囲も初めは面白がっていたが、俺と彼女の不仲はもはや当たり前のこととなっている。

「ちょっと、アホ崎。なにうっとり見てんのよ。視線がエロいわね」

　うっとり？　……ハッ。

　ふと我に返って顔を上げると、真向かいから野田が身を乗り出して、パソコンの隣から俺をじっと見ている。

「う。うわわわわ!!　な、なんだよ。顔が近いって!!」

　俺は慌てて椅子ごと後ずさった。

「なによ、人を化け物みたいに。あり得ないリアクションしないでよ。失礼ね」

「うるさい。戻れよ」

　び……びっくりした。

　バクバクと鳴る胸を押さえる。

　そのまま動けずに固まる俺をよそに、彼女はスッと椅子に座り直すと、何事もなかったかのようにキーボードを打ち始めた。気づけば、資材管理課の山岸の姿はもうない。

　相変わらず野田を見ている俺に気づいて、彼女が再び目を向けてくる。

「見、る、な！　仕事しなさいよ。サボってばっかり」

　呆れたように言う彼女だったが、俺は『サボっていたのはお前のほうだ』と思う。だが、言い返されるのが面倒なので黙っておこう。そのまま彼女からサッと目を逸らした。

　だけどその言い方はなんだ。スタッカートがついてたよ。ムカムカしてくる。

　黙って無視するつもりだったが、どうしても我慢できない。再び彼女のほうを向くと言い返す。

「なんだよ、偉そうに。チャラチャラしたナンパでときめいていたくせに。あんな社交辞令で喜ぶなんて、男日照りの女って浅ましいよな。俺はそんなお前が面白くて見物していただけだ」

　すまして仕事に取りかかっていた彼女だったが、俺の言葉に過剰反応して、いつものゴリラのような顔になった。

「はああ!?　男日照りですって!?　本当に失礼な男ね!!　知らないの？　私がその気になれば落ちない男なんていないのよ？　私に彼氏がいないのは、今は仕事に集中したいからなの。本当にあり得ない言い草だわ」

　今日も相変わらずの女王様発言。毎日、よくそこまでいろいろ言えるな。あり得ないのはお前だ。

「ふぅん？　落ちない男はいないのか。じゃあ、俺もお前に本気で迫られたらメロメロにされるのか？　面白そうだな。やってみろよ」

　挑発するように告げる。実は最近、彼女を怒らせるのがだんだんと楽しくなってきているのだ。

「なっ！　なに言ってんの!?　間違っても赤崎なんかに迫らないわよ!!　勘違いしないでよね。バカじゃないの、このナルシスト！」

「わはは。勘違いしているのはお前のほうだ。冗談なのに真に受けるなよ。ぜひとも迫らないでもらいたいね。俺はゴリラじゃなくて、人間の女と恋愛したいからな」

　今度は俺が、何事もなかったかのように振る舞う。

　彼女を相手にするだけ腹が立つし、時間の無駄だとは思う。だが、どうしても構ってしまうのだ。そんな自分に対し、いったいなにがしたいのかわからずに、もどかしさを感じる。俺がイライラする原因は、すべて彼女なのかと思えてくる。

　野田はなんでこんなに俺の気持ちを逆撫でするんだろう。これは彼女の持つ一種の才能なのかもしれない、だなんてバカなことまで考える。

　とはいえ、毎日毎日腹が立ってしょうがないが、退屈しないのも確かだ。実は彼女のおかげで仕事にも張り合いが出るし、頑張ろうという気にもなる。

　思えば、女にこんな扱いをされるのは人生で初めてのことだ。大抵の女は、俺がちょっと構うと、愛あい想そよく接してくるのに。

　そこまで考えて、俺もゴリ子と変わらない思考回路じゃないか、と気づく。自うぬ惚ぼれが強いのは、お互い様なのかもしれない。

「赤崎に人間扱いされなくても、私は全然、構わないから。圏外のほうがむしろ助かるわ。ナルシストとなんて、関わりたくもない」

　鼻息を荒くしながら言う彼女を見て、笑いを押し殺す。本当に期待を裏切らない反応だ。

　ナルシストか。ま、違いない。こいつほどではないと思うけど。

「野田さん！　先ほどの話の続きですけど！」

　そのとき、またしても山岸が騒々しく現れた。

「あら、山岸くん。どうしたの、なにか言い忘れでもあった？」

　……げ。まさか、チャラチャラナンパの第二ラウンドじゃないだろうな。もしそうなら、気が散って仕事にならない。

　顔を歪ませ、こっそりと彼を睨む。

「ええ、まあ。飲み会ですが、早速ですけど今日はどうですか。あれからメンバーを集めたんですよ。みんな、野田さんが来るならぜひ、って張り切ってますよ!!」

　自分の手柄を褒めてもらいたいかのような言い方で、嬉しそうに話す彼を見て、野田の顔から笑みが消える。

「え。今日？　本当に？」

　野田と共に、俺も唖然とした。

　こいつは仕事もしないで、飲み会のメンバー集めをしていたのか？　資材管理課は楽しそうでなによりだな。

「えっと……あの。でも、今日は……」

　野田の目が泳いでいる。どうやって断ったらいいかを思案しているように見える。

　まさか、元々行く気はなかったのか？　それか、山岸の提案を本気だとは思っていなかったとか。

　もしもそうならば面白くなってきた。このままどうなるか、もう一度しばらく見物しよう。

　聞いていないフリをしながら、ふたりの会話に耳を傾ける。

「ね、行きましょうよ。とっておきの店にご案内しますから。もう、みんなにも言ってしまいましたし」

「でも、忙しいというか、なんというか」

　……ぷぷっ。バカめ。困っている。こういう輩やからは適当にあしらわないと、しつこいに決まっているのに。

　滅多に見ることのできない彼女の困り顔を拝みながら、俺はひとりでニヤニヤしていた。

　すると、野田の泳いだ目がチラチラと俺のほうに向けられ始める。俺は笑うのをやめて、彼女が言いたいことを読み取ろうと、その顔を凝視した。

　そんな俺たちのアイコンタクトに気づかないまま、山岸は野田を誘い続ける。

「野田さん。さっき、『一度、行っちゃおうかなぁ』って言いましたよね？　今さら断るのはダメですよ」

「だけどやっぱり、私が入るとみんなが気を遣うと思うし」

「そんなことはありませんよ」

　困った表情で話しながら、まるで助けを求めるように俺になにかを訴えている。

　俺にどうしろっていうんだよ。だいたい、お前が嬉しそうに甘えた声を出してたからだろ。俺は知らねぇよ。自分のことは自分で解決しろ。

　そう思って彼女から目を逸らした瞬間。

「野田さん!!」

「きゃ！」

　驚いて再び野田のほうを見た。

　山岸が野田の手をギュッと両手で握り、顔をぐぐっと近づけている。それに対して彼女は、身体を反らせてビクビクしていた。

「あの、山岸くん？　放してくれないかな」

「もう正直に言います。俺にチャンスをください!!　ようやくあなたと話せる機会が訪れたというのに、このままじゃ終われないです」

　おいおい。自分で勝手に機会を作り、チャンスに変えるな。なんて都合がいいんだ。

　たまたまここに他の人たちがいなくてよかったな、と心の中で山岸に呟く。

　フロア中に聞こえるような大きな声で、夢中になって恥ずかしいことを口走っていることに、どうやら彼は気づいてはいないようだ。

　俺がいることすら忘れ去っているだろう。今の彼の目には、野田しか見えていないように思える。

　課のみんなは、最近完成した建物の展示会に行き、俺と野田がふたりで留守番をしていたのが不幸中の幸いだ。

「あ……。えっと……」

　野田の俺へのチラ見の回数が増える。もはや顔は、山岸のほうではなく俺のほうに向けられている。

　……ああ、もう。面倒くさいな!!

　しかし、このまま知らん顔もできそうにない。見捨てたら、あとでなにを言われるかわからないからな。

「野田は、今日は接待だから無理だよ。別の日にしたらいい」

　俺は話に割って入り、山岸に向かって言った。

「え。赤崎さん？」

　突然の俺の言葉に驚いた顔の彼は、握りしめていた野田の手をサッと放した。それと同時に、野田の顔がパッと明るくなる。

　なんで俺が助け舟を、とは思うが仕方ない。もうあとには引けない。口を挟んでしまった以上、俺はこのまま山岸を騙し通すしかなかった。

「野田さん、そうなんですか？　今日は接待なんですか？」

　山岸が、俺と野田の顔を交互に見る。その目は完全に俺を疑っていた。

　まあそうだよな。もしも接待が本当ならば、野田自身が最初から言うだろうし。

「あ、うん!!　そうよ。そうなの。そうだったわ、忘れてた。赤崎くん、言ってくれてありがとうっ。申し訳なくて、今さら言いだせなかったのぉ。いやー、よかった。そうよ、そうだったのよねっ」

　……うわ。

　俺は野田の口調に、驚いてなにも答えることができなかった。

　こいつ、致命的に嘘うそが下へ手ただ。そんな態度だと、嘘がバレるだろうが!!　俺様がせっかく助けてやろうとしてんのに!!

「本当なんですか。嘘……でしょ？」

　そりゃそう思うだろう。どう考えても、真実を言っているようには聞こえない。

「どっ!!　どうして？　う、嘘じゃないわよ。ね、赤崎くんっ」

　あちゃー……。

　顔を両手で覆いたくなる。お前はもう喋しゃべるな、と強く念じる。

「あのさ、接待というか――」

　いい加減にしておかないとバレてしまうと思い、フォローを入れようとする。

　すると俺の話を遮るように、山岸は逞たくましい想像力を見せつけてきた。

「もしかして、野田さんが言った忙しさの原因って、赤崎さんとデートするからなんじゃないですか」

　は？　……はああ!?

　野田と俺は山岸のひとことに、ふたりでポカンと口を開いたまま固まった。

「実は少し噂で聞いていたんですよ。野田さんと赤崎さんは……その、恋人だって。いつも意見をぶつけ合えるのは、遠慮のない関係だからだと言う人もいて、妙に納得したこともあります」

　……う、噂とはなんと怖いものか。どこをどう考えたらそうなるのか。そこには真実がひとつもない。

「だけど、それでも野田さんと話してみたいとずっと思ってきました。赤崎さんが相手じゃ、俺に勝ち目はないかもしれませんが」

　負けず嫌いな俺だが、そこは素直に負けてもいい。君に喜んでその勝利を譲る。野田とうまくやったらいい。

「あのさ、野田……」

　さすがに山岸が気の毒になってきた俺は、野田に一度ぐらいは付き合うように言おうと、彼女のほうを向いた。

「そうよ!!　よくわかったわね。実はそうなの！」

　急にハイテンションで話しだす彼女を見て、再び固まる。

「私と東吾はラブラブなのよー。やだ、バレちゃってた？　ね、とーうごっ」

　なんだと……。

「……な、なにを言ってる。待て……。落ち着け。現実に戻れ」

　普段からバカだとは思ってきたが、本格的にやばい。どうかしだしたぞ。

「バカなことを――」

　俺が口を挟もうとすると、彼女がギロッと俺を見た。

『お願い！　合わせて！』

　瞳がそう言っている。大げさに何度も瞬まばたきをするその顔は、必死の形相だ。

　俺はため息をつくと、覚悟を決めた。

　……仕方ないな。こうなったらとことんやるしかないか。

『今日のランチは秋あき篠しの亭ていのステーキ、三千円のコースだぞ』

　デスクの上に置いてあった秋篠亭のクーポン券を、山岸に見えないように指でトントンと示す。俺の指の動きからそれを察知した野田は、小さくコクコクと頷うなずいた。

『わかった。奢るから。お願い』

　俺たちは目で会話を交わしたあとで、頷き合った。

　これで通じるのも、毎日ケンカでコミュニケーションを取っているからだな、とあらためて思う。俺は立ち上がり、野田のそばに行こうとデスクを回り込んだ。

「悪いな、山岸。実はそういうことなんだよな」

　白々しく彼女の肩を抱いて引き寄せる。

「やだ東吾。恥ずかしいじゃない～」

「照れんなよ。もうバレちゃったし、いいだろ？」

　くねくねと身体を揺らして甘えた声を出す彼女は、先ほどの嘘の下手な彼女とは別人だ。ちゃんとできるならば、初めからそうしてほしかった。

　そう思いながら、ニコニコと彼女を見つめる。

「やっぱり。うっ……うわあああ!!　みんなに伝えないと！　ビッグニュースだぁ」

　山岸はそう言うと、風のように走り去っていった。ふたりで取り残されて、疲労がどっと襲ってくる。

　笑顔で彼女の肩を抱いたまま、会話を続ける。

「……みんなに……伝えるってさ。あと一時間もすれば、めでたく俺とお前は会社中からラブラブカップルだと思われるぞ」

「あら、嬉しいでしょ。こんな美女が恋人だと思われるなんて。よかったわね。噂なんてすぐに収まるわよ。……ところで、秋篠亭のステーキでいいのよね？」

　彼女の肩に置いた手をスッと引っ込めると、真顔で向き合った。彼女の顔からも笑みは消えている。

「さすがラブラブカップルだな。三千円のコースにしようと思ったけど、それだけでは安すぎる。不測の事態により、五千円の特上に変更してやるよ。ありがたく思え」

「想定の範囲内よ。じゃあ、このデータを打ち終えるまで待ってくれる？　もうお昼だし急ぐから。あ、ぼんやりしてないで秋篠亭に電話予約しといてよね」

　さっきは泣きだしそうな顔をしていたくせに、急に偉そうになった彼女を背後から睨む。助けてやったのに、感謝の気持ちがまったく感じられない。

　これから恋人同士だと思われるだなんて、不測の事態どころの騒ぎじゃない。本当ならばステーキだけじゃ済まないほどのことだ。

　いろいろと考えながら、彼女の仕事が終わるのをしばらく待つ。

「野田？　手伝おうか」

　手こずっているようなので声をかける。

「いい。あとは面積の計算だけで終わるから」

　素直に甘えたらいいものを。このまま待ち続けると昼休みが終わるだろうが。

「なあ。腹が減った。まだかよ」

「うるさいわね。子供じゃないんだから、我慢しなさいよ。言われないとわからないの？　いちいち疲れる男ね」

　いつもの憎まれ口。山岸はこいつのどこがよかったんだろう。俺からすると、本当に可愛くない部類の女だ。まあ、人の好みなど別にどうでもいいが。

　詳しい時間は読めないが、とりあえずは秋篠亭に電話をしようと携帯を出した。

「まだ予約してなかったの？　今からで、席は空いているのかしら。とろいんだから」

　ぶつぶつ言う彼女を一いち瞥べつして、ふいっと目を逸らす。

　なにがラブラブカップルだ。絶対にあり得ない。

　俺は軽く舌打ちをしながら、電話番号を押すのだった。
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「よし、完了！　ああ、お腹空いた。ほら行くわよ。あ、そこのバッグ取って」

　自己中で気遣いは皆無。『待たせてごめん』くらい言えないものか。……本当に可愛くない。

「早く。昼休みが終わるじゃないの」

　そもそも俺がお前を待っていたんだけど。どうしてそんな言い方しかできないんだ。

　言われるがままに、俺が彼女のバッグを持ち上げた瞬間。出入口からひとりの女がすごい勢いでフロアの中に飛び込んできた。

「赤崎さん!!　どこですか。赤崎さん」

　俺を呼びながら、彼女はキョロキョロと辺りを見渡す。そして俺の姿を見た途端、猛ダッシュでこちらに向かってきた。

「なに？　誰よあれ」

　野田と一緒に、彼女の素早い動きにビビる。

　怖い。怖すぎだろ。

「見つけた！」

　う、うわ。誰だ……？

　その勢いに背筋がゾクリとする。

　息を切らしながら俺たちの正面に立ち、俺を見上げる彼女を見て、ようやく誰だったかを思い出した。

「あ。君は、あのときの」

　彼女は秘書課の河かわ西にし真ま澄すみ。

　おとなしそうで清せい楚そなイメージの、あまり目立つことのない子だ。美人とまでは言い難いが、なかなか可愛いとは思う。

　そんな彼女とは、半年ほど前に一度だけデートをしたことがあった。

　それなのに、どうしてすぐに河西のことを誰だか思い出せなかったかというと、あのとき初めからその場限りのつもりだった俺は、彼女の顔すら記憶に残してはいなかったからだ。

　河西とデートをするきっかけになったのは、会社の帰りに俺を待ち伏せていた彼女に、こう言われたからだ。

『好きなんです。一度だけ私とデートしてくれませんか。そしたら赤崎さんのことは諦めます。もしもダメなら、赤崎さんにセクハラされたと言いふらします。明日だけでいいんです。あとは忘れてくれて構いません』

　震える足で必死に立ちながら訴えてくる彼女が、あまりにも痛々しくて、思わず引き受けていた。

『それで君の気が済むのなら、明日だけ付き合うよ。どこに行く？』

　笑顔で聞くと、彼女はパッと明るい表情に変わり、笑い返してきた。

　それで忘れてくれると、俺は自分にとって都合よく考えていた。我ながら、呆れるほどの適当ぶりだ。

　だけど、セクハラされたなんて言われたらたまらない。あの状況から言い逃れできるような知恵も、当時は持ち合わせてはいなかったのだ。たったの一日くらいなら、と軽く考えていた。

　翌日、彼女に付き合って、映画を観て食事をして、公園で少し話してから別れた。一日のほぼ大半を一緒に過ごしたが、結局彼女に対して特別な感情は生まれなかった。

　そんな彼女に、帰り際に言われた。

『私はやっぱり諦めません。赤崎さんは、私を忘れてくれてもいいですから』

　ただ、それだけのことだった。

「河西さん？　どうしたの」

　ニッコリ笑って尋ねる。

　嫌な予感がする。きっと彼女は、こう言うはずだ。

「野田さんと付き合ってるって本当ですか」

　やっぱり。予感的中だ。一言一句間違えることなく正解した俺って、すごいと思う。

　いや待て。自分を褒めている場合ではない。ステーキを食べる時間がなくなってしまうじゃないか。

「なんでですか。私、あれからずっと赤崎さんからのアプローチを待ってたんですよ？　私からだとしつこいと思って。なのに……」

「君はあのとき、自分のことを忘れてもいいと言ったよね？」

　今すぐ走ってこの場を逃げだしたい衝動を抑えて、笑顔で聞き返す。

　だが、ポロポロと涙を流しながら俺を見つめる綺麗な瞳に……うんざりする。

　うへー、面倒くせえ。そもそも君が『セクハラされたと言いふらす』って言うから、あのとき出かけたんだろ。

　そこまで考えてから、ハッとして野田のほうをチラッと見ると、野田はニヤニヤと笑いながら、泣きじゃくる彼女を楽しそうに眺めていた。

「好きなんです。本当に!!　あの日一緒に出かけて、ますます好きになったんです。野田さんよりも私のほうが、きっと赤崎さんを好きです!!」

　彼女の言葉に俺も頷く。

　本当にそうだろうなと思う。野田には好かれてないし。それどころか、むしろ嫌われてるし。

　君は正しい。だけど君は……面倒くさい。

「野田さんではなく、私を彼女にしてください!!　野田さんよりも尽くしますから」

　別に尽くされたくなんてない。むしろ、放っておいてほしいと切に願う。

　再び野田に目をやる。相変わらずニヤニヤしているだけの彼女を見て思う。

　なにを黙っている？　俺はお前を助けたじゃないか。

「赤崎さん!!」

　そう言って河西が、拒む隙も与えず俺に抱きついてきた。そのまま俺の胸でワンワンと泣きだす。

　どうすることもできずに、そんな彼女を見下ろす。

　やめてくれ。ネクタイとワイシャツが濡ぬれてしまう。

「河西さん。落ち着いて話そうよ。泣いていても、どうにもできないから」

　やんわりと言いながら彼女を引きはがそうとするが、すごい力で俺にへばりついていた。

　粘着性の高い接着剤のようだと冷静に考えていた、そのとき。

「放しなさいよ。いい加減にしたら？　東吾が迷惑がってるでしょ」

　真横から声がして、そちらを見た。さっきまで傍観していただけの野田が、河西の肩をギュッと掴んでいる。

　野田の顔は怒っているようだ。

　とうとう、お腹が空いておかしくなったのか。

「あなたね、面倒なのよ。わからないの？　迷惑がられていることに気づかないの？　少し冷静になりなさいよ。一方的に自分の気持ちばかりを押しつけて」

　太い声に滲にじみ出る気迫。野田がこの表情のときはまずいことを、俺は知っている。本気でキレる数秒前だ。

「ちょっ……待て」

　俺が暴走を止める前に、野田は河西の肩をそのまま引っ張った。

　一瞬の出来事だった。俺から引きはがされた河西の身体は、そのまま床に倒れ込む。

「きゃ!!」

　驚きょう愕がくの眼まな差ざしを向ける河西を、野田は冷ややかに見下ろした。

「人の男になにしてんの？　勝手に触らないでくれる？　あり得ないわ。あなたなんかが入る余地はないわよ」

　こっ、怖い。マジですか。

　しかも、『人の男』だと。

　俺が……いつ野田の所有物になったのか、記憶がないんですが。とりあえずステーキを食べるまでは、野田のカバン持ちはするけどな。

「うっ……う……。うわああん!!」

　河西は飛び跳ねるように起き上がると、来たときよりもすごい勢いでフロアを出ていった。

「あの。質問してもいいですか」

　片手を上げながら、おそるおそる野田に話しかける。

「はい。赤崎くん」

　彼女が出入口を見たまま答える。

「俺はいつあなたのものになったんですか。記憶にないんですけど」

　俺の問いにしばらく黙ったままの彼女だったが、「ふっ」と微ほほ笑えむと、そのまま声を上げて笑い始めた。

「女優秋穂！　この前観た映画のシーンを再現してみました!!　どう？　格好よかった？　あー、楽しかった」

　もしも本気だったら、なんて考えていたことは言わないでおこう。答えを聞くまでは、少し真面目に怯おびえていたのだ。

　……映画ね。そうか。そういうことですか。

　安あん堵どしながら野田につられて笑う俺を、彼女が突然ギッと睨んできて、笑うのをやめた。

「ちょっと。どうせ困ってたんでしょ？　私が気を遣って助けてあげたんだから、感謝しなさいよね。言わなきゃいけないことがあるでしょうが」

「あ、ああ。そうだな。助かったよ。ありがとな」

　自然に言葉が出た。だが、ふと考える。

　感謝なら、俺もされていないけど？

「赤崎もさぁ、もっとうまく遊びなさいよ。あの手のタイプはダメよ。しつこいに決まってるでしょ？　本当にバカなんだから。呆れるわ」

　お前に言われたくないんだけど。山岸も相当だったぞ。

　そう思った、そのとき。

「赤崎さん!!」

　別の女がまた出入口から俺を呼んだ。身体がビクッと震える。

「また来た。面白～い。赤崎の乱れた女性関係がよくわかるわ。よぉし、乗ってきた。片っ端から撃退してやるわよ。次はなにキャラで行こうかなぁ。純愛バージョンなんてどうよ」

　野田が嬉き々きとしながら、ひそひそと俺に話す。

　というか、別に乱れていないから誤解するな。

　彼女はなぜか妙なスイッチが入ってしまったようだ。まとめて清算してくれるのは確かにありがたいけれど、どうしてこうなった。

「あ！　いた。赤崎さん!!　さっき聞いたんですけど、野田さんと――」

「さあ。第二ステージ、行くわよ。撃退！」

　今度は庶務課の長なが井い千ち賀か子こが現れ、小声で野田が嬉しそうに意気込む。

　長井は先ほどの河西とは違い、派手な印象だ。化粧を落とした顔は別人だとの噂がある。

　長井も可愛いとは思うが、果たして素顔はどうなのか。

「ちょっと待って。東吾に話がしたいなら、私も立ち会うわ」

　野田はそう言うと、俺の身体をドンッと横に弾き、俺の目の前までやってきた長井に向き合うように立ちはだかった。

　まずい。野田が完全にゲームキャラみたいになってしまっている。腕を組んで、長井を上目遣いで見ている。

　当事者であるはずの俺は、なぜか隅に追いやられ、女ふたりが中央でバチバチと火花を散らしていた。

「野田さん、どいてくれない？　私は赤崎さんとふたりで話したいのよ。どうしてあなたの前で言わないといけないの？」

「東吾の今の彼女は私よ。そう聞いたから来たんでしょ。ふたりきりになんて、させるはずないじゃない」

「あなたが勝手に彼女だと勘違いしてるんじゃないの？　赤崎さんはこの前の飲み会で、『長井は可愛いから、次に付き合うとしたら長井だよな』と同僚に聞かれて、『そうだね』って答えたのよ？」

　急きゅう遽きょ始まった女の戦いに、俺はなにも言えず、ただ呆あっ気けに取られるしかなかった。

「それは、その場のノリでしょ？　そこで『そうは思わない』だなんてしらけることを言えるはずないじゃない！　誰だってそう答えるわよ」

「だってそのとき、赤崎さんと目が合ったんだもの。私を見る目が本気だったわ」

　それはどういう理屈だよ。今の話はどう考えても野田が正論だろう。

　俺はあのとき、本当に素顔が別人なのかどうか考えていただけだ。

「本当なの？　東吾……。まさか私よりも、長井さんのほうが大事なの……？」

　突然声のトーンを変えて、俺に話を振ってきた野田を見る。

「え。……なんで」

　その瞳がうるうると輝いている。

　どういうことだ。どうして泣くんだよ!?

「あ、秋穂……」

　名前で呼ばれて、俺も呼び返した。だが、次の言葉が続かない。

　オロオロしながら彼女を見るが、その表情は変わらない。さっきまで強気で長井を責めていたのに。そう思い、パニックになる。

「東吾……はっきり言っていいのよ。私と長井さん、どちらが好きなのか」

　え？　ちょ、ちょっと待ってくれよ。

　そうか、これもなにかの映画の真似か。だとしたら、なにキャラなんだよ。どう返せばいいんだ。

　俺が固まっている間に、彼女の大きな目からは涙が次々とこぼれ落ちていく。それをただ、呆ぼう然ぜんと見つめることしかできない。

　そんなふうに泣くのは……反則だろ。

　俺はゴクリと唾を飲み込んでから、平静を装いながら彼女の両肩にそっと手を置いた。俺を見上げる彼女が俺に言わせたいであろう答えが、ふと思い浮かぶ。

　きっとそうだ。間違いないと確信する。

　野田が一番喜びそうな笑顔を作って、彼女をしっとりと見つめる。

「大事なのは……もちろん秋穂だよ。秋穂が……好きだ。他の子なんて、なんとも思ってないに決まってるだろ」

　一瞬、彼女の瞳が大きく開いた気がしたが、それはすぐに元に戻り、彼女の口角が微かすかに上がった。

「そう。よかった。……もう他の人に思わせぶりなことはしないでね」

　彼女の答えを聞いて安堵する。

　正解。これでよかったようだ。急に振ってくるもんだから、本気で焦った。

　ここで偽物だとバレたら、今まで騙した人たちが再び戻ってくる。それだけは避けたい。野田とデキていると思われたほうが、まだマシに決まっている。

　彼女の嬉しそうな笑顔を見つめて思う。

　あくまで〝フリ〟だ。それ以上のものなんて、あるはずはない。こいつは、いつも俺を苦しめる元凶なのだから。

　好きなはずはない。むしろ嫌いだ。

　心の中で再確認しながら、その細い身体をそっと抱き寄せた。













不意打ちのキス




　ふわりと彼の匂いに包まれて、そのまま膝が抜けて倒れ込みそうになった。

　だけど、つま先に力を入れて踏ん張る。彼にバレないように、その胸に手を当てて身体を預けた。

　私は今、世界一大嫌いなはずの男に抱きしめられている。

　どうしてこんなことになっているのか、自分でもよくわからない。

　確かに私が演技をした結果、このようなことになっている。だけど私の中のシナリオには、もちろんこういった場面はなかった。予想だにしなかった展開に、私は戸惑っていた。

「秋穂」

　頭上から聞こえた甘く囁ささやく声に、顔を上げて彼を見た。

　私を見下ろすその目は、愛と優しさに満ちている……気がする。

　彼が私を嫌っていることくらい、充分すぎるくらいに自覚している。これまでに彼に対しては、ずいぶんとひどい態度を取ってきた。彼とケンカしたあとは、自分で自分が嫌になることもあったほどだ。私って、こんな言葉を人に向かって言えるんだ、と思ったりもした。

「どうした？　足元がふらついてるけど」

　クスッと笑うその顔に、思わず見とれてしまう。この顔で迫られたら、落ちない女はいないだろう。彼が社内でやたらとモテるのも納得できる。

　だけど、これはあくまで演技で、この笑顔は偽物だ。そう考えると、だんだん頭が正気に戻ってきた。

「大丈夫よ。ちょっと動揺したみたい。東吾に、本当は長井さんがいいと言われるんじゃないかって考えてしまったの」

「バカだな。……お前だけだよ。信じて。愛してるから」

　私を見つめる赤崎の艶やかな視線が、私の身体を熱くする。そのまま彼の顔に手を伸ばして、頬にそっと触れた。

　その瞬間、彼がビクッと揺れる。

　しまった。やりすぎた。きっと赤崎もそう思っている。

　私は再び正気に戻り、サッと手を引っ込めた。

　まずい。なんだか自分がおかしくなってしまいそう。そんな目で見られたら、勘違いしそうになるでしょうが。あなたもやりすぎよ。

　だいたい、私が想像していた返しとは全然違うわよ!?

　私の予定では、涙目で彼を見たあとは、『お前だよ、バーカ』なんて言われながら、指先でコツンとおでこを弾かれるだけでよかったのよ。そしたら私が、『てへっ』と言って照れたように舌を出す……みたいなことを考えていたのに。なんでそんな目で見て、抱きしめたりするの。

「あ……赤崎……」

　たじろぎながら、つい素になってしまう。彼を名前で呼ぶことも忘れている。長井さんが見ているのに、うまくやれなくなっている。

「秋穂、可愛いな。いつも今みたいにしてろよ」

　赤崎も、素に戻ったような話し方をする。まさかこれは、演技ではなく本物なのではないかと思ってしまう。

「やっぱり本当なのね。赤崎さんは野田さんと……。もういい。わかったわ」

　そばで私たちの一連のやり取りをじっと見ていた長井さんは、そう呟くとフロアを出ていく。

　だけど赤崎と私は、そのまま動かずに見つめ合ったままでいた。

「えっと。赤――」

「逃げるな。俺を見ていて」

　息苦しくなって離れようとした私の身体を、彼の長い腕が強く抱きしめ直す。

　噓でしょ？　まさか、本当に本気だったの？　もう長井さんはいないのに。混乱して頭がパンクしそう。

　彼の持つ男としての魅力に、このまま引き込まれる……！

「……なーんてな。どう？　ドキドキした？　お前さ、打ち合わせなしで涙目はやばいだろうが。一瞬焦ったっつーの。俺が天才だからお前の考えていることが読めたけどさ、普通のやつならうまくかわせないぞ？」

　パッと身体が解放される。私は一瞬、ポカンとしてしまった。

「あれ？　ゴリ子、なんだか顔が赤いぞ。もしかして本気だと思った？　まあ俺様にかかれば、お前のひとりやふたり――」

「あっ、赤くないってば!!　本気だなんて思うはずないでしょ？　もう、やめてよ。アホ崎っ」

　やっぱり彼は冗談で言っていた。私は不覚にも、ときめいてしまったのだ。

　本気で信じそうになっていた。それを彼に悟られまいと、必死になって悪態をつく。

「ふぅん？　ま、いいか。よし、今度こそステーキを食いに行こうぜ。あー、やっと飯にありつける。しかも奢りだしなー」

　口笛を吹きながらスーツの上着を羽織る赤崎を、そっと盗み見る。

　平気な顔をしているのがなんだか悔しい。私ばかりがドキドキしているのは、不公平だ。

　いつもこうやって人をからかって、バカにする。だから彼が嫌いなのよ。

　初めて会った日もそうだった。

　入社式でひと際目立つ、誰よりもずば抜けた容姿の彼を見た瞬間、私とは違う世界の人間だと勝手に感じた。

　同じ会社に入ったからといって、私が仲よくなれたり、近づけたりするはずはないと思った。

　だけど私の予想に反して、彼と同じ課に配属されてしまった。地味で目立つところのない私なんかに、華やかな雰囲気をまといながらにこやかに声をかけてくる彼に、私なりに気を遣ったつもりだった。

『私のことは放っておいてくれていいですから』という意味で伝えたことに対して、『あなたは俺のタイプとはかけ離れているので心配いりませんよ。俺は可愛い子が好きなので』とはっきり言われた。

　その通り。私は初めからそう思われてしまうことをわかっていたし、自惚れたりもしてはいない。本気になるだけ無駄だと考えていた。

　だから、わざわざ宣言してきた彼に対して無性に腹が立った。調子に乗っているんじゃないのかと思えてならなかった。

　忘れたくても、あの日言われたことはそう簡単に消えはしない。あれ以来、私の心の中で大きなトラウマとして根づいている。

「おい、ゴリ子。行くぞー」

　出入口付近から赤崎が私を呼ぶ。その手には、私のバッグがブンブンと揺れていた。

「はーい。って！　誰がゴリ子よ!!　普通に返事しちゃったじゃないの」

　彼のほうに駆け寄りながら、ひとりで突っ込みを入れる私に、彼は先ほどと同じ笑顔を向ける。

「ぶぶっ。ゴリ子の自覚が芽生えてきてるな。あだ名に馴染むのが早すぎだよ。はははっ。そうか、気に入ったのか。よかった」

「もう!!　やめてよ!!　気に入るわけないでしょ。人前で絶対呼ばないでよ？」

　フロアを出て、並んで廊下を歩く。展示会に出かけていた人たちがぞろぞろと会社に戻り始めていて、すれ違う。彼と抱き合っているところを見られずに済んで、本当によかった。

　大騒ぎになってしまう。余計な恨みを買いたくはない。こうして並んで歩くだけでも、内心ではひやひやしているんだから。

「急がないとコースを食べきれないわ。タクシーじゃないと無理ね。だいたい、適当なことばかりしているから、次々に彼女候補が現れるのよ。うまく遊べないなら手を出さなきゃいいのに」

「手なんて出してないってば。俺が誘ってるわけじゃないぞ。勝手に向こうから来るんだ」

「偉そうに。みんなが赤崎を好きになると思ってる」

　呆れて赤崎から目を逸らす。すると彼が私の顎をガッと掴んで、顔を無理やり自分のほうに向けた。

「ちょ！　なによ！　離れて」

　だから！　見られると大変なんだったら。

　焦って離れようとするけれど、彼の手の力が強くてうまくいかない。

「そうだよ。みんな俺を好きになる。思い通りにならない女はお前だけだ」

「近い近い！　顔が近いよ」

　ぐっと近づいてくる彼に驚く。

「……なーんてな。みんなが俺を好きになるわけないだろ。アホか」

　ただでさえドキドキしているのに、これ以上意識させないでよ！

「ははっ。まあ、お前のように生意気な女がひとりくらいいてもいいか。野田はみんなと同じじゃないから面白いんだ」

　彼がスッと離れ、ひと息つく。

　そのとき、周囲からの視線に気づいた。私たちをあちこちから見つめる無数の目線。注目されていると勘づき、彼から少しだけ距離を取った。

　ふと隣を歩く赤崎を見上げて思う。……確かに格好いい。

　背も高くて、顔立ちも文句なしに整っている。仕事もできるし、ユーモアもあって、男女問わずたくさんの人が彼の元に集まってくる。

　私の視線を察した赤崎が私を見下ろす。

「なんだよ」

「別に。あなたのどこがいいのか考えてただけ。さっきから、やたらと注目されてるんだけど気づいてる？」

　彼はサッと周囲を見渡した。

「まあな。お前のファンの仕業だろ？　野田狙いの男なら、俺のまわりにも無駄にいるぜ」

「適当なこと言わないでよ。なにがファンよ。あなたの〝なんとかフレンド〟のせいでしょ？」

　私のせいにしないで。今、視線を向けてきているのは女性ばかりじゃないの。

　彼のほうを見るのをやめて、口をとがらせて正面を向いた。

　なぜか胸の奥がムカムカしていた。面白くない気分になる。おそらく、からかわれているからだろう。

「……お前ね、変な言い方するなって。なんとかフレンドなんてひとりもいないよ。だいたい、河西とも長井ともヤってねぇから。誤解するなよ？　それともまさか嫉妬してるのか。それは俺が、しばらく恋人だとまわりに思われる男だから？　その妙な独占欲も演技なのか」

　立ち止まって彼を見上げる。彼も私に合わせて足を止めた。

「嫉妬なんてするわけないでしょ。そこまで言うのなら聞くけど、ふたりとも可愛いのにどうしてダメなのよ。付き合ってあげたらいいじゃない」

「話を蒸し返すなよ。その質問には答えないといけないのか？　お前とは、〝フリ〟だけで本物の彼女なわけじゃないし、そこまで細かく指図されたくはないね。付き合う相手くらい自分で決める」

　ため息交じりに言う彼の態度に、私の中で抑えていた感情がむくむくと表れ始める。

　本物の彼女じゃないことくらい、私もわかっているわよ。いちいちあらためて言わなくてもいいじゃない。自分が、勘違いしているバカみたいに思えてしまう。

「赤崎が私をからかうから、こういう話になったんじゃない」

「からかってないって。野田がなんとかフレンドって言ったからだろ？　俺をバカにしてるのは、野田のほうだろうが」

　彼の顔も声も、いつものケンカのときと同じになってきた。

「見境なく誰にでもサカるから、今回みたいなことになるんでしょ？　人を批判する前に、自分の行動を振り返りなさいよ」

「見境なく？　だから、彼女たちとはなにもないって言ってるだろ？　いくらなんでも、犬や猫みたいに誰とでもしねぇよ」

　お互いに声が大きくなっていく。まずいと思うけれど止まらない。

　ケンカの理由だって、どうでもいいことなのに。どうしてこんなに腹が立つのか自分でもわからなかった。

「どうだか。犬や猫？　あなたなんてそれ以下よ。……もういいわ。話しても無駄なようだから。ケンカもいい加減にしないと、もしも彼女たちが戻ってきたら嘘がバレそうだし」

　そう言いながら私は歩きだした。その瞬間、彼に肩を掴まれて振り返った。

「あれ。どうしたの？　行かないの？　時間がなくなるわよ。今の話なら私が謝るから。拗すねないで機嫌直してよ」

　私の肩に手を置いたまま、黙って俯うつむく赤崎の顔を覗き込んで言う。

　そのとき、突然顔を上げた彼が、身体をかがめてきた瞬間。

　――チュッ。

　唇を塞がれた。

　……え？　え？

「きゃああああ!!」

「嫌ぁ～」

　私たちをあちこちから眺めていたギャラリーが、悲鳴を上げた。

　う……嘘……。なに。なんなのこれ。

「んんっ……」

　くっ、苦しい……。息が止まりそう……！

　しばらくしてからそっと唇が離れて、赤崎が私をじっと見下ろした。私は放心状態で彼を見上げていた。

「……あれ？　『最低ー！』とか、『なにするのー！』とか、いつもみたいに言わねぇの？　もしかして、俺に惚れた？　まさか、最初からこうされたかったのか？」

　……ハッ!!

　目の前には、ニヤニヤ笑う赤崎の顔。

「なっ、な、な、な、な……っ」

「出た。ゴリ子の鳴き声」

「なん……で、こんなこと」

　口をパクパクさせながら言う。

「なんでって？　うーん。罰ゲーム？かな。俺様に暴言を吐いた罰だ」

　そう言って、赤崎は手をキュッと繋つないできた。

「え!?」

　そのまま私を引っ張っていき、早足で歩きだす。

「ぼんやりしてんなよ？　昼休みがなくなる」

　身体ごと引きずられるようになりながら、少し前を歩く彼を見る。

　本当にやめてよ。あなたなんか……大嫌い。

　そう思いながら、激しく動どう悸きを打つ胸を押さえた。
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「んんっ。ああ……」

「おい。変な声を出すな」

「……だぁって。んーっ」

「だから、変な声を出すなって言ってるだろ？　まわりの人に怪しまれる」

　キョロキョロと周囲を気にしながら言うと、彼女はクスッと笑った。

「嫌だ、なに考えてんのよ。アホ崎からエロ崎に改名したいの？　私は構わないけど」

「ゴリ子。お前、殺すよ？」

　タクシーでようやくたどり着いたここは、ステーキレストラン秋篠亭。決していかがわしい場所ではない。なのに目の前の女は、極上ステーキをひと口食べては、感動して変な声を出す。

「本気でアホだな、お前は」

「だって～おいしいんだものっ」

　そう言って笑う野田の顎に、ソースがトロリとついている。

「ぶっ!!　ついてるって。子供みたいだな。ぷはははっ」

　俺は手を伸ばすと、それをそっと拭ぬぐった。

「あ……っ」

　俺の手が自分の顎に触れると、彼女はピクッと身体を揺らした。

「えっ。なっ、なんだよ」

　まるで本当に悪いことをしているみたいな気分になる。あんな声を聞いたあとだからなのかもしれないが。

「まさかまた、キ……」

　彼女が言いたいことがわかって、慌てて手を引っ込めた。俺がまた、突然キスをしてくると思ったのだろう。

　ここに来る前に会社で、憶測でずけずけとものを言ってくる彼女を黙らせたいと、思わずキスをしてしまった。

　驚いて唖然とする野田を見て、不覚にも、正直なところ可愛いと思ってしまった。

　もう一度あの顔が見たい。その唇を塞いで黙らせたい。そんなことを考えてしまわないように、必死で否定する。

「しねえよ!!　もう二度としない」

　突発的に、彼女の許可も取らずにおかしなことをした俺を、どうせ目の前のゴリラはまた、犬や猫以下だと思ったのだろう。自分でも人前でキスをしたのは初めてで、あのときの気持ちを説明できないのだから、始末に負えない。

「あ……そう」

「なに、その残念そうな声。もう一度してほしい？」

　ニッコリと笑いながら尋ねてみる。

「そっ、そんなわけないでしょ！」

　予想通りの反応だ。ただ、俺の予想が外れていたのは、彼女の顔が真っ赤になっていること。

　モテるのに案外、男慣れしていないんだなと意外に思う。

「冗談だよ。今の俺はただ、お前の顎についたソースを取ってやろうかと思っただけだ。ただでさえブスなのに、ソースをつけていたら悲惨だし、気の毒だろ。かわいそうだと思ってさ」

　俺がそう言うと、野田はフォークを静かにテーブルに置いた。その顔が曇っているのを見てギョッとする。

「なっ……お前。なにか言い返してこいよ。調子狂うだろ」

　しょんぼりと俯いた彼女に、さすがに少し焦る。

「そうかぁ。やっぱり……私、ブスかなぁ」

　耳を疑った。弱気な野田を見るのは、初めてのことだ。

「ほら。私ってさ、食事も綺麗にできないし、思ったことをなんでもすぐ口にしちゃうのよね。ガサツっていうか、女らしさに欠けるっていうかさ。今さら言われなくても、赤崎はよく知ってると思うけど」

　これは、冗談を言っているのか？　俺が本気にした途端に笑うつもりなのか。

　そんなことを考えながら、彼女の話の続きを慎重に待つ。

「だからね、好きだって言ってくれる人が現れてもね、すぐにいなくなっちゃうの。きっと私の本性を知って、逃げだしたくなっちゃうのね。わかってるんだけど、直せなくてさ」

　どうやら本音で話しているようだ。俺が黙っていると、野田は我に返ったようにハッとした。

「や、やだっ。私ったら、アホ崎になに言っちゃってんの。忘れて。らしくないわよね、ごめん」

　焦って無理に笑う彼女を見て、思う。

　俺が普段、なにげなく言ってきたひとことの数々が、彼女を傷つけてきたのだろうか。勝ち気でゴリラみたいな顔になることがあっても、一応女だしな。

「やだ、ちょっと！　黙らないでよ。ここは突っ込みなさいよ。『だっせぇ』とか、『気持ち悪っ』とかさ。思いきり笑えるチャンスなのよ？　赤崎の悪魔の高笑いが聞こえないとなんだか落ち着かないわ」

　本当は笑い飛ばしてなじったほうが、野田の気持ちは楽になるだろうというのはわかっている。いつもの冗談に変えてしまったほうがいいだろう。彼女もそれを望んでいる。

　だけど、なんだか痛々しくて笑えない。

「そんな男は、黙っていなくなったほうがいいだろ？　振る手間が省けるじゃないか。余計なことは考えるな」

　冗談にするどころか、思わず真顔で真面目に意見していた。

「赤崎……。そうだね。そう！　その通りだわ。見る目がないわよね。こんなにいい女を振るなんて」

　俺に気を遣わせまいとしているのか、彼女は明るく言った。

「やっぱり、赤崎がモテるのがわかる。だけど赤崎は私とは違うから、こんな話をしてもわからないわよね」

「わかるよ。俺も好きだった人に、意味もわからず振られたことがあるから」

　俺のその言葉を最後に、お互いなにも言わず、しばらく黙った。

　だが、不思議とこの沈黙を気まずくは思わなかった。普段からは想像もできないような、彼女の本当の気持ちを垣間見た気がした。

　野田のことをもっと知りたいような、不思議な気分になる。どれが本当の彼女なんだろう。俺の知っている、あまのじゃくで勝ち気な野田は、彼女のほんの一部でしかないらしい。

「さてと。そろそろ行くか」

　声をかけて立ち上がった。彼女もそれに従い、席を立つ。

　特上ステーキを平らげ、コース料理をすべて食べ終えるのに、そんなに時間はかからなかった。お腹が空いていたせいと、無言で食事に集中したせいもあるだろう。

　だが時計を見ると、昼休みがそろそろ終わりそうな時間だった。

「うん。あ、待って。財布を出さないと」

　歩きだした足を止めて、野田はバッグの中をごそごそと漁あさる。

「バーカ。本気で女に奢らせるかよ。いいから、伝票貸して」

　俺が手を差し出すと、その手を野田はパチンとはたいた。

「いて」

「格好つけないで。ここは私が出すわ。約束は守るわよ。たとえ相手が最低男でもね」

「誰が最低男だって？　これだからお前は可愛くないってんだよ。ゴリ子が」

　……あっ。しまった。今の言い方は、先ほどの話を思い出させてしまう。

「別に赤崎に可愛いだなんて思われたくもないわよ。このナルシストが」

　だが俺の心配をよそに、彼女はいつものテンポで答えた。ほっとして、俺もいつもの調子で話す。

「あれ。お前、知らねぇの？　俺様は平へい和わ講こう堂どうのフロア案が通って、臨時ボーナスが入ったんだぜ？」

「は？　臨時ボーナスですって。いつよ」

「先週。優秀社員賞獲得だからな。お前も表彰式にいたじゃん。だから今は非常にリッチなの。たかるなら今しかないけど？」

「すごい。よかったわね」

　パチパチと手を叩いて喜ぶ野田を見て、「ふっ」と笑みがこぼれる。

「本当にすごいっ。いいなぁ」

　本気のブスに、『ブス』なんて言えるかよ。本当にバカな女だ。

　そのとき。なぜだろう。はしゃぐ野田が無性に可愛く見えて、またしても突然キスしたくなった。

「んん!?」

　そう思った瞬間に彼女の顎をぐいっと掴み、咄とっ嗟さに彼女にキスをしていた。

　店内は賑にぎやかに話す声があちこちから聞こえていたが、俺たちが座っていた窓際の席は、パーテーションで区切られている。誰にも見えてはいないはずだ。

　俺が奢るんだから、礼くらいもらってもいいだろうと都合よく考える。

　可愛くもないし、素直じゃないし、いつも俺をバカにする。本当に腹の立つ女だ。

　……だけど嫌いじゃない。でも、調子に乗るからそれは言わないでおく。

「ん……んっ。赤……」

　深く彼女の口の中に入る。

　だが野田は、息苦しそうにしている割には抵抗していない。

　……やばい。止まらない。

　しばらくしてから、そっと唇を離して彼女の目を見た。半分閉じられたその目は、うっとりとした視線を俺に向けている。

　とろけそうな顔をしやがって。普段もこのくらいの可愛さならいいのに。

　野田の膝がガクガクしている。今にも崩れそうな彼女の腰をそっと支えてやる。

「お前、口の中がソースくさいよ」

「……あなたもよっ」

　俺が「ふふっ」と笑うと、野田も微かに、ニコリと笑った。

「なんで……キスしたの？」

「さあ？　なんとなく？　お前が生意気だからだよ。黙らせてやりたくなった」

「……わけわかんない。バカの頭の中なんて、しょせん理解不能だけどね」

「バカはお前だよ」

　照れ隠しをするように言い合う。だけど野田は、怒らなかった。

　結局そのあと、会計は割り勘となり、勝負は引き分けに終わった。




　揃そろってフロアに戻ると、昼休みが終わってしばらく経った時間だった。

　金子課長のデスクに行き、野田とふたりで軽く詫わびる。

「すみません、遅くなりまして」

「すみませんでした」

　金子課長はニタッと笑うと楽しそうに言った。

「いいよいいよ。十分くらい遅くても、俺は目くじらを立てたりはしないよ？　いい上司だろ？　あ、この話をみんなに広めてくれても構わないよ」

「はい……。わかりました。努力します」

　俺が答えると、彼は手をひらひらさせる。

「もういいから。はい、戻って。次の企画もいいものを期待してるよ」

　俺たちは言われるがままにデスクに戻った。

「あ、赤崎。やっぱりちょっと」

　椅子に座ろうとした瞬間に、金子課長が再び俺を呼んだ。

「はい」

　慌てて先ほどの位置に戻ると、彼は今度は小声で言う。

「いやあ、まだゆっくりしててもよかったのに。昼休みだけじゃ時間がないだろ～？　ふたりとも最近はよく残業してるしなぁ。デートする暇もないもんな」

「デート？　誰のことですか」

　噂好きな金子課長が、また誰かの話をしたいのだと思い、聞き返す。

「とぼけるなよ。お前と野田の話だよ。どうして俺に相談しないんだ。仕事をみんなに割り振ったりして、協力できるのに」

　息が止まりそうなほどに驚く。

「あの、その」

　なんて言い訳したらいいかを必死で考える。

「今日さ、営業が何人か秋篠亭で食事してたらしいんだよね。それでちょっと聞いてさ。まさか君たちがねぇ。いいよなぁ。羨ましいよ」

　営業？　くそ……見られていたのか。

　そう思っても、もう遅い。

「まいりましたね」

　頭をかきながら、「あははー」と笑う。こうなったら、ごまかしようもない。

「あとな、もうひとつ。廊下でも派手にやったみたいじゃないか」

「ぬぉっ！」

　思わず変な声が出た。

「みんな見たって言ってるよ？　いや、いいんだよ？　俺は優しいから。たとえ社内でキスしちゃっても。仕事さえしっかりとやってくれたらね」

　顔は笑っているが、目がマジだ。これはまずい。

「そっ、そんなことありましたかね」

　とぼけようとすると、金子課長は俺のネクタイをぐっと引っ張って小声になった。

「君ね、もうバレたの。隠しても無駄なの。……いいか、赤崎。今度じっくりと聞くからな。全部俺に言えよ？　野田についてのあんな話や、こんな話も全部だ。俺が優しいうちにな？」

「うっ……。ま、またいずれ」

　金子課長の気迫に、それ以上はなにも言えずに黙り込む。

　なにが『あんな話や、こんな話』だ。俺が知るわけないだろ？

　だがさっきのキスのときに、彼女はとろけるような表情をした。それを思い出し、ぼんやりする。

「あ！　お前、今、思い出してただろ。ずるいな。ちゃんと俺にも教えろ。いいな」

「も……戻ります」

　逃げるようにデスクに戻る。野田は早くもパソコンに向かっている。

　お前も少しは動揺しろよ。なんだその余裕は。

「あ、赤崎。カーテンの強度とカラーのデータ、私のパソコンに送ってくれない？」

　いつもと変わらない。もう仕事モードに入っている。鉄の女め。

「ああ。今送る」

　先ほどの時間を忘れたかのように、デスクに座った途端に仕事に打ち込む野田を見ながら、俺もしぶしぶ席に着いた。

　だけど、俺はなにをしたいんだろう。どうしてキスがしたくなったのか。まさかこんなゴリラ女と、本気でどうにかなろうとしているのか？

　いやいや、あり得ない。俺は清楚で可か憐れんな子が好きなんだ。こんな口の悪い、ガサツな女は頼まれてもお断りだ。

　じゃあキスをした理由は、面白そうだから、か。それともどんな顔をするのか見てみたかったから？

　うーん、なんだか違うな。

「ちょっと、真面目にやりなさいよ」

　声をかけられて顔を上げると、真向かいの至近距離に野田の顔のドアップ。

「うわわ!!　なんだよ。近い近い」

「相変わらず失礼な態度ね。私は化け物じゃないって言ってるでしょ？」

　呆れたように言いながら、彼女は顔を引っ込める。俺も彼女から視線を外し、パソコンの電源を入れた。こうなったら邪心を取りはらうべく、仕事に集中するしかない。

「赤崎、早くしてよ。待ちきれないの」

　だが次に聞こえた彼女の言葉に、ガバッと顔を上げた。

　野田が俺に、ねだるような視線を向けているのが見え、ドキッとする。

　まさか。また……キスしてほしいのか!?　でも、ここではまずいんじゃないか。みんないるし、仕事中だし。金子課長にもおかしな脅迫を受けているしな。

「まだなの？」

「まだ、って。待て、野田。物事には、時と場合が大切なことも……」

　待ちきれないって、そんな、お前。とにかくあとにしよう、と伝えないと。さすがに今はまずい。

「なに百面相してるのよ。データ!!　早く送ってよ。仕事ができないよ」

　でーた？

　ああ、データね。なぁんだ、仕事の話かよ。まぎらわしい言い方をするな。

　……って俺、なにを残念がってるんだよ!?　がっかりするなんて、おかしいだろう。しっかりしろよ。

「アホ崎！　あ、エロ崎だったっけ。また変なことを考えてたんじゃないの。いつまでもよからぬ妄想に取りつかれてると、次のプレゼンは私がいただくわよ」

　よからぬ妄想。まあ、違いない。どうして頭の中がこんなことに。俺もどうしたらいいかわからないんだよ。一番驚いているのが自分なんだから。

　悶もん々もんとしながら黙る。言い返すことができない。

「うわ、否定しない。マジでエッチなことを考えてたの？」

　ハッとして彼女を見る。元はといえば、お前のせいだろ。

「うるさい!!　黙れゴリ子!!」

　やっぱり腹が立つ。こんな女を好きになるわけがない!!

　強く心に言い聞かせた。













彼女の元カレ［東吾Ｓｉｄｅ］




　野田と秋篠亭でキスをした日から、一週間が経過していた。

　あれ以来俺たちは、疑われることもなく恋人だと思われ、今では社内でそのことを知らない者はいないのではないか、というほどに注目を浴びていた。

「最近、なにもかもがやりにくくてしょうがないのよね。誰かさんのせいでねぇ」

　社員食堂で日替わり定食をつつきながら、野田はため息交じりに言った。

　こうしてふたりで昼休みを共に過ごしているのも、課の連中のおせっかいがあってのことだ。

　みんなで外に出ようとしていたとき、俺と野田だけが止められた。

『君たちはふたりで行けばいいよ。俺たちに付き合うことはないから。やっぱりふたりきりで過ごしたいよなぁ？』

　ニヤニヤした顔で俺たちを見つめる、好奇の目。次第にそれにも慣れてきていた。

『いいのか？　じゃあ遠慮なく、ふたりきりにさせてもらおうかな。時間なんて、いくらあっても足りないんだ。秋穂が可愛すぎてさぁ』

　この程度の冷やかしならば、適当に相手に合わせて返すことができるようになっていた。

『バカッ。なに言ってるのよ。本当困った人で。おほほ』

　実はそのとき俺は、みんなに見えないように野田に背中をつねられていた。非常に痛かったが、あの場は必死で我慢した。冷やかしてくるやつらに、少し調子に乗って過剰サービスをしてしまったようだ。

「お前の言う誰かさんとは、誰のことだよ」

　聞き返すと彼女は、ニッコリと笑って俺を見た。

「今もね、本当は言いたいことがたくさんあるの。だけどこれだけ多くの人にジロジロ見られてたら、赤崎に文句も言えないわ。仲よくやるしかないのよね。ケンカしたらまた噂になるもの」

　俺は野田から目を離し、周囲を見渡した。確かに、いまだに珍しそうに俺たちを見つめる視線がたくさんあることに気づく。

「いいんじゃない？　人に見られてこその恋人ごっこなんだから。ギャラリーがいたほうが盛り上がるだろ？」

「悪趣味。本当に目立つことが好きなのね」

　目立ちたいわけではない。俺が彼氏だと認識されていたら、もう野田を誘うやつがいなくなるからだ、と言いかけてやめた。山岸に詰め寄られたときの彼女の困った顔が思い出される。

　おそらく彼女は、恋に奥手で断ることができないのだから。俺は勝手にそんなふうに考えていた。

「ところで、さっき金子課長のデスクの上に、レストラン〝フローラ〟の改装案があったよ。今になって課長が見直しているということは、最終選考分だよな。そこにお前の案も置いてあった」

　話題を変えようと、仕事の話を振る。

「えっ。本当？　でもあれは赤崎が……」

　一瞬喜びかけた彼女だったが、すぐに口をつぐんだ。

「お前、まさかいまだに、俺の名前で出すべきだった、とか思ってるんじゃないだろうな」

「だって赤崎が描き直したものだから、そうするのが普通じゃない？」

　以前、野田の案に俺が手を入れたものを、彼女は俺が出すべきだと言った。やはり今もそう考えているらしい。

「違う。俺がしたのは、原案あってこその手直しだ」

　彼女は俺に遠慮してそれを出す気がないようだったので、俺が彼女の名前で金子課長に渡した。

　その案がなんと、最終の数点の中に入っているようだった。

「何度も言うが、あれは野田のものだ。俺は関係ないから」

「うん。……ありがと。選ばれたら……嬉しい」

　急に素直になった彼女がニコッと笑った。

「気が早いんだよ。まだ選ばれてない」

　そう言って彼女から目を逸らした。

　こいつのこういうところがずるいんだよ。いつもみたいに嫌味ったらしく話してくれたら、普通に返せるのに。

　野田といると、ときどきこんな瞬間がある。どう振る舞えばいいか、なにを言えばいいか、わからなくなる回数が確実に増えていた。

　野田が俺に、いつもとは違う自分を見せ始めている。それは俺に心を開いてきているということか？

「もう行かないと。いつも食べるのが遅いのよ。早くしてよね」

　せっかく素直になりかけていたのに、その時間はもう終わったらしい。通常の彼女に戻っている。

「俺はお前みたいに口がでかくないから。そんなにバクバクと象みたいに食えないんだよ」

「ゴリラの次は象!?　本当に、私をなんだと思ってるの。私だって口が大きいわけじゃないわ。どこをどう見たらそうなるのよ。急がないと時間がなくなるからでしょ」

　文句を言われながら食事を急ぐ。やっぱりこうしているほうが俺たちらしい。

　余計な感情はないほうがいい。なにも考えなかったら、これからもずっとこのままでいられるのだから。




「以前募集したレストランの改装は、野田の案で我が社が改装権利を獲得した。野田にはアドバイザーとして携わってもらうことになるが、担当はこのまま建築のほうに任せることになる」

　その翌日。朝礼で豊とよ田た部長が発表した瞬間、みんなが野田を見て拍手した。

「野田には来月、優秀社員賞が贈られることになる。おめでとう。頑張ったな」

　豊田部長が言うと、彼女は両手を口に当てて驚きの表情になった。まわりはさらに大きく手を叩きながら彼女を祝福する。

　そんな彼女が俺を見る。俺も嬉しくなって、笑いながら親指を立てて見せた。

「ちょっと待ってください。納得できません」

　そのとき聞こえた声に、みんなは驚いて拍手をやめた。

「その案は野田さんのものではありません。赤崎さんが手を加えたものです」

　発言した人物を一斉に見る。その先には、俺たちのひとつ年下の後輩、遠とお野の 唯ゆいがいた。

「今回表彰されるべき人は赤崎さんです。野田さんの功績にはならないと思います。赤崎さんが野田さんの名前で金子課長に出していたのを見ました。金子課長に尋ねると、野田さんの原案を赤崎さんが見直したものだと」

　辺りが静まり返る。遠野は神経質そうな印象を与える眼め鏡がねの位置を直しながら、豊田部長に堂々とした態度を見せている。普段はおとなしい彼女の言動に、周囲は唖然としていた。

「まあそうだが……しかしだな……」

　豊田部長は困った様子で言葉を探している。

「おふたりは付き合っていると聞きました。だから赤崎さんは、野田さんを助けたのではないですか」

　俺も驚いて遠野を見ていた。

　人によって考え方は確かに違う。だが、ここでわざわざ公言する必要があるのだろうかと思ってしまう。

　しかも彼女の言い方だと、俺と野田が仕事に私情を持ち込んでいるように聞こえた。

　対立するように、思わず口を挟む。

「俺は確かに、色と形の提案はしました。だけど原案を変えてはいない。空間デザインや配置などは野田のものです。俺にはまったくなかった発想です。これは野田のデザインです」

「ひとりで最後まで仕上げるのが普通です」

　遠野が俺を睨んで言い返した。

「意見交換くらいは誰だってする。俺は、付き合っているとかは関係なく、誰にだって意見します」

「そんなのなんとでも言えますよ」

　遠野はよほど納得できないのだろう。遅くまで残ってこの企画に取り組んでいたのを何度か見たことがある。

　真面目で一本気なタイプであろう遠野は、みんなに冷やかされているような俺たちを認めたくはないのかもしれない。

「私……いいです。賞は辞退します。遠野さんが言うことは、間違いではありません。実際に赤崎さんの手を借りました」

　今度は野田が口を挟んだ。

「お前は黙ってろよ。話をややこしくするな」

　俺が制すると、野田がいつもの調子で言い返してくる。

「いいのよ！　遠野さんの言う通りなのよ。それでいいじゃない」

「なにがいいんだよ！　納得できるわけないだろ？　あれを考えたのはお前じゃないか！」

「納得するとかしないとか、そんな話じゃないでしょ！」

　気づけば、またこのパターンだ。お前のためだからなんとかしたいのに。誤解を解きたいのに。どうして言い返したりするんだ。

　もどかしくてたまらなくなる。

「あー、君たち。ちょっとストップ」

　豊田部長に言われて彼を見た。

「相違はあるようだが、全員の意見に共通していることは、原案は野田で、改定案は赤崎だということだ。ここはひとつ、どうだろう。ふたりの共同案として、ふたりを表彰するということで。どうだ、遠野」

　豊田部長の提案に、遠野はようやく頷いた。

「……それならば納得できます。実際、見せていただいたものは素晴らしいものでした。すみません。私もおふたりに実力があることはわかっています。おふたりの案ということであれば、なにも言えません」

　遠野の言葉に、再びパラパラと拍手が湧き起こり、一瞬の間にそれは大きくなった。

　俺と野田は、みんなに揃って頭を下げる。そのあと目を見合わせて笑い合った。

　嬉しそうに笑う彼女の顔が、またしても可愛いと感じた。そう思ったことは、口が裂けても言えないが。




　それからまた数日が経ち、今となっては、あの日の出来事がまるで嘘であったかのように、彼女とは相変わらず険悪な毎日が続いていた。

「だから、そこを壁にすると採光が望めないだろ？」

「光の基準は満たしているわ。吹き抜けの天窓があるから充分なのよ」

　顔を近づけて睨み合う。

「わからないやつだな。その部位を壁にするとバランスが悪いんだよ！　本当にセンスねぇな」

「なんて言い方なの!?　人間性を疑うわ」

「なんだと！　勝手にしろ」

　フンッとお互いにそっぽを向いて、デスクに戻る。

　金子課長がよかれと思ってしてくれたことが、俺にとっては大迷惑だった。先日の表彰のこともあり、病院のロビーのデザインを手がける仕事で野田とペアにされてしまった。これまでは意図的に彼女とは離されていたのに、今回は初めて最初から一緒になったのだ。

　プレゼンまで時間もあまりないのに、衝突ばかりでなかなか進まない。

　だが、不思議と嫌だとは思わなかった。このまま彼女と共に、いいものがうまく作れそうな気がしていた。

　あの朝礼の日、本音を言うことができたからだろうか。

「野田さん、ちょっといいかな。少し話したいんだけど」

　そのとき、ふいに現れた男。営業二課の敏腕課長、黒くろ木き孝こう太ただ。

　知的なイメージで気取ったように見える彼は、はっきり言って俺の苦手なタイプだった。だが、仕事はできるし、部下からの信頼も厚いと、同期の営業二課のやつが言っていた。

　そんな彼が、サラッと後ろに流した髪をかき上げながら、野田に微笑みかけている。

　彼はなぜか、俺をチラッと見た。パチッと目が合ったが、すぐに逸らされる。

「ここじゃちょっと。出られる？」

「はい」

　素直に小さな声でしおらしく返事をすると、野田は立ち上がった。

　なんだよ。さっきまでの様子とずいぶん違うじゃないか。俺に対しては、敵意むき出しで怒鳴り散らしていたのに。

　そう感じたが、別に俺には関係ないと思い込む。

　野田の対人関係に口を挟む権利なんて、俺にはない。噂を聞いて、俺と野田が恋人だと思っている人も多いが、実際はなんの関係もないのだから。お互いの面倒事を合理的に片づけただけのことだ。

　黒木課長についてオフィスを出ていく野田の後ろ姿を見る。

　それにしても不思議に思う。仕事の接点がない黒木課長と、どうして知り合いなんだろう。

「なあ、東吾。いいのか、あれ。お前は自分の彼女と他の男の密会を簡単に許すような心の広い男じゃないだろ。あ、そうか。お前は素直じゃないんだった。行くな、なんて彼女に伝えられないんだろ」

　俺の隣の席にいる男が言う。彼は同期の鈴すず木き純じゅん一いち。これまでも野田と俺の暴走を何度も止めてきた、俺たちの共通の友人だ。

　童顔で、女性から『可愛い』だなんてちやほやされている容姿の純一だが、その見た目とは裏腹に性格ははっきりとしていて、ズケズケとものを言う。

「よし。追いかけるぞ。来いよ」

「バッ……行かねぇよ」

　純一に掴まれた腕を振りはらう。彼は不思議そうな目で俺を見た。

「なんで？　お前、心配そうに切なげな目で見てたじゃん。だから俺が一緒に行ってやるって。もしもバレたら、俺と話してるフリをするんだよ」

　せ……切なげな目？

　なにを言ってるんだよ、こいつは！　そんなはずないだろ。

「バカ言うな。心配なんてしてねぇ」

「わかった、わかった。もうどうでもいいから。早く行くぞ」

　ズルズルと純一に引きずられるようになりながら、俺はふたりのあとを追った。

　ふたりは休憩室の真ん中のテーブルに、向かい合って腰かけていた。俺と純一は休憩室の出入口ドアの陰に隠れて、そっと中の様子を窺うかがう。

　俺たちがいる場所からふたりが座った位置までは、四、五メートル。油断して物音をたてたりしたなら、ここにいることがバレてしまう。慎重に動きを止める。

　そうしている間も自問自答する。

　な、なんで俺がこんなことをしなくてはいけないんだ。なんなんだよ、この展開は。

「純一、やっぱり覗き見は……」

「お前、彼氏だろ？　当然の権利じゃないか。なにを弱気になってるんだよ」

　ひそひそと言い合う。

　だから、違うんだって！と言いたいが、言えない。野田とは関係ないと知られてしまうと、河西や長井が舞い戻ってくるかもしれない。そんなことはあり得ないだろうが、ビビる。今度捕獲されたら言い訳できない。またしても揉もめそうだ。そういう事態は絶対に避けたい。

　野田と黒木課長は、緊張した様子で黙っている。俺はふたりを見ながら、あらためて思う。

　確かに純一の言う通り、このふたりの関係が気になる。なんで黒木課長が野田を呼び出すのか。一瞬目が合ったとき、彼は俺のなにが気になったのか。

　しかも普通は、彼氏の目前なのに、堂々と当てつけるみたいに連れてはいかないだろう。

　あ……失言。仮の彼氏だが。

　黒木課長も今回の噂を信じているとしたら、かなり挑戦的な戦法だ。なにを企たくらんでいるんだろう。

　そのとき、妙な沈黙を破って、黒木課長が意を決したように話し始めた。俺と純一は耳をすまして、彼の声を聞き取ろうとする。

「秋穂、今日聞いたよ。君と赤崎が付き合っているとね。俺は君と別れてから他の女性と付き合ったりもしたけど、やっぱり……実際に君の恋の噂を聞くと冷静じゃいられなくなったよ」

「あの……黒木課長」

「よしてくれよ、『黒木課長』だなんてさ。『孝太』でいいよ。君は本当に、赤崎が好きなの？　もし俺に対する当てつけならば、それは必要ないよ。俺はやり直してもいいと思ってるからね」

　彼の勝手な言い分に、俺と純一は固まった。野田も黙って聞いている。

「赤崎に別れてほしいと言いにくいなら、俺から話をしてもいい。俺が原因だからね。君と別れたのは、君が俺の考えていた女性像とは違うと思ったからだけど、今になって君の魅力がわかってきたんだよ」

　……はあ？　なんともまあ、自分勝手なやつだな。

　純一を見ると、彼も顔を歪めているから、俺と同じことを考えているのだろう。誰が聞いてもそう思うはずだ。

　だが、野田はどう感じたのだろうか。

　そもそもあのふたりは付き合っていたのか。知らなかった。

　……って、当たり前だけど。

　彼女が前に言っていた、『自分から離れた人』というのがおそらく黒木課長だということはわかった。

「黒木課長、困ります。彼と付き合っているのは、そんな理由じゃありません」

　野田が俯いたまま答える。

　確かにそうだ。付き合っているということ自体が嘘なんだから。

「どうして？　君は俺を、今はもう好きじゃないの？　赤崎がいいのか？　俺への気持ちは、そんなに簡単に忘れられる程度のものだったということか」

「そういうわけじゃ。……どうしよう。なんと言ったらいいか」

　詰め寄るように言う黒木課長への返答に困る野田を見て、先日山岸に迫られていた彼女を思い出す。今みたいに困った顔をして、俺をじっと見つめていた。

「東吾。いいのかよ。彼女、困ってるぞ」

　純一が俺のスーツの袖を引っ張りながら、小声で聞いてくる。

　いいのかと言われても、俺には黒木課長を止める権利なんてない。

　俺は赤い顔で俯く彼女から目を離さずに、ふたりがいる休憩室に足を踏み入れた。

「あ、東吾。バレるって……」

　純一の忠告を無視して、立ったままふたりを見る。

「あ、……赤崎」

　俺の視線に気づいた野田がこちらを向いた。だが、黒木課長の睨むような視線もオマケについてくる。

　思わず近くまで来たけど、なにを言うか考えていたわけではなかった。

『俺の女に手を出すな』とか、『今、お前と付き合ってるのは俺だろ？　さっさと断れよ』とか言えば解決するのか？

　だけど一番大切なのは、果たして今回は野田が本当に、俺の助けを必要としているのかどうかだ。

　あのときのように野田の目を見る。彼女が俺に、山岸のときと同じ感じで、なにかを訴えてくるのか読み取ろうとした。

　だがなにも感じない。野田はまるで、俺の出現が迷惑だとでも言いたげな、ばつの悪い表情をするだけだった。

　それは彼女が今も、黒木課長を好きだからなのではないかと感じた。

　俺はどうすることもできず、無言のままくるりと向きを変えると、休憩室を静かに出た。そんな俺に、ふたりは声をかけることもなかった。

「東吾、待てよ」

　純一が俺のあとを追いかけてきた。

「なんで黙って出てくるんだよ。いいのかよ」

　スタスタと早足で歩く。

「おい。東吾」

　ピタッと足を止める。そしてゆっくりと純一を振り返った。

「いいんだよ。それで。あいつは黒木課長が好きなんだ。それがわかった」

「は……？　付き合っているのはお前だろ？　なんで秋穂ちゃんが黒木課長を好きなんだよ。あれ……お前」

　責めるみたいな口調で言っていた純一が、急に話をやめた。

「なんだよ」

「それほどまでに好きなら取り返してこいよ。黙って譲るなんて、らしくないわ」

　……は？　好き？　こいつはなにを言って……。

「似合わないことしてんなよ。いつも強気で俺様のくせによ」

　純一はそれだけ言うと、俺の肩をポンポンと叩いて、フロアへと戻っていった。

　廊下に取り残された俺は、呆然とその場に立ちすくんでいた。

　俺が野田を好きだって？　そんなはずないだろ。純一の勘違いだ。俺の目を見ただけで純一になにがわかったんだよ。

　本当に好きならば、黒木課長とうまくやればいい。俺は元からあんなゴリ子なんて趣味じゃないし、偉そうだし、だいたいなんとも思ってはいないし。

　まわりに勘違いされているだけで、俺と野田は付き合ってなんかいないんだし、そもそもなんの関係もないんだ。好きとか嫌いだとかの気持ち以前の話だ。

　きっとまた、明日には元に戻って言い合っているだろう。この先だって、なにひとつ変わらない。きっと。

　そう思いながら、休憩室のほうを振り返る。

　よかったじゃないか。去られて自信がなくなるほど想っていた相手に、戻ってきてもらえたんだ。俺とは別れたと言って、また噂を広めればいい。

　だがそうなると、俺のほうの問題はどうなるんだろう。

　いろいろ考えて深いため息をつくと、俺はまた向きを変えて、課のフロアに向かって歩きだした。




　あのあと、今日一日のさまざまな出来事が頭の中を駆け巡り、俺は仕事がなかなか手につかなかった。

　あれから野田は、俺が戻った十分ほどあとに静かに席に着いた。

　いつもはなにかにつけて言い合ったり、話したりする俺たちだけど、今日はそれからまったく会話をすることはなかった。

　課の連中も、いつになく静かな様子の俺と野田が気になっているみたいで、ふと顔を上げると、あちこちからいろんな人の視線を感じた。

　だけど、誰もなにも言ってはこなかった。もちろん、野田本人も。

　そして会話のないまま、とうとう終業時刻になったとき。

「赤崎。は、話が……あるんだけど」

　帰り支度をしている俺に、野田がおずおずと、あれ以来初めて話しかけてきた。

「……話？　俺はないよ」

　どうせ、恋人とよりを戻しました、ってやつだろう。いちいち俺に断らなくても、勝手に俺とは別れたことにしたらいい。

　どういうわけか、投げやりな気持ちになっていた。野田の話を聞くのすら億おっ劫くうだ。

「お願い。すぐに終わるから」

　彼女の言葉に、ピクッと反応する。

　すぐ終わる……？　なにが？　始まってもいないのに？

「悪い。俺、急ぐから」

　ひとこと告げて、目も合わせずに立ち去った。

　廊下を歩きながら思う。

　すぐに終わる話だと？　黒木課長とは三十分近く話し込んでいたくせに。だいたい、そんな些さ細さいなことを、どうして俺は面白くないだなんて思っているんだ。

　エレベーターのボタンにかざした手を止めて、ふと考える。

　自分の行動がおかしい。俺は彼女になにもされていないのに、怒る必要なんかないだろ。

　頭の中にひとつの言葉が浮かんでくる。

　嫉妬……。そうなのか？

　俺は黒木課長に嫉妬しているのだろうか。

　ボタンを押そうとしていた指を引っ込めると、くるりと向きを変えた。

　フロアへと急いで戻る。この距離がもどかしい。次第に駆け足になる。

　話があるなら聞いてやるよ。なにを言われたとしても、俺が怒る理由はない。それを証明してやる。

　ゴリ子と俺は関係ないから。俺が嫉妬したり動揺したりするはずがないんだ。

　そうやって自分の気持ちを否定するけど、どうしても心に溢あふれる想い。

　彼女に今、会えたならばわかるのだろうか。告げずにいられなくなるのだろうか。

「野田！　いるか？」

　たどり着くと、ドアを開けて彼女を呼ぶ。まだ残っていた数人が、一斉に俺に注目した。

「あれー。赤崎、彼女と仲直りしたの？　まあ、君たちはいつもケンカしてるから珍しくもないけどね。今日みたいに静かなのは、できたらやめてくれよ。うるさいくらいに怒鳴り合ってるほうが君たちらしいわ」

　竹村先輩がからかうように言ってくる。

　俺は適当に曖昧な笑みを浮かべて頷きながらも、目線で野田を探していた。

　この中に彼女の姿がないことに気づき、辺りをキョロキョロと見渡した。

「あ、秋穂ちゃんならさっき出ていったよ。えーと、誰だったっけ。あ、そうだ。営業の黒木課長と」

　先輩がそう言った瞬間、俺はハーッと深い息を吐いた。

　そうか。そういうことか。彼女の話を聞くまでもなかった。きっと、『もう恋人のフリなんてしなくてもいい』と言いたかったのだろう。

　エレベーターホールからの通路では彼らと会わなかったので、階段から帰ったのか。

　明日からまたいつも通りにしよう。キスしただけで、それ以降はなにもなかったし、なにも始まっていなかったから、傷つくこともない。

　だけど、俺の心は幾分重く沈んでいた。

「今ならまだ間に合うよ。本当についさっき行ったばかりだからさ」

　竹村先輩に言われ、軽く手を振った。

「いえ、いいんです。もう間に合いませんよ、なにもかもが。お先に失礼します」

　笑顔でそう告げると、俺は再びエレベーターホールへと向かった。

　彼女に会って、俺が言いたかったこと。

　それを彼女に告げることは二度とないと思った。













心の奥の葛藤




「わ、私は、黒木課長と元の関係に戻ろうとは思いません。あの頃は本当に黒木課長が好きでした。でも、もうその気持ちは残ってはいません」

　赤崎が休憩室から立ち去り、ようやく落ち着きが戻ってきた。

　思いがけず黒木課長に告白され、その場に赤崎が現れるなんて、なにもかもが予想だにしなかったことだ。混乱してしまい、赤崎の前では、はっきりと黒木課長への返事ができなかった。

「……赤崎が好きだから？」

　黒木課長に確認するように問われ、一瞬ためらう。

「そっ、そうですよ。当然じゃないですか。好きだから付き合ってるんです」

　今となってはもう、なぜここまでして周囲を騙しているのかわからなくなっていた。

　一度ついた嘘が、大きな塊みたいになって私と赤崎の上に乗っているような感覚。やめてしまうこともできるけれど、なぜか私たちは逃げださなかった。

　赤崎は今の状況をどう思っているのだろうか。本当はいい加減うんざりして、嫌になっているのかもしれない。

　ここで黒木課長からの申し入れを断る理由に、赤崎との関係を持ち出してもいいのか、正直迷う。

　赤崎がやめてしまいたいと思っているのならば、これ以上嘘を重ねることを望まないだろう。

　だけど、他に理由もない。黒木課長をもう好きではないから、というだけでは、おそらく黒木課長は引き下がってはくれない。彼にはそう思わせるような気迫があり、少し怖かった。

「赤崎もそうなのかな。彼はここに君を置いて戻ったけどね」

　黒木課長は赤崎が去った方向を一瞬見たあと、私に視線を戻してニヤリと笑った。

「彼は私を信じてくれているんです。だからいちいち口を挟んではきません」

　一度話し始めると、まるで本当に付き合っているみたいな言い方ができた。

　赤崎にはあとで説明したらいい。もう少しだけこのままでいてもいいか、頼んでみよう。きっと呆れながらも了承してくれるはず。

「そうか。じゃあ仕方ないね。今日のところはこのまま引き下がるとするか。だけど俺は諦めないから。どうしても、君と赤崎くんが付き合っているとは思えない。俺にはわかるんだ。君が好きだからね」

　黒木課長はそれだけ言うと立ち上がり、去ろうとした。だけどすぐに振り返り、私を見る。

「俺以外に君を幸せにできるやつなんていない。俺がどれだけ君を大切に想っているのか、必ずわかってもらうから」

　その目はギラッとした輝きを帯びていて、私は思わずゾクッとしてしまう。返事もできないままに、去っていく彼を見つめ返すのが精いっぱいだった。

　ひとりその場に取り残され、ぼんやりと考える。

『野田っ。お前、本当にバカだなぁ。知能の低さが半端ねぇ。言いたいことも言えないで、かわいそうにな。あはは』

　ふと脳裏に浮かんだ赤崎は、相変わらずの悪態で人をバカにしながら、綺麗な笑顔を私に向ける。

　頭の中の彼に、思わず呟いた。

「……好き……」

　声に出して言ってから、ハッとする。

　赤崎を好きな女の子が、彼に近づくのが嫌だった。自分の存在を知らしめて、彼から遠ざけようと必死になった。

　思いがけずキスをされ、とろけるようになりながら彼の服を掴んだ。私にキスをしようと思った彼の気持ちが嬉しかった。

「そうか……私……」

　たとえ〝フリ〟であっても、彼の恋人だと周囲に認められていたい。このままでいたい。

　黒木課長とふたりでいることで、赤崎に誤解されてしまうのが怖かった。私を見つめた赤崎が、私の想いを読み取ってしまうのが嫌だったのだ。

「赤崎を好きなんだ……」

　バラバラだったパズルのピースが、綺麗にはまったみたいな感覚になる。

　入社式で彼に憧れ、誰よりも彼を見つめていた。そんな自分を否定して、他の人と恋をしようとしたのは、赤崎が私を好きではないとわかっていたからだ。

　常に文句ばかり言って、『あなたなんか好きじゃない』と彼に訴えてきた。私が、彼に勝てるはずなどないのに。

　惚れたのは私のほうだから、勝負は初めからついていた。だけど、今さらそんなことに気づいてもどうしたらいいのか。

　私は静かに立ち上がると、よろよろとした足取りで休憩室をあとにした。

　それからしばらくして席に着くと、彼のほうをそっと見た。

　私に目をやることもなく、仕事に没頭している彼にとっては、私がどこで誰となにをしていようと本当に関係ないのだと思う。いつものように冷やかしたり、からかったりもしてはこない。

　このまま黒木課長と私がうまくいけば、むしろ赤崎にとっては好都合なのだろう。そう考えると悲しくなった。

　自分でも今さら虫のいい話だと思う。これまでとは打って変わって、今度は気にしてほしいだなんて。

　そんなことを考えていると、一瞬彼と目が合った。だけど、すぐに逸らされた。

　赤崎の態度から、私を拒絶しているのがわかる。面倒事を嫌う彼だから、きっと上司が現れた時点で答えは出たのだろう。




「赤崎。は、話が……あるんだけど」

　終業時刻になり、帰り支度をしている赤崎に、思いきって声をかけた。

　もしも私の話を聞いてくれるのなら、全部を打ち明けるつもりでいた。このまま逃げだして、うやむやなまま終わりたくはなかった。

「……話？　俺はないよ」

　低い声で冷たく言った彼は、私と目を合わせることもなく、そのまま立ち去ろうとする。

　私の中のわずかな勇気が、その瞬間に消えてしまいそうになった。

「お願い。すぐに終わるから」

　どうかこのまま終わらないで。せめて私の話を聞いて、無理ならば、はっきりとそう言ってほしい。

　勢いづいて、私は少々意地になっていたかもしれない。

「悪い。俺、急ぐから」

　私にこれ以上引き止める隙さえ与えないほどの速さで、赤崎は私の前からいなくなった。

　手足の震えが止まらない。彼とはもう、ただの同僚にも戻れないのかもしれない。

　恋人のフリをして、彼を好きな他の女の子たちよりも優位に立ったことを、初めて後悔した。山岸くんの誘いを断るためだけにとどめておけばよかった。

　だけど私は、そんなにいけないことをしてしまったのだろうか。彼に冷たい拒絶をされてしまうほどに。

　いろんなことが浮かんでは消える。

　ただひとつだけわかったのは、赤崎は私とは同じ気持ちではなかったということだった。

「秋穂」

　私を呼ぶ声に振り返る。

「もう一度だけ聞いておきたくて。しつこいと思うだろうけど、俺も納得したいから。また少しだけ付き合ってほしい」

　そこにいたのは黒木課長。先ほどのゾッとする視線がまるで嘘であったかのように、優しく微笑んでいる。

「はい。……私もわかってもらいたいです。私の気持ちを」

　泣きだしそうになるのを堪こらえながら、黒木課長についてフロアを出た。

　報われることがなくても、ようやく気づいた気持ちに向き合っていきたい。

　このまま黒木課長を再び好きになれたら、どんなにいいだろう。その手を取って、『赤崎とは恋人のフリをしていただけです』と言って笑えたなら。

　歩きながらそんなことを考えた。

　誰もいない階段の踊り場まで来ると、黒木課長は足を止めた。

「くどいようだが、本当に赤崎とは付き合っているのか」

　聞かれて返事に迷ったけれど、彼の目を見て答える。

「好きなんです。誰よりも。彼にはなんでも言えて、私をよくわかってくれます」

　正直な気持ちだった。

「俺とは違うってことを言いたいんだね。君は俺に合わせて、自分を押し殺していたと、あのとき言ったから」

　黒木課長の言葉に涙がこぼれた。

「黒木課長のことを好きだと思っていました。でも私は、恋に憧れていただけかもしれません」

「正直すぎて残酷だな。赤崎なら君にそんな思いはさせないということか」

　彼が苦笑いする。

「はい。なにかを隠そうと思っても、逆に『もっと言え』と挑発してくるんです。彼と一緒にいる自分も、私らしくて好きです……」

　それ以上は言葉にならなかった。

　泣きじゃくる私に黒木課長はなにも言わないで、この場を去っていった。

　今と同じことを、赤崎本人にも言いたかった。話も聞かずにいなくなった彼に、私は精いっぱいに呟いた。

「赤崎の……バカ……。腰抜けめ」

　だけどその言葉に言い返してくる彼は、もういない。

　明日からはなにもなかったように彼と話せるのか、わからなかった。













アクシデント




　――バタバタバタ。

「あ、ごめんなさい」

　社屋を出る瞬間に人にぶつかり、ペコリと頭を下げた。その直後に再び駆けだす。

　私は本気で走った。息が苦しい。だけど止まるわけにはいかない。

　きっと追いつける。まだ電車は来ていないはずだ。駅できっと彼に会える。どうか間に合って！と強く念じる。

　改札を猛ダッシュですり抜ける。

　待って！　どうか私の話を聞いて!!　……赤崎！

　階段を駆け下り、ホームに立って辺りを見渡した。でもそこに、彼の姿はなかった。息を切らしながら呆然とする。

　小さなため息をひとつ漏らすと、反対側のホームへと向かうために、今駆け下りた階段をとぼとぼと引き返した。

　歩きながら、少し前の出来事を思い返す。黒木課長と別れてからフロアに戻ると、竹村先輩に声をかけられたのだ。

『あれ？　秋穂ちゃん、彼氏とそこで会わなかったか？』

『え？　彼氏？』

　そんな人はいません、と言いそうになり、ハッと思い出した。

　そうだ、私と赤崎は付き合っていると思われているんだった。

『さっきいきなり慌てて戻ってきて、秋穂ちゃんを探してたよ。会えなかった？』

『彼が私を探していたんですか？』

　帰る直前に、私に向けられた彼の冷たい視線を思い出す。

　きっと、黒木課長に対してはっきり答えなかったことを怒っているに違いない。私の話を聞いてはくれなかった。

　黒木課長に告白されて、自分の気持ちがようやくわかったのに。

　私が今、誰と一緒にいたいのか。一番大切なものはなんなのか。

　どうしても彼に伝えたかった。たとえ拒絶されても、それでもいいと思った。

　とはいえ、彼にとっては迷惑な話かもしれない。偽物と本物じゃ明らかに違うから。

『なんかさ、息を切らして、野田！って叫んでた。よっぽど言いたいことがあったのかもな』

　次の瞬間に、駆けだしていた。

　もう、とっくに気づいていた。黒木課長になにを言われても、どうして心が動かなかったのか。

　休憩室で黒木課長といるとき、赤崎に見つめられて自分はどうしたいと感じたのか。

　彼を嫌いで嫌いでたまらなかったのは、なぜなのか。

　駅の中を歩きながら、泣きたくなるのを堪えた。

『バーカ。お前が俺と張り合おうなんて、百億年早いんだよ!!』

　そう言って、子供のようにクシャッと笑う彼の顔を思い浮かべる。

　初めて会ったときから、自分が彼に相手になんてされないことはわかっていた。

　傷つけられるくらいなら、ほんのわずかな可能性さえも消してしまおうと、自ら線を引いた。

　赤崎……私ね、本当は初めから感じていたことがあったの。それをどうしても聞いてほしい。たぶん、遅すぎるとは思うけど。

「えっ!?」

　そのとき突然、誰かにぐっと腕を掴まれた。

　身体を背後から抱きかかえられるようにしがみつかれ、身動きが取れなくなった。

　なっ……なに!?

　口を手で封じられたため、声を出すことができない。

「秋穂、怖がらないで。なにもしないから。おとなしくしていて」

　直後に耳元に響いた声で、この人物が誰なのか瞬時にわかった。

　……黒木課長……。どうして……!?

　身体がガタガタと震えだす。ズルズルと駅の死角に引きずり込まれて、体勢を崩せないまま、黒木課長が話しだした。

「君がどうしても好きなんだ。赤崎とは、本当はなんでもないんだろ？　君が俺を振るなんて、あってはならないことだよ。君はおそらく赤崎に洗脳されているんだ」

　私に言い聞かせるように早口で話す黒木課長を、なんとか横目で見ると、再び鋭い目つきになっている。休憩室でゾッとする視線を向けてきた黒木課長と同じだった。階段の踊り場で話したときとは別人だ。

　身体が動かない。助けを呼ぶこともできない。

「あんな男……。会社中の女を食い物にしてる最低なやつじゃないか。実際に見たことがあるんだよ。赤崎に遊ばれたって言いながら、泣いてた子を。嘘じゃないよ。君は知ってるかな、河西って子なんだけど」

「んー！　んー！」

　抵抗して手足をジタバタさせるけれど、男の人の力に敵かなうはずもない。

「ね？　最低だろ？　秋穂もきっと遊ばれてるんだよ。俺と一緒にいたほうが幸せになれるよ。現にあいつは、俺と君が一緒にいるのになにも言わずに去ったじゃないか。君に興味がない証拠だよ。本気じゃないさ」

　……なにを言っているの？　黒木……課長……？

　楽しそうに笑いながら話す彼は、普段の冷静な彼とは違う。

　耳にかかる吐息が、ハアハアといっている。興奮して自分を見失っているのだと思えた。

　ぞわっと背筋が凍る。黒木課長はどうかしている。

　私は渾身の力を振り絞って、彼の腕から飛びだした。

「黒木課長!!　なにをするんですか!!」

　黒木課長を正面から睨んだ私を見て、彼はオロオロとした目つきになった。

「やだな、怖がらないでって言ったのに。どうしてそんなに怒るんだよ。あ、わかった。照れてるんだろ？　そうだよね」

　ニコニコと話す彼に、再び背筋がゾクリとする。

「赤崎なんかに……君はあげないよ？　俺のものだからね」

　黒木課長の手がゆっくりと私に向かって伸びてくる。

「嫌っ!!」

　私は全力でその場から逃げだした。

　怖い!!　助けて……！

　走りながら携帯を取り出し、ある番号に急いで発信した。耳に当てながら、後ろを気にする。

　黒木課長の姿はない。だけどまた、どこからか現れるかもしれない。

　――トゥルルル、トゥルルル。

　お願い、出て！

　そう思った瞬間、耳に聞き覚えのある声が響いた。

『野田？　どしたの』

　出た！

　彼の声を聞いた途端に、涙がどっと溢れだす。

『おい、すごく呼吸が乱れてないか？　ジョギングでもしてんのかぁ？』

　足を止めてコインロッカーの隙間に入り込むと、ガクッと腰を下ろした。

「うっ……うう……。赤崎ぃ」

『どした？　なに!?　泣いてんの!?』

　いつもの話し方。いつもの声。もうこんなふうに、普通に会話はしてくれないと思っていた。最後に聞いた冷たく響く声が、まだ耳に残っているから。

「うっ……うわぁぁん」

『なんだよ!!　こら!!　言えって』

　相変わらず偉そうだけど安心する。彼が心配してくれている。いつものように。

「黒木……課長が……」

『は？　黒木課長？　うまくいったんだろ。話なんてあらたまって聞かなくても、もうわかってるから。恋人ごっこは終わりな？　はいはい、もう怒ってないから泣くな。じゃあ、切るぞ』

　……え？　うまくいった、ですって？　やっぱり早とちりで単細胞だ。

「なによ、それ。黒木課長とうまくなんて……いきっこないわ。私、今、追われてて」

『は？　追われる？　結構なことじゃねぇか。自分の男に追われてなにが不満だ。女王様ぶってんなよ』

　さっきからなにを言っているの？　やっぱりこいつはバカだわ。

「とんちんかんなこと言わないでよ！　駅で黒木課長に追われてて、襲われそうになってるんだってば!!　さっさと助けに来なさいよ、バカ!!」

『は？　襲われ……？　ええっ!?　なんで!?　お前の勘違いじゃないのか。あの黒木課長が自分の彼女を襲うはずないだろ？』

　彼の反応はもっともだ。黒木課長は、社内では出世街道まっしぐらだと囁かれる、学歴も実績も申し分のない超エリートなのだから。

「彼女じゃないって言ってるでしょ。どうして襲ってくるのかわからないわよ!!　だけど……私が彼の告白を断ったから、きっと怒ってるんだわ。それであんな……」

　黒木課長の手の感触を思い出す。身体が再びガクガクと震えだす。

『嘘だろ？　まさかのマジネタかよ。だけど、断ったって？　なんでだよ。好きなんじゃないのか』

「もういいから……早く来てよ。怖いの……助けて」

　ようやく信じてくれたのか、彼は低く小さな声で言う。

『野田、いいか。電話はこのまま切るなよ。今は駅のどこにいるんだ？　すぐに行くから』

「南口のコインロッカーの隙間に隠れてる。赤崎はどこにいるの？　もう帰ったの？」

　彼がここへたどり着くまでに、黒木課長に見つからずにいられるだろうか。もしも捕まってしまったら、私はどうなってしまうのだろう。

『安心しろ。俺も駅にいるからすぐに行ける。今、北口のタクシー乗り場にいる』

「タクシー？　なんでよ！　なんで地下鉄じゃないのよ!!」

　ホームをどれだけ探してもいないはずだ。

『なぜそこで俺が怒られる？　どうやって帰ろうと俺の自由だろうが』

「だいたい、赤崎がホームにいないから私がこんな目に遭ったのよ？　わかってるの？　反省しなさいよ！」

『なに!?　わけわかんねえ。なんなの、お前は！　……って、もう南口に着いたわ。どこにいるんだ。出てこいよ』

　話しながら走ってきたのだろうか。彼の呼吸が荒いのがわかる。

　ロッカーの横から顔を出して通路を見る。すると、電話をしながらキョロキョロしている彼の姿が目に入った。

　長めの髪が乱れて、サラサラと揺れている。軽く息を切らして、焦った顔で私を探している。

　アホだけど、ムカつく嫌なやつだけど……優しい。赤崎がすぐそばにいる。

　私は電話を切ってその場から出ると、たまらなくなって彼に飛びついた。

「うわぁぁ!!」

　赤崎は驚いた顔で私を受け止める。

「なっ!!　こら!!　びっくりすんだろうが!!」

　ぎゃあぎゃあと喚わめく彼を無視して、その身体にギュッとしがみつく。

「聞いてんのか!!　転んだら危ねぇだろ!!」

　私は黙ったままで、さらに強く赤崎に抱きつく。すると、彼がフーッと軽く息を吐くのが頭上から聞こえた。彼の腕が、私の背中を包み込んでくる。

　すると先ほどまでの震えが止まり、ようやく安心した。守られている気持ちになり、胸に温かいものが流れ込んでくるような感覚を覚える。

「……大丈夫だったか？　怖かったな。マジで驚かせるなよ。久々に本気で走ったわ」

　私を抱きしめながら優しく囁く彼の温もりに触れ、私の緊張の糸は完全に切れた。

「うっうっ。ふぇぇん……」

「落ち着くまでこうしてるから。もう大丈夫だから」

　駅の通路のど真ん中で抱き合う私たちを避けながら、たくさんの人が行き交う。

　誰が見ていても、ここがどこでも、構わない。ただ、今は赤崎の胸の温かさに包まれていたい。私がなによりも欲しいものだから。

　走って彼を探しながら、ずっと求めていた。こうしてあなたに触れたくて、必死で手を伸ばしていたんだ。

　黒木課長の言うように、赤崎は私のことなどなんとも思ってはいないだろう。

　むしろ嫌いだと思う。だけどもう、それでもいい。

　私を好きではなくても、その腕の温かさを感じることができたから。













ココロとカラダのアンバランス［東吾Ｓｉｄｅ］




　俺の腕の中で、野田が安心したのか泣きじゃくっている。彼女の震える身体を優しくさする。

　野田から着信があったとき、実はちょうど俺も彼女に電話をかけようと思い、携帯を手にしたところだった。

　野田が黒木課長とよりを戻したと思い込んでいた俺は、思わず彼女に子供じみた態度を見せてしまった。だがそれは俺の勝手な気持ちで、彼女には迷惑な話だ。

　周囲の後押しもあって、かなり洗脳されていたからなのか。きっと調子に乗って、『こいつは俺のものだ』と勘違いして、暴走していただけ。

　駅まで歩いている間に、なんとか冷静さを取り戻した俺は、野田に冷たくしたことを謝らないといけない気持ちになった。

　彼女を探しても会えなかったのは、きっとそういう運命だったから。彼女のせいではない。

　このまま拗ねていたら、純一の言う通り、俺が野田を好きでたまらないみたいだ。そう思われるのも嫌だった。

　野田の声を聞いたら、何事もなかったように明るく話さないといけない。今までと同じように、黒木課長とのことを冷やかしてやろう。このまま彼女と話さなくなると、あまりにも自分がみじめな立場になると思った。

　だが、俺が発信しようとした瞬間に、野田から着信があった。

『うわ！』

　タクシーを待ちながら、ひとり驚く。まわりにいた人が、クスクスと笑いながら俺を見ていた。

　なんでこのタイミングなんだよ。あいつのせいで、またしても恥をかいた。

『野田？　どしたの』

　息を整えて普通に話した。

　大丈夫だ。うまくやれている。

『おい、すごく呼吸が乱れてないか？　ジョギングでもしてんのかぁ？』

　冗談を飛ばしながら、野田の出方を待った。だが次の瞬間、俺は驚いて真顔になる。

　黒木課長のことを彼女に言われても半信半疑だったが、冗談には聞こえなかった。

　タクシーの順番待ちの列から外れ、指示された場所へと夢中になって向かった。そのあと、飛びついてきた彼女を、今こうして抱きしめている。

　だが、野田を疑っているわけではないが、果たして黒木課長が本当に彼女を襲ったりしたのだろうか。

「なぁ、野田。本当に黒木課長だったのか？　なにがあったんだ」

　俺が尋ねると、彼女は泣きながら俺を見上げた。

「間違いないわ……。私を背後から捕まえて……口を手で塞いで言ったの。『俺のものだ』って」

「マジか。ドラマかよ」

　返答に困る。怖すぎだ。

「目がね……狂気じみてて。休憩室でも感じたんだけど……怖かった」

「休憩室のときも？　怖いなら俺に言えよ！　……あ」

　言ってから気づいた。『言えよ』もなにも。俺が野田を避けたんだった。

「話してくれなかったくせに。……バカ」

「ですよね……」

　再び俺の胸に顔をポスッとうずめた彼女を、もう一度抱きしめる。

　しかし、黒木課長の行動には驚いたな。追いかけ回して襲いかかるなんて、やばすぎだろ。

　会社では知的なイメージで、そこそこ人気もあるのに、そんなに危険な要素があったとは。人間、どこからなにが飛びだすかわからないものだな。

　野田の頭のてっぺんを見下ろす。

　だいたいこいつも可愛い顔をして、口を開けば実は女王様だしな。かと思えば、こんなふうに普通の女の子みたいに泣いたりもする。

　いつもぎゃあぎゃあと文句ばかり言ってるんだから、黒木課長のこともそうやって追いはらえばいいのに。

　まあ、彼女が文句を言う相手は、俺限定だけどな。

「……赤崎ぃ」

「ん？　少し落ち着いたか」

　俺が腕の力を緩めて彼女の顔を見下ろすと、野田はクリッとした瞳で俺を見上げた。その視線に、不覚にもドキッとする。

　……うっ。やめろ。やばいって。

　あれ？　なにがやばいんだ？　しっかりしろ、俺!!

「あれから、私を……探してたんでしょ？　どうして」

「あ？　……ああ。やっぱりお前の話を聞こうと思って。俺の態度もよくなかったなと思い直してさ。なにか言いたいことがあったんだろ」

　少し前までは、『恋人のフリは終わりにして、黒木課長と付き合う』と言われると確信していた。

　だけど、そうじゃないとわかった今、彼女が本当はなにが言いたかったのか想像もつかない。

「え……？　あ、うん。でも……もういいの。言わないことにした」

　野田はそう言って目を伏せた。

　は？　もういいだと。気になるだろうが！

「言えよ。文句でも批判でも、意見でも頼みでも。全部吐き出せよ。仕方ないから聞いてやる」

「……頼みも聞いてくれるの？　本当に？」

　急に目を輝かせた彼女に、若干ビビる。とんでもないことを要求される予感がする。

「ああ。だが言っておくけど、なにか買って、とかはなしだぞ。お前にたかられたら臨時ボーナスがなくなるだろ」

「え。もうなくなるの。……しょぼっ」

　呆れたように言う彼女に、ムカッとくる。

「ゴリ子。このまま本気で張り倒してもいいか？」

「やめてよ。そんなことされたら、この細くて儚はかない身体が折れるでしょうが」

　自分で言うなよ。

　そう思いながら、野田を抱いていた腕を離そうと力を抜いた。すると今度は彼女のほうが、俺の腰に回している手の力を強める。

「なっ、なんだよ。いったいなんなの、お前」

　思わず尋ねると、彼女はねだるような視線で再び俺を見上げた。

「……あ、あのね」

「ん？」

「あの……ひとつだけ頼んでもいいかな」

「なんだよ。もう、なんでもいいから言え。バッグか、服か」

　それとも靴か、宝石か。こうなったら、これまでの暴言のお詫びに買ってやるか。そんな気持ちになっていた。

「もう少しだけ……このまま、抱きしめていてくれる？　まだ離れたくない」

　は。なに？　なにが起こったんだ。

　今、ゴリ子はなんと言った？　聞き間違い……じゃあないよな。

「……赤崎、お願い。もう少し……強く抱きしめて」

　やはり聞き間違いじゃない。

　な、なんで……。

　再びカタカタと震えだした野田の背に回した腕に、言われるがままにギュッと力を入れる。前よりももっと強く、彼女を抱きしめた。

　そんなに怖かったのか。いったいどんな思いで逃げていたんだよ。

　気がつけば俺は、彼女の髪に顔をうずめてそっと口づけていた。すると彼女の手が、俺の背を這はい上がってくる。

　マジでなんなんだよ、これは。ここにいるのは、あのゴリ子だぞ？　俺に卓上カレンダーをなんのためらいもなく投げつける、凶暴なゴリラだぞ？

　心ではそう思っているのに、俺の腕は彼女を離そうとはしない。

　気持ちと行動の違いに戸惑いながらも、野田の細い身体がたまらなく愛いとしく思えてくる。

　だけどこいつは、怖かっただけだ。ただ誰かに、もたれかかりたいだけのはず。俺の気持ちとは明らかに違う。

　そっと腕を離すと、彼女も俺を見上げた。

　その顔をじっと見つめる。彼女は黙ったまま俺を見つめている。

　今の彼女にとって、相手は誰でもいいんだ。たまたま俺が呼ばれただけのことで、なにより彼女は、俺を誰よりも嫌いなんだ。

　強く自分に言い聞かせるが、俺の指は彼女の顔の輪郭をなぞり始めた。それを受けて、彼女がそっと目を閉じる。

　待て。なにをする気だ。

　心の声が強くなる。彼女の顔から髪へと移動した俺の指は、そのまま彼女の髪の中に埋まっていった。

　そのままとうとう、唇が重なった。

　やばい……。勘違いするな、俺。

　心ではわかっていても、どうしても止まらない。

　お互いの唇が触れては離れ、また引き合うように重なる。

　だから、やめろって。このままゴリ子と、どうにかなるなんてあり得ないだろ？

　こんなことをしても、なんの意味もないはずだ。彼女は俺を好きなわけじゃないし、俺だって気持ちが確かなわけじゃない。

　絡み合う舌が……優しくお互いを撫で合う。

「ふっ……んんぅ」

　吐息が混ざり合い、ますます止まらなくなっていく。

　こんな駅の出入口で、見ている人だってたくさんいるのに、どうかしている。

　……なんでこんなことに。俺はなにをしているんだ？

　そっと唇を離し、静かに見つめ合う。

　ようやく、熱に浮かされていたような感覚が消え始めた。彼女も同じ状態なのか、ふたりで黙ったまま我に返る。

　いったい、今のひとときになにが起きたのか、言葉では説明しにくい。ここにあったのは、ただ相手を求めてやまない情熱だけだった。

　野田もどうやら理解してはいないようだ。

「……あ、えっと。私」

「な、なんだろうな。い……今のは、なし……な？　事故だよ。そう、事故。ふとした弾みなんだよ」

　言いながら、そうではなかったことはわかる。惹ひかれてどうにも止まらなかった。だが彼女に告げても、余計に混乱するだけだ。

「……なし？　事故？」

「そうだ。ほら、ゴリ子と俺なんてあり得ないし！　お前もそうだろ？　俺なんかとじゃ」

「そ……そうだね。あり得ないね。私だって、赤崎となんて」

　妙な空気を漂わせながら、慌てて互いに言い訳をする。

「じゃあ……帰るか」

「あ……うん」

　そう言って向きを変えた途端、俺たちの数メートル先に、壁のように横に並んで立ち塞がり、こちらをじっと見ている集団が目に入った。

　げっ!!

　そこにいたのは同じ課の連中。十人以上はいるだろうか。頭が真っ白になる。野田も驚いた顔で固まっていた。

　う、嘘だろ。いつからそこで見物していたんだ!?

　驚いて立ち止まった俺たちふたりのほうに、やつらは列を乱すことなくジリジリと近づいてきた。

「やあやあ、東吾くん。邪魔しちゃったかなぁ？　ゴメンね～？」

　純一がニコニコしながら、片手を上げて言う。

　……う。なんだよ、その嬉しそうな、わざとらしい笑顔は。

　次はその隣から竹村先輩が話しだす。

「あのさー、仲がいいのはいいんだけどー、駅の出入口でチューはちょっとなぁ。ほら、通行人の皆様にご迷惑だろぉ。うひひひ」

　お前らは通行人ではないのか、と突っ込みたくなるが、そんな余裕すらない。通行人なら通行人らしく、さっさと通り過ぎてしまえ。

　そのさらに横から、今度は他の先輩が言う。

「野田さん、赤崎くんと会えたのね。よかったわね。だってね、さっきの赤崎くんったら血相変えてオフィスに飛び込んでくるんだもの。よっぽど会いたかったのね～。そこまで想われて羨ましいわぁ。それを伝えたら、今度は野田さんが赤崎くんを追いかけて飛びだしていくでしょ～。映画みたいよね。きゃっ」

　次は、待ってましたとばかりに豊田部長が口を挟んだ。

「いやあ、まさか赤崎と野田のラブシーンを見る日が来るとはなぁ。仲人はもちろん俺だろうな。俺以外に適任者はいないよな!?　みんなもそう思うだろう」

　あなたまで……。なんなんだ。どうしてこうなる。

　チラッと野田のほうを見ると、モジモジと赤い顔で俯いていた。

　……どうした。なんだよ、その乙女な態度は。いつもみたいに、早くゴリラに変身しろよ。

『うるっさい！　構わないで！　放っとけ!!』とか言ってくれよ。今ほどゴリラ野田が恋しいことはないよ。

「もうダメだ。……行くぞ、野田」

　野田の手をサッと繋ぐと、やつらのいる反対側に向きを変えて歩きだそうとした。

「え、でも」

「この年になってまで冷やかされる意味がわからない。小学生かよ。あんなのは無視に限る」

　確かに公開チューを生で見たら俺も興奮するけど、冷やかされる側になったらたまらない。

　何歩か進んだ瞬間、後ろから豊田部長の声が再び響き、耳に届いた。

「赤崎ぃ～、今から飲み会だぞぉ。もちろん参加するよな～。あ、そういえば、お前のプレゼン企画、俺の手元にあるけどー。実はこれなぁ、評価をまだ入れてないんだよな～」

「え」

　くるっと豊田部長のほうを振り向くと、彼はニヤニヤしながら手招きをしていた。

「行くよな～、赤崎。まさか……野田とふたりきりになりたいから帰ります、とか言わないよなぁ!?」

　……怖。

　思わず後ずさりする。

　豊田部長……すっごい笑顔に見えるけど、目が笑っていないですよ。

「あ……当たり前じゃないですか!!　参加しますよ。な！　野田。なんだ～、飲み会か。楽しみですねぇ」

　豊田部長は、ニヤニヤと満足げに笑って頷いている。

　俺は彼女の手を引いたまま、課の連中のほうへと戻った。

「……最悪」

　野田がぽつりと呟いたが、それは聞こえないフリをした。




「では！　赤崎と野田の結婚と、俺の仲人就任を祝って、乾杯!!」

「乾杯～！」

　宴は、豊田部長の妙な音頭を皮切りに始まった。

　やりにくいなぁ。

　グラスを高く持ち上げたあと、ビールをぐぐっと飲む。

　あれから駅の近くの居酒屋へと流れ込んだ我々一同は、和やかな雰囲気のまま談笑している。

　みんなは俺と野田を隣同士にくっつけて座らせ、先ほどの続きをするつもりなのか、酒の勢いも手伝ってあーだこーだといじり始めた。

「だいたい俺はわかってたよ。好き合ってないと、普段もあそこまで言い合えないよな。しかし、あの熱烈なキスはすごかったよなぁ。まさかそんなにラブラブだったとはな！」

「もう一回キスしてよ！　ここで今すぐに」

「おお、いいねぇ。やれやれ」

　やんややんやと盛り上がる一同の中央で、ひな人形のように並んで座り、言われ放題。言い返そうものなら、それがまたネタになる。

「先輩、勘弁してくださいよ。人に見せるものじゃないんで」

　やんわり言うと、みんなの目つきが変わった。

「そんな行為を、公衆の面前でしでかしたのはお前だろ。責任取れよ～」

　お祝いムードが、一気に野次に変わる。

「……バカ」

　隣の野田が、ぼそっと言う。

「悪いな。あの企画は外したくないからさ」

「……冷やかされるのは嫌なんじゃないの。私は聞き流すから構わないけど」

　みんなはようやく飽きたのか、次の話題に突入している。

「嫌だけどさ、相手がお前ならいいや。元々変なふたりだと思われてるしな」

　なにげなく言うと、彼女はパッと俺を見た。

「相手が私ならいいの？」

　うっ。俺も酔ったのか？　なんだか野田がやたらと可愛く見える気がする。

「ああ。ゴリラじゃない、今の可愛いお前ならな」

「嘘」

「嘘じゃない。お前は可愛い。だからキスしたんだろ」

　ああ。やっぱり確実に酔っている。今の俺は、ゴリラでさえもまともな女に見えるのだから。

　しかも、くさいセリフをためらうこともなくスラスラと言えている。重症だ。

　ふと気づけば、座敷の床に投げ出してある俺の手を、野田が上からキュッと握りしめていた。ずっとこのまま握っていたのだろうか。

　野田の顔を見ると、彼女は向かいに座っている純一と楽しそうに話している。

　重ねられたその手をじっと見ていると、俺の隣に座っている同期の甲こう野の智とも也やが、俺の肩をトントン、とつついてきた。彼は高校時代の同級生で、ここに入社して再会したのだ。

　明るく親しみやすい性格の彼のまわりには、昔からたくさんの人が寄ってくる。高校時代はサッカーばかりしていた彼だが、今も続けているようで、短い髪に浅黒く焼けた肌はあの頃と変わらない。男らしくて決断力があるため、誰かの相談を受けることも多く、なにかとみんなに頼られている。

「なあ、東吾。今さら聞くけど、お前どうやって秋穂ちゃんを落としたんだよ」

　隣の野田は気づいていない。

「は」

「課の男連中は、ほぼみんな彼女狙いだっただろ。お前は仲の悪そうなフリしてさぁ、やり方が汚いよな。まったくのノーマークだったのにさ」

　智也の話に目を大きくした。

「みんな野田狙い？　そんな、嘘だろ。こんな凶暴ゴリラを？」

　思わず本音が出てしまう。俺と彼女がケンカをしている場面だって、全員見ているはずだ。

「え。凶暴ゴリラ？　自分の彼女だろうが。なに言ってんだ、彼女をゴリラって。あれ？　まさかお前……」

　智也の言い方にドキッとする。

　まずい。バレてないよな？　この関係が嘘だということが。

「あ、そうだよな。言いすぎた。いや、そう思ってた頃があったなって」

　な、なにを言っているんだか。アホだろ……俺。

「お前さ、もしかして……」

　――ギクッ。なんか怪しかったか？　まだ疑ってんのか。

「な、なんだよ」

　なんでこんなにビビるのか、自分でもよくわからない。バレるバレないという問題以前に、今の関係が嘘であることを知られたくないような。だが、だとしたらどうしてそう思うんだろう。

　考えながら、自分で自分が面倒くさく思える。

　同じところを行ったり来たり。いったいなにがしたいんだ。

「お前さ！　俺相手に牽けん制せいしてんだろ！　いいって、そんなの!!　取らねぇよ、友達の彼女を！　牽制とか必要ねぇから!!　必死！　ぎゃははっ」

　……牽制。そうか。それが言いたかったのか。

　だが、そういうふうに見えるのか。全部のことが、俺が野田を好きだということに結びつくんだな。

「愛しい彼女をゴリラだってさ!!　ぎゃははっ！　いっやー、初めて見たわ。東吾がそんなに焦るのを」

　爆笑している智也を、ポカンとしながら見た。

　俺が焦る？　違うだろうが。

　だけど合わせないと、野田が撃退した女たちも、怪しい動きをする黒木課長も、みんなに目撃されたキスも、全部言い訳できないしな。

「そっ、そうなんだよ!!　お前、本当に取るんじゃねぇぞ。野田は俺のものだからな。俺は本気でこいつに惚れてんだから」

「と、東吾。気持ちはよくわかったけど。声……でけぇよ？　いいのか？」

　ハッ……。

　気づけば、ガヤガヤしていた宴席が静まり返っている。

「あ……あれ？　なんで？」

　みんなが俺に注目している。

　や……やりすぎた？

　そう気づいたときには、もう遅かった。全員がニヤニヤと楽しそうに俺を見ている。

　しばらく静まり返っていたその場だったが、突然ワーッとどよめきだした。

「うっわ!!　公開告白かよ!!　あの赤崎が！」

「きゃー!!　羨ましい!!　マジであり得ない！　キャラ変わってるし!!」

「いやあ、俺たち、野田はもう諦めないとな。東吾に殺されるぜ」

「仲人は俺だぞ！　いいな！」

　おい……待て。お願いだから待ってくれ。俺本人を置いていくな。弁解くらいはさせてくれ。

「そんなことない!!」

　そのとき野田が、突然ガタッと立ち上がると大声で言った。再び場が静まり返る。

　みんなは、今度は野田に一斉に注目していた。

「あの、野田？」

　俺が話そうとすると、野田は涙を堪えた潤んだ目で俺をキッと睨みつけた。

「適当なこと言わないでよ!!　私のことはなんとも思ってないくせに。……言わせてもくれないくせに」

　急にどうした？　まさか俺、やりすぎましたか？

　そう思っていると、野田が部屋を飛びだしていった。

　全員で固まる。もちろん俺も一緒に。

　な、なんだあいつは。

「東吾!!　追えよ」

「そうだよ。早く行け!!」

　純一も智也も、俺をぐいぐいと押しながら言った。

「赤崎くん、野田さんを追いかけて！」

　次々とみんなが言いだす。

「破談になったら、企画はボツだぞ！」

　豊田部長まで。言ってることは若干違うけど。

　なにがなんだかわからないが、俺自身もとにかく行かないと、と思った。

　俺はガバッと立ち上がると、彼女を追って部屋を飛びだした。その瞬間、部屋の中から「ヒュー!!」と囃はやし立てる声がした。

　過剰なほどの声援を背に、しばらく走ると、出入口付近にいる野田を見つけた。

「野田!!」

　呼んでも止まらない。そのまま外に出ようとしている。

「ちょっと!!　待てよ、野田」

　彼女が思わず足を止めるような呼び方がないか考える。

「えっと……秋穂!!」

　俺が咄嗟に名前を呼ぶと、彼女の身体がピクッと揺れた。そのまま足がピタッと止まる。

　その隙にようやく彼女に追いつき、細い手首をぐっと掴んだ。

「なんなんだよ、お前は。いきなり飛びだしたりして。ひとりになると危ねぇだろうが!!　どこからかまた、黒木課長が来たらやばいだろ。俺から離れるな」

　そう言った俺のほうを向いた彼女の顔を見て、思わず黙る。

　涙が滝のように流れ落ちていたからだ。

「お前……なんで」

　通りかかる人が、泣いている彼女をじろじろと見ていく。俺たちが通行の邪魔になっていた。

「こっちに来て。外で話そう」

　彼女の手を引いて、店の外へと出る。先ほどまでの勢いが嘘みたいに消えて、彼女は素直に俺に従った。

　店の前にある街路樹の横に、ひっそりと置かれていたベンチまで移動し、野田をそっと座らせると俺も隣に座った。逃亡防止のため、手は繋いだままで。

「どうしたんだよ、お前らしくないぞ。急に取り乱したりして」

　俺が言うと、彼女はまたさらにポロポロと涙をこぼす。

「泣くなって。智也に『野田に本気で惚れてる』って言ったのは、あいつが俺たちのことを疑ってると思ったからだ。今さら嘘だったとは言えないだろ？　お前が泣くほど嫌でも、仕方なかったんだよ」

　みんなの前で、たとえ演技でも、嫌いなやつに告白なんてされたくないよな。

　だけどあんな状況だったんだし、そこはわかってほしいと思いながら言った。

「あなたなんか……いい加減で適当で。だからアホだっつってんのよ。なんにもわかってない。いつだって自分の意見ばっかり。ううっ」

　絞るような声で野田は言うが、俺にはさっぱり話が見えない。

「嘘でも……ダメなの。好きとかそういうことは言っちゃダメなのよ。特に、赤崎が私にそれを言うなんて」

「ごめん、意味がさっぱりわからねえんだけど」

「アホ崎……っ」

　野田は急に俺の胸元にスポッと入り込むと、身体にキュッとしがみついた。

「ぬぁぁ!?」

　今度はなにが始まるんだ。

　俺はどうしたらいいかわからず、両手を上に浮かせて固まる。

　どういうことだろう。俺はどうすればいい？

　彼女を見下ろし、そのつむじをじっと見ながら考える。

　まさか……だよな？　いやいや、やっぱりないだろ。だけど……。

「なあ、ゴリ子」

　彼女は俺の胸から顔を離さない。構わず続ける。

「ひょっとして、お前さ……。俺のことが好きなのか？」

　野田は動かずに、黙ったままじっとしている。

「はは。……なんてな。あり得ねぇか。ゴリラがアホに惚れるなんて、世紀のバカップルだしな」

　突然、野田がガバッと顔を上げた。

「うわぁっ！　なんだっ」

　驚く俺からパッと離れると、俺を見上げる。

「そうよ。そんなの、あり得ないわよ。都合よく考えないで。私はその辺の女とは違うって言ったでしょ。ちょっと黒木課長のことを思い出しただけよ。怖くなったの」

　偉そうに言い放つ彼女の涙が止まっている。俺はほっとして、上げていた腕をようやく下ろした。

「だよなぁ!!　マジで焦ったわ。動物に告られたことなんかないから」

「誰が動物よ！　本当にムカつく男ね」

　ようやくいつもの調子だ。

　今日は黒木課長のおかげで、いろんなことがありすぎた。野田も俺も、なんだか普通じゃなかっただけなんだ。

「俺様を落とすには、まずお前が人間に昇格することからだな」

「結構よ！　落としません!!　ていうか、そもそも人間ですけど」

「そうだっけ。はははっ。……元気になったな。戻るぞ」

　俺は野田の頭をポンポン叩いてから、そっと肩を抱いて部屋へと戻る。

　なぜ肩を抱いているのかを、歩きながら考える。だがもちろん答えは見えない。

　きっとまた逃げださないように。ただ……それだけだろう。




　俺と野田が部屋に戻ると、中にいた課の連中が再び注目する。

「おお、おふたりさん。愛の確認は終わったかぁ。別れたりするんじゃないぞぅ。俺の初仲人の晴れ舞台をなくしたら、お前は二度と優秀社員賞なんか獲れなくなるぞぉ」

　豊田部長の洗礼に顔が引きつる。とても冗談に聞こえない。今日一日できっと俺は、十歳ほど年を取ったように見えるだろう。

「東吾～、あんまイチャイチャすんなよー」

　純一に指差されてその先を見る。野田の肩に乗せたままの俺の手が、そこにはあった。慌ててパッと放す。

「い、いや。これは別になにも」

　うだうだする俺を、野田がバカにしたような目で見上げる。

「……アホ」

　彼女がぼそっと呟く。

　――ムカッ。なんだよ、その目は。だいたい、お前が突然飛びだすからじゃないか。黒木課長がいつまた現れるかもわからないのに。

　黒木課長に追われたら、どうせまた俺を呼び出すんだろ。さっきも俺が追いかけなかったら、今頃あいつに捕獲されていたかもしれないのに。

　考えていると、だんだんと腹が立ってくる。一瞬でもお前を可愛いと思った俺は、言われるまでもなく本当にアホなのかもしれない。

　だけど、もう少し言い方というものがあるんじゃないか。恩人である俺様に向かって、アホだと!?　本当になんでこんなにいちいちムカつくんだ、このゴリラは！

　野田を見下ろし、睨み返す。負けじと彼女もさらに応戦してくる。

　本気で……可愛くない。

　ジリジリと睨み合っている俺たちに、竹村先輩が呑のん気きに言った。

「なにいつまでも見つめ合ってんだよ。もういいよ。わかった、帰っていいよ。豊田部長はうまくごまかしておくから、愛の確認の続きでもしたらいい」

　彼はパチッとウインクしてから、俺と野田を廊下に押しやると、それぞれのバッグをポイッと俺たちの足元に放り出し、襖ふすまをバンッと閉めた。

　……違います。見つめ合っていたんじゃなくて……睨み合っていたんですが。

　そう言いそびれた。

　廊下にふたりで唖然と立ちすくんで、目の前の襖の模様を見つめていた。













惹かれても




　隣の赤崎を見上げると、彼も動かずに呆然としていた。

　愛の確認？　そんなことを言われて、このあとどうしろというのだろう。

　彼氏じゃ……ないのに。きっと赤崎は困っている。私なんかとふたりにされても、ゴリラ認定しかできない女だし、引き止めても迷惑よね。

　だけどさっきは本当にまずかった。思わず本心を言いそうになった。

　――『好き』と。

　どうして赤崎は、私が彼を好きかもしれないと思ったのだろう。まさか私、気持ちがダダ漏れしているとか？　そんなことはないよね？

　だけどそもそも、黒木課長に追われて赤崎に助けを求めた時点で、普通ならおかしいと思われるんじゃない？　いつも文句ばかり言っているのに、そんなときだけ頼るなんて。

　でも、私たちは付き合っている設定だし、それを利用して頼っても違和感は抱かれないかな。

　彼を探して駅を走っていたとき、私が本当はなにを言いたかったのかまでは、彼はわかっていないはずだ。

「どうする？」

　私が悶々と考えていると、赤崎が突然言った。

「飲み会に戻るか？　それともこのまま帰る？」

　なにも答えずにいる私を、赤崎はじっと見ていた。その目は先ほどの睨む視線じゃなく、優しい眼差しに変わっている。

　そういうところがずるいのよ。いきなりふと優しくなる。そのたびに気持ちを揺さぶられ、私がどんな気持ちになると思ってるの。

　人の気も知らないで、大きな声で『野田に惚れてる』なんて言うんだもの。動揺するに決まってるじゃない。

「……帰る」

「そうか。じゃあ行くか」

　出口に向かって歩きだした赤崎の後ろ姿を見つめる。

　どうしよう。ドキドキする。

　だけど、この気持ちを気づかれてはいけない。会社から出たときは、勢い余って告白してしまおうと思ったけれど、冷静になってよく考えてみたら、私に好かれても嬉しいわけがない。

　赤崎に迷惑がられるくらいなら、言わないほうがいい。

　初めに、『あなたとは恋愛しない』ということを言ったのは私だもの。そんな可愛げのない女を、赤崎が好きになるはずないもの。

　だけど、なんでキスしたりしてくるんだろう。私の気持ちが伝染したのかな。

　それともプレイボーイで有名な彼のことだから、私はからかわれているだけかもしれない。

「どうした？　行くぞ」

　赤崎が振り返って私を呼んだ。

　並んで歩けば、きっと本物の恋人に見えるだろう。

　私は彼に駆け寄ると、そっとその手を繋いだ。彼は驚いた顔で私を見る。だけど私は知らん顔でやり過ごす。

「なんで……」

「いいじゃない。だって怖いんだもの」

　私が答えると、赤崎は私の手を放すわけでもなく、黙って握り返した。

　いっそ振りはらえばいいのに、と思う。もしもそうされたなら、そのときは傷つくくせに。

『気持ち悪いからやめろ』と言って嫌がればいいのに。

『なにすんだ、バカ』と言って私を突き放せばいいのに。

　ねえ、なんで優しくするのよ。中途半端に受け入れられるくらいなら、拒絶されたほうがいい。

　戻れなくなるでしょ。私が諦めきれなくなったら、困るのは赤崎なのよ？

　店を出てしばらく無言で歩く。

　しっかりと繋がれた手は……温かい。

　彼の長い指の間に、そっと指を絡め入れて握り直した。ピクッと彼の手が動く。

　赤崎が振りはらわないからよ。『やめろ、ゴリ子！』といつもの調子で言われれば、やめてあげるわよ。

　そう思っているのに、彼は私のすることをまたしても受け入れる。

　どうしよう。私、赤崎が好きだ。

　もう、戻れないところまできている。

「あれ……？　野田」

　顔を上げると、立ち止まってかがんだ赤崎が私を覗き込んでいた。

「なんで……泣いてる？」

　自分の頬にそっと触れてみる。ぐしゃぐしゃに濡れていた。

　気づかなかった。気持ちが溢れたのかな。

「まだ怖いのか？」

「え」

「黒木課長だよ。大丈夫、家まで送るから怖がるな。俺がいるから、もうあんな目には遭わないよ」

　そのとき急に思い出した、ゾクリと背中を這い上がる感覚。あのときの、黒木課長の手が私の口を塞いだ感触。

「赤崎の家に行く」

「は……？」

　私は咄嗟に口にしていた。

　このまま彼といれば、思い出す暇もないはずだ。ドキドキして、黒木課長のことを考えている余裕なんてない。

　今は赤崎のことだけを感じて過ごしたい。

「お前、なに言って――」

「ダメ？　怖いの。私の部屋の前で待たれている気がして」

「だから、家まで送るって」

　彼は困った顔で言う。もちろんその反応は普通だろう。

「だけどお前の部屋の前で鉢合わせるのは、俺も嫌かも。どんな顔したらいいかわからないし、一応相手は上司だしなぁ。関係のない俺が、文句を言うわけにもいかないだろ」

　彼はぶつぶつ言いながら、なにかを考えている。

「でも、そうだよね。このまま赤崎の家に行くのはおかしいよね。帰るわ。タクシーで行くから大丈夫よ」

　強がって笑った私を、彼は怒るように見た。

「アホか、無理してんなよ。そうだよなぁ。やばいタイプなら待ち伏せくらい朝飯前でやりそうだよな。仕方がない。じゃ、俺の家に来いよ」

　赤崎はそう言うと、私の手をぐっと引っ張り、向きを変えて反対側へと歩きだした。

「今さらだけどね、赤崎」

「んー？」

　話しかけたけど、次の言葉が続かない。

「なんだよ」

　やっぱり言えない。

「……アホ」

「ゴリ子、布団貸さねぇよ？」

　彼の普段通りの答えに、「ふっ」と笑ってしまう。

「いいもん」

「いいのかよ。あー、そうか。ケモノに布団は必要ないんだった。床で充分だな。全身に体毛が生えてるしな」

「私、ベッドで寝るわよ」

　意地悪な顔の彼を見つめ返す。輝く瞳は、生き生きして子供みたいだ。

「は？　なに言ってんの？　俺はどこで寝るんだよ。俺様のベッドを横取りしようだなんて、百億年早くないか。ゴリ子ちゃん」

「答えは簡単よ。あなたも私と一緒に寝るの」

　手を繋いだまま、大きくブラブラと振って歩く。こうやってずっと、ケンカしながら一緒にいたい。

「……えええっ!?　なっ、なんでお前と寝なきゃならないんだ！」

「私はケモノなんでしょ。人間じゃないならいいじゃない。ケモノ相手にガタガタ言わないでよ」

　彼は顔を真っ赤にしてパニクっている。

「そうだけど、そうじゃないだろ」

　ふふっ。面白い。百戦錬磨のプレイボーイだといわれているのに、その肩書きもなにもあったものじゃない。

　本当の彼はこんなに純粋で照れ屋だってことを、いったい何人が知っているのだろう。見た目だけでは、人は判断できないものだ。

　私は赤崎の赤い耳を見ながら、その繋いだ手にキュッと力を込めた。




　それから私たちは、タクシーに乗り込んで赤崎のマンションへと向かった。自分から行くと言いだしたせいなのか、私は驚くほどに冷静だった。

　好きだと思った相手の部屋に行くのに、こんなに落ち着いていられるなんて。

　むしろ、緊張しているのは赤崎のほうかもしれない。隣に座る彼は、黙って俯いたまま固まっている。

　私が一緒に寝るだなんて言ったからなのかと思い、少しかわいそうになる。

「赤崎、私は床でも玄関でも、どこでもいいよ。お世話になるんだもん。だからもう、あまり悩まなくてもいいわよ。さっき言ったことは嘘だから」

　繋いだままの彼の手が、ピクッと動いた。

「そんなところに寝かすわけないだろ？　冗談の通じないやつだな。だけどさすがに一緒には寝られないから、俺が床で寝て、お前はベッドだな」

　やっぱり優しい。ごめんね。あたふたする赤崎が、なんだかとっても可愛かっただけなの。

　心の中でそっと謝った。

　そのときタクシーが停まり、ドアがバッと開いた。

「着いたぞ」

　先に降りた赤崎が、ドアから顔を覗かせて言う。

「あ、うん」

　私は慌てて降りると、すでに歩き始めている彼のあとを追った。

　歩く彼の後ろ姿を、今日は何度こうして見つめただろう。その焦げ茶色の綺麗な長めの髪も、適度な幅のある肩も、引きしまった腰も、長い脚も。見飽きたはずなのに、ずっと見ていたいと思う。いつまでもこうして彼の後ろを歩けたなら、どんなに幸せだろう。

　エレベーターホールに並んで立ちながら、隣の彼を再び見上げる。

「ん？　なに」

　目が合い、キュッと胸が締めつけられる。

「なんでもない。今日は優しいのね。いつもこうしていてよ」

　おかしいよ、私。今朝まではなんとも思っていなかったのに。

　いつもと同じ朝を迎えて、いつもと変わらず赤崎に腹が立って、憎らしくてたまらなくてケンカもした。

　なんで、いきなりこんなふうにドキドキしているんだろう。

「俺はいつだって優しいんだよ。お前が気づかないだけだ。俺の粗ばかり探しているから」

　彼が怪訝な顔をして私を見下ろす。

　本当は全部わかっていたよ。赤崎が私の企画にケチをつけたときも気づいていた。私をバカにした言い方なんてしてはいなかったことに。

　話題を変えようと、目を逸らして話す。

「ところで部屋、きったないんじゃないでしょうね？　ゴミに囲まれて寝るのはごめんよ。着いたらまず掃除かしら」

　到着したエレベーターに乗り込み、ボタンを押しながら彼は答える。

「なんだと？　失礼なやつだな。お前の部屋よりは綺麗だよ、きっと。だってお前、会社のデスクが汚いもんな。部屋も綺麗なわけがない。見栄を張るなよ」

「なに勘違いしてんのよ。私のデスクと部屋はね、汚いんじゃなくて、物が合理的に置いてあるだけなのよ？　どこになにがあるかはわかってるの」

　得意になって言うと、彼は「ぶっ」と吹き出した。

「自分で汚いと認めてやがる。バーカ」

「認めてないわ。綺麗よ」

「もう遅いよ」

　テンポよく交わす会話も、いつもと変わらない。変わったのは私の心の中だけだ。

　エレベーターを降りて通路を進む。

「この奥だから」

「うん」

　どこで間違えたのだろう。これ以上彼に惹かれても、きっと無駄なことだ。どうしてもっと可愛くできなかったのか、悔やんでも遅すぎる。

　こんなに好きになると初めからわかっていたなら、彼と毎日ケンカをせずにいられたのに。

　だけど仮に本当の自分を隠していたなら、ここまでわかり合えなかった。

　いずれにしても、彼に想いが届くことなどなかったのだ。













言えないよ［東吾Ｓｉｄｅ］




　部屋の鍵についたキーリングを指でくるくると回しながら、野田の前を歩いていた。

　今さらだが、なぜこうなったんだろう。

　いつも憎らしくて嫌いで、俺の前から消えてほしいとまで思っていた彼女を、自分の部屋に入れようとしている。

　しかもどういうわけだか、彼女を黒木課長から守らないといけない、とも考えている。自分で自分がわからない。

　だけど野田も、わけがわからない。抱きついてきたり、手を繋いできたり。不安で心細いにしても、やりすぎだと思う。

　しかもおまけに、一緒に寝るだなんて言いだした。口から心臓が飛び出てくるかと思った。

　変な冗談はやめてほしい。これが冗談で済ませられるうちに。今日の俺は不測の事態とはいえ、どこかおかしいのだから。

　ゴリ子にキスしたり、抱きしめ返したりするなんて、普段の俺と比べるとあり得ない行動のオンパレードだ。まるで本物の彼女みたいじゃないか。

　動揺する俺の気持ちをよそに、彼女はタクシーで余裕な態度を見せていた。俺ばかりが振り回されているようで、格好悪くて自分が嫌になる。

　まさか……本当に本気になったわけじゃないよな!?　いくらなんでも、そんなことはないよな!?

　って、誰に聞いているんだか。まわりがそんな目で見るから、混乱しているだけなのだろうか。

　歩きながら野田をそっと振り返ると、トコトコと黙ってついてきているのが見えた。ただそれだけのことなのに、なぜだか胸がギュッと苦しくなる。

　普段から凶暴で、ゴリラみたいなケモノ女だと常々捉えてきたし、彼女にもそう言ってきた。それは間違いない。腹も立つし、性格も悪いと本当に思う。

　なのに女だと意識した途端に、なぜこんなに可愛く見えるのか。今さらそんな都合のいい話があるか。

　野田に素直にそう言ったなら、彼女はドン引きするだろう。

『アホ!!　キモい!!』だなんて言われるに決まっている。

　……言えない。絶対に、女として意識しているだなんて気づかれたらいけない。

　噂が消えるまで。黒木課長が去るまで。俺のまわりに女が寄ってこなくなるまで。この気持ちを隠し通す。

　その頃にはきっと俺も落ち着いているはずだ。野田も変な行動を起こさなくなる。なにも変わらないふたりに戻れる。憎たらしくて大嫌いな、ただの同僚に。

「着いたぞ。ちょっと待って」

　手に持っていた鍵でドアを開ける間、野田は黙って後ろで待っていた。

　野田を部屋に入れたからといって、俺たちはなにも変わらないはずだ。きっと朝まで何事もない。普通に寝て、普通に目覚めて、明日会社に行けば……終わる。そうでなければならない。

「はい。どうぞ」

　ドアを開けて彼女を招き入れる。

「おっ、おじゃましまぁす」

　野田は遠慮がちに、そっと部屋に入ってきた。俺の気も知らずに、珍しそうにキョロキョロしている。

「あんま見んなよ」

「なぁに？　見られたら困るものでもあるの？　今のうちに隠しておきなさいよ」

　話し声に笑いが交じっている。

「なっ……！　なにもねぇよ!!　アホなこと言うな」

　変なものなんてなにもないはずだけど、思わず部屋を見回してしまう。

「ふふっ。慌てちゃって。心配しなくても漁ったりなんかしないわよ。本当にアホなんだから」

「このままターンして帰ってもらっていいですか」

　ふざけて言いながらも、彼女をソファに座らせる。

「やだ、帰らないっ。今私を帰していいと本気で思ってんの？　冷たい男ね」

　ノコノコとここまで来て、冷たい男呼ばわりかよ。ゴリラめ。

「案外綺麗にしてるのね。意外だわ」

　彼女に言われ、少し嬉しくなる。

「まあな。さりげなく潔癖だったりするから」

「嘘。じゃあ、私とは合わないわね」

　しまった。失言だったか。

　……って、合わなくてもいいだろうが。

「ビールでも飲むか」

　ネクタイを外しながら言う。

「うん。いただく」

「了解。持ってくる」

　俺がキッチンに向かうと、彼女は窓のほうへと歩いていった。そのままベランダへと出ていく。

　本当に自由なやつだな。くつろぎすぎだろ。

　そう思いながら、笑ってしまう。

「わあ……綺麗。赤崎ー、ここ気持ちいいわね。夜景が近いよ」

　俺はベランダで風に髪を揺らす野田に、ビールを持って近づいた。

「七階だしな。だけどあんまりベランダには出ないから、気づかなかったな」

「えー。もったいない。私だったら、毎日ここにいたいわ。こんなに豪華な部屋に住んでて満喫してないだなんて」

　夜景から目を離し、部屋の中を眺めながら言う彼女を見て、ほっとする。

　どうやら恐怖の念からは解放されたようだ。俺の手を握ったまま、子供のように放さないでいたさっきの彼女からは、いつものような勢いはまったく感じられなかった。

「ベランダでくつろぐ暇なんてあるかよ。仕事ばっかりで、最近は彼女もいないしな。ここには寝に帰る感じだな」

「彼女……作らないの？　この部屋は広くておしゃれだし、ここに誘ったらうまくいくわよ」

　安易に言う彼女のおでこを、指でちょんとつつく。

「バーカ。そんなことするために、ここにいるわけじゃねぇんだよ。だいたい今はお前の相手で手いっぱいだろうが。他の女まで構えるほど、俺は器用じゃないんだよ」

「そ、そっか。……私、迷惑かけてるもんね」

　赤い顔で俯く彼女の頭をポンと叩く。

「迷惑なんて思ってない。退屈しなくていいよ。らしくない遠慮はするな」

　野田に缶ビールを手渡す。彼女と一緒にベランダの手すりにもたれて、並んで風に吹かれる。軽く缶をぶつけて乾杯してから、ぐっとビールを喉に流し込んだ。

　隣の野田をそっと見る。

　無防備に、柔らかな笑顔を浮かべて夜景を眺めている。こいつはこんなに綺麗だったかと、あらためて思う。

　夜景と街灯の微かな光が映す彼女は、とても穏やかで、俺の中にある普段の強気な印象をがらりと塗り替える。

「野田」

「ん？」

　ゆっくりとこちらを向いた彼女の瞳に、夜景の光が揺れている。

　俺はなにも言わずに、そっと顔を近づけていった。彼女もゆっくり瞳を閉じる。

　なんで今日は、彼女を見ていると無性にキスしたくなるんだろうか。今まで普通でいられたのに、俺もこいつも、どうもおかしい。

　もうじき唇が触れる寸前、うっすらと開いた俺の目に、あるものが飛び込んできた。それを見て、俺は目を見開いた。

　それは真下のマンションの駐車場からこちらを見上げる、鋭い眼光だった。暗闇の中、駐車場の灯りが照らすその瞳は、瞬きもせずにこちらを見据えている。

　ゾクッとした悪寒が、瞬時に全身を走る。

「野田!!　部屋に入るぞ」

「え」

　パチリと目を開いた彼女の背中を、ぐいっと押して室内に戻る。

「赤崎？　どうしたのよ」

「いいから」

　窓の鍵を閉めて、カーテンを慌てて引く。

　……びっくりした。なんで彼がここにいるんだ。

「なにがあったの。せっかく風が気持ちよかったのに」

「いや、黒……やっぱりいいや」

　言いかけて、やめる。怖がらせるだけだと思った。彼女に伝えても、いいことなんてなにひとつない。

　あいつ、俺たちのあとをつけてきていたのか？

　野田の予想は当たっていた。もしも彼女を自分の部屋に帰らせていたなら、きっと部屋の前に現れたはずだ。やばすぎだろ。

　明日、総務部長に言おうと考える。

「赤崎？」

　不思議そうな顔をして俺を見ている野田を、じっと見つめ返す。

　あんなやつに、触れさせてはいけない。

　俺が……野田を守らないと。

「ねえ、どうしたのよ。突然」

　不安そうな彼女の瞳が、俺の目の前で揺れる。咄嗟に彼女の身体を抱きしめた。

「え？　え？　赤崎？」

　俺が守るから。約束する。あんなやつ、お前に指一本触れさせない。

「ちょっと！　なんなのよ」

　わけがわからず喚く彼女を、さらに強く抱きしめる。

　そうか。今……はっきり気づいた。俺はやはり、野田が好きなんだ。

　間違いない。誰にも渡したくないと思う。

　……マジか。どうして、いつ、どこがよくてこうなった？　考えてもわからない。

　今日からなのか。以前からなのか。どうしてなのか。どうしたいのか。どうしたらいいのか。

　ただひとつ確信できるのは、この腕の中の温もりが愛しいと感じているということだけだ。

　俺の腕の中で、もぞもぞと落ち着かない様子の野田の髪をそっと撫でる。

　そうか。好きなのか……。

　だとしたら、この気持ちのすべてにおいて説明がつく。

　キスしたかったのも、抱きしめたのも、部屋になんの抵抗もなく引き入れたのも、触れたいと思うのも。好きだからだったのか。

　……気づけよ、俺。遅いよ。

「あの、赤崎」

　俺に抱きしめられたままの体勢で、野田が話しかけてくる。

「なに」

「どうして？」

「は？　なにが？」

　野田の髪に口づけながら答える。

　やばいな。朝まで理性がもつかわからない。

「なぜこういうことをするの？」

　ピタッと俺の動きが止まる。

　ですよね。ごもっとも。

「ダメなのか。お前もさっき、その気だったじゃん」

　うわ。そうじゃないだろ。

　だけど口が勝手に動く。

「ダメっていうか。おかしいんじゃないかな。恋人のフリをしていたとしても、実際にキスしたりこうして抱きしめたりするのは別の問題よ。違う？」

　はい。俺もそう思います。その通りです。

「そんなに深く考えるなよ。楽しければいいんじゃないの」

　違ーう！　なに言っちゃってんだよ。全然よくないよ。

「私は慣れていないから、戸惑うのかもね。赤崎は付き合っていない子ともキスしたりするの？」

「キスくらいならできるんじゃない。合意の上ならな」

「そっか。慣れてるんだね。私はダメ。あなたと違って、こんな状況には慣れてはいないから」

　俺もだよ！

　おいおい。野田の頭の中で俺は、最低代表みたいになっているじゃないか。俺はいったい、なにを目指して、どこへ向かっているんだよ。

「私のこと、いつもゴリラとか言ってるのにキスできるのね。私が相手でも問題ないんだ。私を好きじゃないのに？」

　超直球だな、おい。

『キスしたいのはお前だけ。他の子となんてしない。お前が好きだからだ』

　頭に浮かんだセリフ。……言えるかぁ!!

　俺はそっと野田を離して、彼女に背を向けた。

　落ち着け、俺。何度も考えるが、相手はゴリ子だ。いつもなにかにつけては俺に文句を垂れる、生意気なあのゴリラ女だ。

　好きなんかじゃない。決して好きではない。俺はそんな気持ちは自覚していないと、そう思え。

　でないと、朝まで我慢できない。好きな女だと思うな。

　くるっと彼女のほうを向く。そんな俺を見て、野田は首をかしげる。俺は再びサッと顔を背けた。

　待て。思えない。もうゴリラになんて見えない。どうしたらいいのか。

「赤崎？」

「いっ、いやー。俺って欲求不満？なのかもな。さっきも話したけど最近、仕事ばかりで女どころじゃなかったしな」

「え。欲求不満？」

　言ってから思う。

　もう少しマシな言い訳はないのかよ。これじゃあ、ただヤリたいだけみたいだ。

「ああ……そうなの。ふーん。なんだ……そっか。欲求不満だからなのかぁ……」

　うっ……。絶対に今、軽蔑したよな？　最悪だ、俺。誰でもいいみたいな言い方をしてしまった。

　誰でもいいわけない。お前だからなのに。

　しかも『ふーん』って、どうなんだよ。なにか突っ込んできてほしかった。これじゃ言い直しもできないじゃないか。

「赤崎はきっと寂しがり屋なのね。たくさんの女の子と噂になるのも、きっとそばに誰かがいないとダメだからなのよ。誰かと本気で付き合えばいいのに。そしたら、今みたいなことにもならずに済んでるはずだけどね」

　野田は俺からスッと目を逸らして、そう言った。胸の奥がチクリとする。

　やっぱり軽蔑しているよな。来るもの拒まずの男だと思っている。確かに、今までそれなりに恋愛経験はあるし、否定はできない。

　しかも野田を毎日のようにバカにして、からかってきたんだ。こんな男は絶対お断りだよな。今さら気持ちを伝えることはできないよな。

「そうだな。いい子がいればいいんだけど、こればかりはな。第一さ、ひとりに決めちゃうと遊べなくなるだろ。モテキングの異名を持つ俺様は、ひとりの女に縛られたりはしないんだよ。俺を好きなたくさんの乙女が泣いてしまうだろ」

　泣いてしまいそうなのは俺のほうだ。

　なにがモテキングだよ。そんなこと、面倒くさいから本当は望んではいないのに。

「そっか。赤崎はバカなのに、なぜだか異様にモテてるもんね。赤崎のことを好きな子の中に、本気になれる子がいるといいね」

　ズキッと心が痛む。

　本気になれる子なら、もう目の前にいる。ただ、その子は俺を好きではないけれど。

　今さらそんなことを……言えないけれど。










私じゃダメなの？




　私は話しながら、心の中でそっと彼に問いかけていた。

『私じゃ……ダメなの？』と。

　赤崎が私のことを女として見るはずない。私は彼の好きなタイプとは、あまりにもかけ離れていることを知っている。

　彼は、私たちの間で起きた出来事を『欲求不満』のひとことでバッサリと切り捨てたのだ。

　やっぱりそうだったのか、と妙に納得している自分がいる。もちろん期待していたわけではなかったけれど、少し傷ついてもいる。

　彼の言う通り、私はゴリラかケモノにしか見えないのだろう。

「あの、私、帰るわ」

「は？」

「もう大丈夫だと思うから。ありがとね」

　ダメ。泣きそう。

　わかっていたことばかりだけど、あんなにはっきり言われるとさすがにこたえた。でもここで泣いたりしたら、絶対に気づかれてしまう。

　赤崎は私を、絶対に好きにはならない。どれだけ願っても、どうしても手に入らないのならば諦めるしかないのだ。

　勢いよく振り返った私の手を、彼はぐっと掴んだ。真剣な顔で私を見上げている。

「は、放して」

「ダメだ。今日は泊まっていけ」

　黒木課長のことを心配しているのだろう。

　確かにまだ怖い。このままここを出て部屋に帰ったら、黒木課長が待っているかもしれないと思うと足がすくむ。

　だけどこのまま一緒にいたなら、時間が経つごとに、もっと赤崎を好きになってしまう。

　報われないとわかっているから、一刻も早く赤崎から離れないといけない。これ以上優しくしないでほしい。

「なんで！　帰るから」

「言うことを聞け!!　このバカ!!」

　彼が私を心配するのは、大切な相手だからではなく単なる同僚として。わかっているのに、期待してしまう自分が嫌だ。

「なんでよ!!　放してよ！」

「危ないだろ。ああ!!　もうっ」

　突然、赤崎が掴んだ腕を強く引き落として、私をソファに押しつけた。そのままぐっと唇を塞がれる。

「んん!!」

　手足を動かして逃げだそうとするけれど、彼の力の強さに対しては、私の抵抗など意味を持たない。

　やがて私は抗うのを断念した。

　強引で、乱暴で、最悪のシチュエーションなのに、彼の唇は甘く優しい。

　本当にこれが、彼が言う欲求不満の捌はけ口ぐちとしての行為なの？　だとしたら、彼が本当に好きになった他の女の子には、どんなふうにキスしてきたのだろう。胸が切なく締めつけられて苦しい。

　やめて。本気じゃないなら。

　私は本気だから。簡単に忘れることなどできないのだから。

　こんなに優しくて、悲しいキスは残酷だ。

　涙がスッと流れ落ちる。ずっと堪えていたのに。

　そう思いながらも彼の首に腕を巻きつけ、さらにねだる。心が引き裂かれていく。

「野田……可愛い」

　彼の言葉が心にしみ込んでいくようだ。こんなに嬉しくて、こんなに苦しいだなんて。どうやって忘れたらいいの。

　さっき帰れば間に合ったのに。どうして引き止めたりするのよ。
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「お前さ、なんだか最近やつれてないか」

　半年ほど前。仕事の合間にふと言われた。

　顔を上げると、パソコンの横からこちらを見る目線とぶつかる。向かいの席に座る赤崎は、怪訝な様子で私を見つめていた。

「やつれてません。どうせ褒めるなら、痩せたって言ってよね」

　そう答えながらも自覚はあった。

　三ヵ月前に、営業二課のイケメン課長、黒木さんに告白されて付き合いだしたのだけど、彼に嫌われたくなくて無理をしていたのがたたり、疲れが全身に出始めていた時期だったのだ。

　成績は常にトップクラス。営業マンの手本といわれる彼はクールなイメージで、憧れている女性社員も多い。そんな彼に幻滅されたりしないように、身だしなみや言葉遣いなどには常に気を配っていた。

　誰からか彼の耳に私の噂が入るかもしれない。そう思うと、社内にいる間は気を抜けなかった。

「褒めてねぇよ。確かに痩せもしてるけど。なんかこう、一気に老け込んでる気がする。パワーがないんだよな。俺と同じ年齢に思えない」

　気を遣うことのない赤崎のズケズケとした言い方には慣れていた。三年間もケンカ三昧の日々を送っていれば、今さら驚くこともない。

「余計なお世話。人のことに構ってないで、自分の心配でもしたら」

　フンと目を逸らし、仕事に取りかかろうとする。

　赤崎が、私と黒木課長の関係を知った上で話しているのかはわからないけれど、とやかく言われることではないと思った。

「まあ、大丈夫ならいいけど。自分らしくいろよ？　無理をするとお前らしさがなくなるからな」

　赤崎にとってはなんでもない言葉だったのかもしれない。だけど私には、自分らしさについてあらためて考えるきっかけになった。

　恋人の好みに合わせてスリムな体形を目指し、食事を抜く。興味のなかったサッカーについて、本を読み漁り詳しくなる。大好きなビールを控えて、カクテルやワインが飲めるようになるべく普段からたしなむ。

　そんな毎日の中に、私らしさはいったいどこにあるのだろう。この恋は、幸せになれるものなのか。

　彼にすべてを打ち明け、私を知ってもらおう。私がやりたいことも話して、一緒に楽しみたい。そう思うことができたのは、赤崎のおせっかいな助言からだった。




　黒木課長とのデートの合間に、赤崎に言われてからずっと考えていたことを、思いきって打ち明けた。

「黒木課長の知っている私は、本当の私ではありません。実は……かなり無理をして合わせていました」

「……それは、どういう趣旨の話なの？　今のままじゃ不満だと言いたいのか」

　黒木課長は顔をしかめて私を見た。

　今のままではダメだ。怖がって伝えなかったら、関係を変えることはできない。

　恋愛経験が乏しい奥手な私でも、これまでに何人かと付き合ったことはある。

　でも毎回無理をして、ガサツで勝ち気な性分を隠してきた。そんな恋がいつまでも続くはずもなく、いつも終わりは呆気なく訪れた。

　だけど今回は違う。黒木課長ほどの人ならば、私をわかってくれるはず。期待で心がいっぱいだった。

　私は自分のしたいこと、彼と一緒にしてみたいこと、普段の生活のことなどを一気に告げた。彼は黙って最後まで私の言葉を聞いていた。

　だけど、すべてを話し終えたときの彼の顔を、今でもはっきりと覚えている。理解しがたいような視線と共に、冷ややかな声色で言った。

「秋穂は俺の理想の子じゃなかったんだね。残念だけど、話を聞いているうちに、君に魅力を感じなくなってしまったよ。ビールを飲みながら家でゴロゴロするなんてデートは俺にはできないな。なんのために一緒にいるのかが、わからなくなってしまいそうだ」

　理解してくれると思っていた。

　私は愛されているのだと思いたかった。

　だけど彼が求めていたのは、自分の理想の枠からはみ出ることのない、飾りみたいな存在だった。




「ちょっと。あなたのせいで振られてしまったじゃないの」

　次の日。赤崎に詰め寄った。彼は驚いた顔で私を見ている。

　でも、しばらくしてから「ぶっ」と吹き出した。

「真剣に聞いてるの？　どう落とし前つけてくれるのよ」

　彼に言ってもどうしようもないことはわかっていたけれど、誰かに聞いてほしかったのだ。

「お前さ、単純なやつだな。昨日までやつれて元気がなかったくせに、別れた途端に元通りかよ。よりを戻してもう一回やつれてこいよ。あははは」

　赤崎の言葉に、私の怒りのバロメーターが急上昇する。

「簡単に言わないで。あなたが、自分らしくいたほうがいいと勧めたのよ。だから私の希望を彼に言ったの。そしたら振られてしまったのよ」

「わははっ。そうだったっけ。だとしてもそんなことで俺に絡むなんて、本当にバカなんだな。悔しかったら、お前を綺麗にしてくれる男を探し直せ。やつれさせるやつじゃなくてな。そしたら褒めてやるよ」

　彼の言う通りだ。私らしさをなくす恋より、こんな私でも可愛いと言ってくれる人と恋がしたい。

「じゃあそろそろ昼飯に行くか。かわいそうだから今日は奢ってやるよ。ぎゃははは」

「言ったわね。奢りよ？　覚悟しなさい。赤崎の財布を空にしてやるから」

　彼を追いかけて隣に並ぶ。

「空にはならないよ。牛丼だから」

「もっと高い店にしなさいよ！　ケチ」

　彼の高笑いを聞きながら、いつしか私らしくなっている自分に気づく。

　見てなさい。素敵な彼氏を、いつか必ず赤崎の前に連れてくるから。
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　あの日、そう意気込んでいた私が、本当に好きだと気づいたのは赤崎本人だった。

　今の私は以前とは違って、男を見る目があるみたいだけど、不器用なのはあの頃と変わらない。

　こんな話をしたら、あなたはきっとあの日のように高笑いをするのだろうと思った。













本当の気持ちを伝えたい［東吾Ｓｉｄｅ］




　キスをしたまま彼女の唇を、自らの唇で優しくなぞりながら考える。

　どうして急に帰るなんて言いだしたんだろう。

　今はまだ、黒木課長が近くにいるはずだから、このまま帰すわけにはいかない。

　やっぱり俺のことを軽蔑したんだろうな。俺とこれ以上、一緒にいたくなくなったのだろう。

　だけど、他にどう言えばよかった？　『今まで気づかずにいたから、お前が嫌いでバカにしてきたけど、やっぱり好きだと気づいた』とでも言えばいいのか。

　自分勝手なのはわかっている。俺に好きだと言う資格がないことも。

　だけど仕方がないだろう。どうしようもないのだから。

　彼女の目から、ポロポロと涙がこぼれ落ちていることに気づく。

　そんなに嫌なのか。泣くほど俺が嫌いなのか。

　そっと唇を離す。彼女の乱れた髪を指先で直しながら、俺はため息をついた。

「うっ……。うう……」

　野田が目に両手を当てて嗚お咽えつを漏らすのを、俺はズキズキと痛む心を抱えながら見下ろした。

「……ごめん。こんなことをして」

　彼女が、目に当てていた手をどかして俺を見た。涙で濡れた目に、たまらずにキスを落とす。そっと閉じられた瞳が再び開いて、俺を見つめる。

　ごめん、なんて本当は言いたくない。このまま抱きしめて奪ってしまいたい。

　そんな衝動と、心の中で静かに戦う。

　本当にどうかしている。野田の瞳がこんなに綺麗なことにどうして気づかなかったのか、過去の自分に聞きたくなる。

「私はこのまま、赤崎の欲求不満の捌け口になるの？」

「は？」

「さっき言ったじゃない。欲求不満だから、こんなことをして楽しむんだって」

　俺は驚きで息を呑のんだ。

「お前、なに言ってんの」

　俺を見つめる瞳がまた、次第に潤み始める。

「私は赤崎にとっては、ゴリラかケモノなんでしょ。他の女の子と同じように赤崎の役に立てるかしら……」

　確かに言った。言ったけど普通、真に受けるか？

「ちょっと待てよ、野田」

「私なんかとどうにかなっても、赤崎は満足しないかもよ。私は赤崎にとっては動物レベルなんだもん。それでもいいなら、私はいいよ。助けてくれたお礼もしないと」

「この、バカ!!」

　俺の剣幕に彼女がビクッと身体を揺らす。瞳を大きく見開いて俺を見る目は、すでに涙が止まっていた。

　彼女を睨んでいると、言いようのない怒りがさらに湧き起こってくる。

　本当に、本当にムカつく女だな!!

「赤崎」

「真に受けてんじゃねぇよ!!　冗談も通じないアホな頭だったのか!!　俺が本当に遊びでこんなことすると思ったのか。遊ぶだけなら、同僚じゃなくてそういう店に行くだろ、普通は！」

　一気に喚く俺を、彼女は唖然とした顔で見ていた。

「なにが捌け口だ。お前のほうが俺をケモノだと思ってんじゃねぇか。誰にでも見境なく、そういうことはしないと言っただろ？」

　バカに理解させるのもひと苦労だと、息を切らしながら思う。

　もういっそ、全部話してしまおうか。なにも言わずに勘違いされたままよりも、卒倒されてでもわかってもらえたほうがいい。

　いずれにしても、俺の中で今に抑えが利かなくなるだろう。

　俺は深呼吸をしてから、彼女の身体をゆっくりと起こした。

「赤崎？」

　潤んだ瞳で俺を見る野田を見つめ返す。バカでも伝わるように、ゆっくりと話す。

「まず、今日は帰さない。というか、帰れない。朝までここにいないとダメだ」

「どうして？」

　黒木課長のことを話さないと、また帰るとか言いだしかねないのでやむを得ない。

「黒木課長がこのマンションの下にいる。俺たちをつけてきてる」

　彼女の目が、驚きと恐怖で見開かれる。

「大丈夫だ。ここには俺がいる。お前を守る」

　うるうるとその目に涙がたまりだす。

　そっと彼女を抱き寄せると、その身体が小刻みに震えていた。

「守るから。絶対に。安心しろ」

　野田の手が俺の身体を抱きしめ返してくる。

「……絶対守るから。怖がるな。俺がいるから」

　不安を取り除くように何度も言う。彼女は小さくコクコクと頷いた。

「それと、俺は、お前を動物と同じレベルだとは思ってないから」

　野田が顔を上げた。

「別にお前に、欲求不満の捌け口になってもらおうだなんて決して考えてない。欲求不満と言ったのは、その、あれだ」

「あれ……？」

　言葉に詰まる。どう言えばわかってもらえるのだろう。

「今日のことはいろいろと、したくてしたというか。止まらなかったというか」

　彼女は不思議そうな顔で首をかしげた。俺も自分でなにを言っているのか、意味がわからない。

「だからその、つまりだな」

「なに？　……どういうこと？」

　言ってしまえばすべてが終わるかもしれない。これまでみたいに話せなくなるのかもしれない。だが、もう言わないといけない。

「好きなんだよ！　要するに」

　一気に告げる。

　告白なんてしたのは、十年ぶりくらいじゃないかと思う。こんなに勇気のいる行為だったかは記憶にない。

　俺は昔から、自分で言うのもなんだが、この派手な顔つきのせいなのかやたらとモテてきた。女性から好きだと言われることは、俺にとっては珍しいことではない。

　そんな中、好奇心から付き合ったことのある女性もいた。一年前に別れた彼女のことは、俺なりに真剣な気持ちで想っていた。

　だが、自分から好きになったのは、人生を通して考えてみてもほんの数人だと思う。そのほとんどが気持ちを伝えることなく終わっているのだが、今回はどうしても言わずにはいられなかった。

　野田を俺のものにしたいという衝動が大きな原動力となって、彼女に気持ちをぶつける事態となったのだ。

「……は。なんですって」

　彼女はポカンとして固まった。

「俺はお前が好きなんだって!!　何回も言わせるなよ」

「そんな……わけ」

　うわ。どうしよう。野田が驚いている。だけど俺も驚いている。

　好きだとか……とうとう言ってるし。もう俺は終わりか。

　思わず額に手を当てて目を閉じた。

　怪しすぎだ。今さらなんなんだって感じだよな。今のうちに『なんてなー』とか言ってごまかしてしまおうか。待て、余計に変だ。

「それ、本当なの？」

　おそるおそる目を開く。アホだとか言われて、爆笑されるかもしれないという恐怖を感じながら。もしもそうされたら、当分立ち直れそうもない。

　だが、目の前の彼女は笑ってはいなかった。またさらに大量の、滝のような涙をジャアジャアと流している。

「どうして……。なぜ泣く」

　やはり、そんなにショックだったのか。ショックなのは俺のほうだよ。

　好きだと言って泣かれるなんて、人生の中の黒歴史にしかならないじゃないか。

「私を好きなの？　本当に……？」

　俺も往生際が悪すぎる。もう潔く認めよう。

「そう。お前が好きだ」

「うわぁぁん……！」

　突然号泣し始めた彼女の頬を、ためらいながら、震える両手でそっと包んだ。まさかこれは、嫌だからではなく、嬉しいから泣いているのではないかと感じたのだ。

「嫌じゃ……ないか？　俺が好きだと、気持ち悪いと思うか」

　つい尋ねると、彼女は泣きながら首を横にフルフルと振った。

　その顔をじっと見つめ、泣き顔が信じられないほどに不細工だと思う。普段は綺麗で、きちんと化粧が施されている顔が、しわしわになってビショビショに濡れている。

　だが、こんな顔ですら可愛いとも思う。

　俺の言葉で、感情を露あらわにして大きな声で泣きじゃくる彼女を見ることができるのは、この先ずっと俺だけでいい。

　怒っている顔も、笑っている顔も、こうして泣いている顔も。全部を愛しく思う。これからも、もっと見たいと思う。いつまでもこうして見つめていたい。

「ううっ、えーん……っ」

　彼女は顔を歪ませて、子供みたいに大きく口を開けて泣いている。

「ぶっ……。ふふっ」

　思わず笑ってしまう。

「本当にブスだな。顔がぐちゃぐちゃだ」

「ううっ、ブスって言うなっ……」

「あはははっ」

　泣いている理由は、嫌だからではないようだ。とりあえず拒絶はされていない。

　これだけで充分だ。この先、振り向いてもらえるように頑張れる。

「本当に、お前がいつも言うようにアホだったよ、俺は。お前みたいな女に惚れるんだから。自分でもわからないわ」

「ううう……。そうよ。赤崎はアホで、憎たらしくて、どうしようもない人だわ」

　言いすぎだろ。俺はそこまで言っていない。

「どさくさに紛れて言いたい放題だな。好きだと言った男にその態度か。お前らしい」

「でも、私も同じだわ。私もね、好きだから。私も本当は、赤崎が……好きなの」

　ケラケラと笑っていた俺は、「は!?」と言って笑いを止めた。

　潤んだ瞳が、俺の動向を見逃すまいとでもいうように俺を見つめる。か細い声が、彼女の緊張を痛いほどに伝えてくる。

「すっ、好きなの。ずっと言いたかった。だけどどうしたらいいか……わからなかったの……っ」

　そこまで言いきると、野田は俺から目を逸らして俯いた。彼女の肩が微かに震えている。

　……嘘だろ。その答えは予想の範囲外だ。

「お前ね、今の俺に……冗談通じないよ？」

　ようやく涙が収まってきた彼女が、俺を見上げた。

「冗談じゃ……ないよ。気づいたの。ずっと前から、きっと好きだったのよ。だけど本当のことを今さら言えないから、諦めなくちゃって自分に言い聞かせたの。赤崎が、私を女として見るはずないって思ってた」

　言ってはいけない悪いことでも話すような野田の表情は、涙を堪えているせいで歪んでいる。

　いつも憎しみのこもった視線を投げかけてきて、俺に対する敵意をむき出しにしてきた彼女が、俺を好きだったと言う。今までの態度はなんだったのか。

「じゃあ、なんでいつも文句ばかり言ってたんだ」

　たまらずに尋ねた。

「赤崎だって同じじゃない」

　少し拗ねたように、彼女はふいっと俺から顔を背けた。

　ああ、そうか。それもそうだと納得する。

　だが本当に、あの野田が俺を？

「赤崎ぃ……」

　ハッ……！

　いろいろ考えすぎて、一瞬彼女の存在を忘れていた。野田が俺の顔を目前から見ている。その瞳の輝きが、今の話が本当であると伝えてくる。

「俺は今まで、お前にひどいことばかり言ってきた。そんな簡単に信じられるほど、俺の頭は都合よくできてないんだ」

　自分の気持ちが本物なのはわかる。だが、野田の気持ちが信じられない。

「私だってひどいことを言ってきたわ。お互い様じゃない。私たち、なんだか似てるわね」

　俺は完全に混乱していた。動揺する俺を見て、彼女が不安そうな顔をする。

「赤崎、今までごめんね。今さら虫のいい話……だよね。信じられないよね。困るよね。私、好きだなんて言うと嫌がられると思って、勇気が……出なかっ……」

　ポロポロと泣きながら震えて謝る彼女を、呆然と見つめる。

　なんで謝るんだ。俺も好きだと言っているじゃないか。

「野田。もう一回、聞いてもいいか？　俺が……好きなのか」

　野田は俺から目を離さないまま、コクッと頷いた。

「赤崎じゃないとダメみたいなの。赤崎を見てるだけで胸が苦しくなる。好き、好きって何度も思ってしまう」

　胸がギュッと締めつけられる。信じてもらおうと必死で伝えてくる野田に、愛しい想いが込み上げてきて泣きたくなる。ようやく実感できて、ほっとする自分がいる。

　野田をそっと抱きしめる。

「もういい。わかったから。もう泣くな。ごめんな、すぐに信じられなくて。だけど、そりゃ驚くだろ。あんなに毎日ケンカしてきたんだから。お前だってそうだろ？」

「うん。でも……嬉しい」

　顔を上げて俺を見上げると、彼女は満面の笑みを浮かべた。

　かっ……可愛すぎだろ、これは！

　心から嬉しそうに、泣きはらしたあとの濡れた目を細め、顔をクシャッと崩す彼女を見てドキッとする。

　普段は凶暴なゴリラのくせに反則だろう。

「赤崎」

　呼ばれてドキッとする。

「は……はいぃ？」

　声が裏返っているし。どれだけ余裕がないんだ、俺は。だっ……ださい。

「私って、可愛くないでしょ」

　急に口をとがらせて笑顔を消した野田が言う。

　今度はなんだ。ぐるぐると変わる話の内容に焦って、ついていけない。必死になって余裕ぶっているが、彼女にはバレているかもしれない。

「私はうるさくて、ガサツな女だけど、赤崎のために変わるから。赤崎の前では可愛くなれるように頑張る。努力して、愛想尽かされないように。もし、赤崎に振られたらと思うと、怖く――」

「いい。そのままで」

　彼女の話を遮る。

　俺はお前を全部知った上で好きになっている。今までのバカな男と同じだとは、どうか思わないでほしい。

「お前は、今まで通りの生意気なゴリラでいい。そのままの野田を好きになったから。なにも変わらなくていい。頑張る必要なんてないんだ」

　なにを怖がっているんだ。無理をして努力して、言いたいことも言わずに、しおらしくなろうとしているのか。

　そうなれば、それは俺が惚れた野田じゃない。これからも俺をバカにして、偉そうにしていたらいいんだ。













激甘解禁




「生意気でうるさくて、性格悪くて憎たらしくて、すっげぇムカつくんだよな。そんなお前は、本当にどうしようもないけどさ。なんでだろうな。可愛くてしょうがないんだよ」

　そう言って、赤崎は赤い顔をして俯いた。

　前振りがとても余計だけど、嬉しくて、またしても泣けてくる。

「う……」

　再び泣きだしそうになる私を見て、彼は呆れた顔でため息をついた。

「お前って本当に泣き虫なんだな。こんなにびぃびぃ泣くやつだったなんて、知らなかった」

「びぃびぃってなによ。虫の鳴き声じゃないんだから。泣き虫じゃないわよ」

　いつものように彼に抗議しようと、涙を堪えて頭を上げた。すると私の目の前にあったのは、とろけるような笑顔で私を見つめる赤崎の眼差しだった。言葉が出てこない。

「あれ？　なにも言わないの。なんだよ、急に可愛くなっちゃって。つまらないな」

　クスクスと笑う彼が、この世のものとは思えないくらいに格好よく見えてしまう。

「赤崎」

「ん？」

「格好いいよね」

「は？」

　彼は首をかしげる。

「私、おかしくなっちゃったのかな。本当にやばい。赤崎が格好よく思えて仕方がないの。私……もう赤崎には敵わないのかも……」

　彼が私の言葉に唖然としている。

　そんなに驚かないでよ。私だって、好きな人の前では素直になることくらいあるんだから。もう気持ちも伝えたし、解禁でしょう。

「お前ね……襲うよ？」

　彼が唖然とした顔から、真剣な表情に変わる。

「ちょっとそれは……急すぎるんじゃ。あの……気持ちがわかったのも、ついさっきのことだし」

　動揺のあまり彼の身体をぐいっと押すようにして、遠ざけようとした。

「ははっ。冗談だよ。そんなビビんな。……傷つく」

　寂しそうに笑いながら、彼は私の頭を撫でた。

「ビール、もう一本飲むか？　なぜだか喉が渇くな。柄にもなく緊張してるのかも。つまみはあったかな」

　立ち上がろうとした彼のシャツの裾を、思わず引く。

「行かないで」

　少しでも彼が離れようとすると、不安になった。

　急激に私の心を占める、彼への熱い想い。それがとめどなく溢れ出て、息苦しくなるような感覚を覚える。こんな気持ちは初めてで、どう説明したらいいか自分でもわからない。

　ただ、赤崎の温もりを感じたかった。

　彼が私を求めるのなら、それに応えたいと思った。きっと、彼以上に私もそうしたかったから。

　私は赤崎に恍こう惚こつと見とれたままで、ゆっくりと頷いた。

「いいよ……襲って。そうしてほしい」

　彼が今度は驚いた顔になる。

「野田」

「名前で呼んでよ、東吾」

　こんなに甘い彼の顔は見たことがない。もっと早く知りたかった。誰よりも先に、彼と恋がしたかった。彼の過去に、本気で嫉妬してしまいそうになる。

「お前は俺の心臓を爆破させるテロリストか？　新ネタにしてはやりすぎだろ。今度はどんな手で俺を痛めつけるつもりだ」

「アホ……」

　冗談なのか本気なのかわからないけれど、私を見つめる彼の目が、あまりにも綺麗だから。

「東吾、好きよ。早く……」

　彼に手を伸ばして抱きしめ、言葉の先をねだる。

「煽るなよ。せっかちだな。……秋穂」

　話しながら、私の耳に彼のキスが落ちてくる。このままどうなってもいいと感じるほどの幸せな気持ちに包まれる。

　これまでにしてきた恋が、いったいなんだったのかと思わせるほどに。

「東吾。本当に好き」

　何度伝えても足りない気がする。

「知ってるよ。秋穂は俺にベタ惚れだもんな。お前は本当にいい趣味だな」

「ふふっ。ナルシスト」

「バーカ。ナルシストじゃなくて、俺は実際に格好いいんだよ」

　どれだけおどけたように私をバカにした言い方をしても、全部が甘く弾けていく。

「最悪……。どうして好きになったんだろう」

　呆れたように言う私の髪を、優しく撫でる温かい手。それをもどかしく感じる。

「さあ？　俺が最高だからだろ」

　言いつつ唇を重ねてくる。ようやく触れることのできた彼の感触に、身体が熱くなってくる。

　どうにかなってしまいそう。彼をもっと感じたい。私を感じてほしい。そのすべてを私だけのものにしたい。

　溢れる欲求で、心が破裂しそう。

「んん……っ」

「秋穂……」

　吐息も、肌も、温もりも。絡み合うすべてを、もう二度と離したくない。

　そっと唇を離し、彼が私を見つめる。その目に、私に対する欲望が見えてゾクゾクしてくる。

「はぁ……やばい。俺のものに……してもいいか？」

　彼が私の首筋に唇を這わせながら尋ねる。

「したいようにして。私はもう、東吾のものだから。言いなりなのよ」

「秋穂……っ」

　ドサッとそのままソファに押し倒され、やや乱暴に服を脱がされていく。

　早く私を感じて。あなたを感じさせて。

　この苦しくて切ない気持ちを、少しでも和らげてほしい。欲望に囚われて、息ができなくなる前に。

　彼のしなやかな指が、私の身体中を這い回る。私の口から出た熱い吐息が、彼の髪をそっと揺らす。

　こんなに好きになって、こんなに溺れて、こんなに愛されて。

　私がこれまでに歩いてきた軌跡は、すべてが今、この瞬間にたどり着くためだったように思える。

　人肌に触れることが、これほどまでに気持ちよくて幸せなものだということを、東吾が私にゆっくりと教えてくれる。

　熱い涙が目から流れ落ち、前が見えなくなっていく。私は彼をこのまま見失ったりしないように、強く抱きしめた。




　彼の髪を指に巻きつけて、もてあそぶ。

　ワイシャツを羽織ってソファの前に座る彼の頭が、ソファに寝そべる私の目の前にある。

「煙草たばこを吸うなんて知らなかったわ」

　私が呟くように言うと、彼は灰皿にそれを押しつけてから振り返った。

「たまにね。普段はあまり吸わないんだけど。今日はちょっと、興奮状態だからかな」

　照れたように笑う顔が眩まぶしく見えて、思わず目を細める。

　激情に突き動かされるように抱き合ったあと、私たちは一変して穏やかな時間を過ごしていた。

「興奮してるの？　ケンカのときもそうだったじゃない」

「それは状況が違うだろ。こんなこともできなかったしな」

　東吾のしなやかで逞しい腕が、私の腰に回される。

「服くらい着ろよ。隠しもしないで。どうなの、それ」

　彼の視線が私の胸元に注がれる。ハッとして慌てた。

「きゃっ！　どこ見てるのよ。信じられない」

　ガバッと反対側を向いた私の身体に、ふわっと毛布がかけられる。

「見えたんだよ。人を変態みたいに言うな。風邪ひくぞ」

　彼はそう言ったあと、髪の乱れを直してくれた。

　私をただ求め、熱く優しく抱いてくれた。これまでに男性と夜を過ごしたことは、もちろん人並みにあったけれど、今夜ほどに燃え上がり、ときめいたことはなかった。

「水、飲むか」

　立ち上がった彼は、そのままキッチンへと向かう。少し離れただけで不安になった私は、そっと彼を呼んでみる。

「東吾」

「んー？」

　冷蔵庫に向き合っている彼から聞こえた声に、ほっとする。

「早く来て」

「喉乾いてたのか。ちょっと待って」

　冷蔵庫をバタンと閉めて、彼が水を手に戻ってきた。

「はい」

　ペットボトルを手渡され、受け取る。起き上がり、身体を毛布でくるむと、彼も私のいるソファに座った。

「東吾、なにか話して」

　隣にいる彼にお願いする。

　声を聞かせてほしい。今日の出来事が嘘じゃないって思わせて。呼んだらあなたは、いつでも応えてくれるって。

「東吾？」

　でも私の呼びかけに、彼からの返事がない。隣を見ようとした瞬間、彼がふっと顔をあちらに向けた。

　しつこいと思われたのかな。

　私は話すのをやめて俯いた。そしたら次は、彼がまた私を見たのが気配でわかる。

　顔を上げると、再び逸らされる。

「ねえ、東吾。どうしたの。顔を見せて」

「……ダメ。こっち見んな」

　向こうを向いたままの彼の返事に、まさか私とこうなったことを後悔しているのでは、と考える。

「もしかして、なかったことにしたい？」

　私の言葉に、彼はなにも答えない。

「……いいよ。私ね、東吾の言いなりなの。あなたがそうしたいのなら、それでもいい。忘れてあげる」

　私が強がって言うと、ようやく彼が話しだす。

「……違う。やばいんだって。あんまり話しかけるな」

「やばい？　なにがよ」

　再び黙った彼に、私もとうとう大きな声で言った。

「ねぇ、顔を見せてよ！　なんでこっちを向いちゃダメなの？」

「だーっ！　うるせぇ女だな!!　ダメなんだって。お前と目を合わすと止まんなくなるから我慢してんの。もう……無理だろ？」

　私は手を伸ばし、彼の顔を強引にこちらに向けた。

「まだ私が足りないの？　もう一度欲しい……？」

　冗談めかして言うと、驚いていた彼の顔が、まるで叱られた子供のような表情に変わる。そのまま切なく私を見つめて、ぽつりとこぼした。

「うん。そうみたいだ。もっと抱いていたい」

　あまりにも素直に認めた彼に、今度は私が驚く。

「どうしたの。……あなたらしくない。『そんなことねぇよ』って言わないの？」

「俺らしい、って、なに？　全部が俺なんだけど」

　その答えを受けて、「ふふっ」と笑ってしまった私に彼も笑う。そのままおでこをくっつけて見つめ合っているうちに、どちらからともなく唇が重なっていく。

　何度抱き合っても、止まらない欲望。私もあなたを感じていたい。ずっとこうしていたい。あなたを欲しがっているのは、私のほうよ。

　東吾の長い指が、私の身体の表面をゆっくりと滑っていく間、私は彼の唇を貪むさぼるように味わう。

　東吾さえこうしていてくれるのなら、他にはなにもいらない。あなただけがいればいい。

「ん……っ」

「秋穂……」

　触れ合うたびに、好きな気持ちが溢れてくる。

「東吾。……こんなこと、他の子に……しないでよ」

　吐息の合間に、言葉で伝える。

「他の子？　頼まれても……ないな。……お前しかいらないから」

　東吾も息を荒らげながら答えてくれる。

　思えばいつも赤崎東吾が嫌いだった。彼は、私が持っていないものをたくさん持っているから。

　それはもちろん、やっかみから始まったのだと思う。彼の持つ才能や人柄、知性や優しさ、そのすべてが、羨ましくてたまらなかった。そんな彼に言いがかりをつけてもどうにもならないのに、いつも突っかかっていた。

　どんなにケンカで優位に立って言い負かしても、私はその中のひとつも手には入れられない。ならばこうして私自身が、彼の持つもののひとつになればよかったのだ。彼の胸に大切に抱えられ、彼の一部になる。

　その夢が今、現実のものとなった。

「東吾……愛してるよ」

　涙を堪えて言うと、彼が笑う。

「そんなことを軽々しく言うなよ。一度聞いたら……俺はしつこいから忘れねぇよ？」

「うん。……覚えてて」

　ずっと忘れないでいて。いつもそばに私がいることを。

「俺より先に言いやがって。やっぱりお前は生意気だ」

「じゃあ、東吾も言ってよ」

　私が調子に乗りすぎたのか、彼は顔をしかめた。

「は……？　お前ね、そういうことは強要されて言うもんじゃないんだよ」

　本当は言葉で伝えてくれなくてもいい。こうして肌から、あなたの愛が伝わってくるから。

「秋穂。〝フリ〟じゃなくて、本物の恋人ってことでいいな？　お前は俺のだから。他のやつに甘い顔すんなよ。狙われているみたいだから」

　私は顔を手で覆いながら、首をコクコクと縦に振った。

　嬉しい。ずっとそばにいてくれる。愛してくれる。

　涙が溢れてきて言葉にならなかった。

　東吾には嫌われていると思っていたのに、この奇跡が本当に信じられない。

「お前、あんまり泣いてばかりで油断してると……襲うぞ」

「もう……襲われてるよ」

「あ。そうか」

「アホ」

　引き合うように重なる唇。

　好き。たぶん、ずっと前から。

　東吾の綺麗な瞳を、自分だけのものにしたかった。

　憎たらしくて、嫌味ったらしくて、意地悪で……とびきり優しい。

　これからは、文句や悪口じゃなくて、いっぱい〝好き〟を伝えたい。これからも、私だけを見ていて。

　そう思いながらそっと目を閉じて、彼を感じた。













素直になれない




「おい。秋穂、秋穂!!　朝。起きろって！」

　うるさいなぁ。

　そう思い、頭から布団に潜る。

「朝!!　会社だって！　やばいぞ。こら、寝るな！」

　さらに激しくなる声に、じっと考える。

　あれ？　ここはどこ。昨日は……東吾のマンションに……。

　は。会社？　やばい？　寝坊している？

　そこまで思い返し、ガバッと起き上がる。

「なに!?　今何時!?」

「七時過ぎたとこ。起きろよ、遅刻するぞ。あ、お前、必要なものある？　下のコンビニ行って買ってこようか？」

　え。七時……。

「……なんだ。まだ早いじゃない。どうしてこんなに早く起こすのよ」

　私の文句に動じることなく、彼は話を続ける。

「バーカ。俺はお前と違って、朝からきちんとしてないと嫌なんだよ」

　私は直前まで寝ていたいんだけど。

　そう言いかけてやめる。今さら取り繕っても仕方がないのだけれど、あまり幻滅されたくない。

「歯ブラシもないだろ。買ってくるよ。化粧品とかは？」

「いいわよ、自分で行くから」

「今起きたばかりのお前が、外に出られるようになるのはいつだよ。まさか、その格好で行くのか？」

　言われて自分の姿を見下ろす。

　……全裸だ。

「うっきゃああ！」

　慌ててシーツで前を隠す。

　もうやめてよ、このパターン。恥ずかしい。丸見えだったじゃないの。

「ぶぶっ。今さらなんだよ。隠さなくても昨日、全部見たっつうの。あそこも、そこもな」

「ぎゃああ!!　変態！　バカ！　言わないでよ」

　ひとり赤くなって布団にくるまる私をよそに、彼は余裕の顔だ。もうシャツを着てネクタイを締めている。

「なんでそんなに早起きなのよ？　だって昨日、寝たのは……」

　言いかけてハッとする。

　い、嫌だ、私ったら。

　口をつぐんでモゴモゴしていると、東吾がベッドにストンと座った。

「昨日寝たのは……なに？」

　顔がぐっと近づいてくる。

「や、や、あのっ」

　ぎゃー!!　なんなのよ！

　ふと顔を背けた私の顎を、彼が指で掴んで、くるっと元の位置に戻す。

　至近距離で私を見つめる彼の大きな黒い瞳。ドキドキする。

「秋穂、今日も可愛いな」

　その直後に優しくキスをしてくれる。昨日から何度も触れた東吾の唇。

　もっと、もっとしてほしい。

　サラッとした彼の髪に、指を入れる。

　もっと……。

　東吾の頭を抱え込んでキスを深くする。彼のくれるなにもかもが、すべて〝好き〟に変わっていく。

　そっと唇を離して東吾が私を見る。

「急に可愛くなっちゃって。もうゴリラなんて言えなくなったな。ネコあたりに改名すっか」

「うう……。またケモノだ」

　私がいじけて呟くと、彼は「ふっ」と笑った。

「お前ね、ネコは最高に可愛いぞ？」

「ゴリラよりは、はるかにいいけど、なんだかね。どうなのかしらね」

　ぶつぶつ言う私に再びチュッと軽く口づけると、彼はサッと立ち上がった。

「コンビニに行ってくるから。秋穂はシャワー浴びとけよ」

「うん。あ、ストッキングとのど飴あめ。それと……」

　言いにくい。だけど昨日と同じものを身に着けるのは……。

「それと？　なに」

　聞き返され、恥ずかしくなって再びガバッと頭から布団に潜った。

「いい。なんでもない」

「遠慮するな。なんでも言えって。なにが欲しいんだ？」

　顔を出さないままで、思いきって言う。

「ショ……ショーツも買ってきて……っ」

「……ぶっ。……こんなイケメンに、ストッキングとかショーツとか、そんなものを買わせる女は世界中でお前だけだからな」

　ため息交じりで言う彼の声を聞いて、クスッと笑ってしまう。

「なにがイケメンよ。早く行って」

「はいはい。行きますよ、お姫様」

　笑いながら彼が出ていくと、私はシャワーを浴びるためにバスルームに向かった。




　シャワーを浴びてから髪を乾かそうと、ドライヤーを手にしたとき。棚の下段にある物にふと目が留まった。

　クレンジングクリーム？

　思わず動きが止まる。

　入社して四年。常に女性との噂が絶えなかった彼。恋人がいないほうがおかしい。

　それはわかっている。だけどその痕跡を目まの当たりにすると、自分でも驚くほど戸惑ってしまった。

　バスタオルを身体に巻いてバスルームから出ると、コンビニから帰ってきていた東吾がテーブルに広げた新聞から目を離して私を見た。

「東吾……」

「お。上がったのか。そこにパンツ置いてあるよ」

　コーヒーを飲みながら彼が言う。

　私は返事をせずに彼を見ながら固まった。つい凝視してしまう。

「なに。どうした？　……なんでいきなり怒ってんの」

　彼が顔を歪める。私の表情を見て、私がなにか面白くないと感じていることを察したようだ。

　別に怒っていないわよ。クレンジングクリームがバスルームにあったくらいで。私がそれに気づいて、少し傷ついたくらいで。それに気づかないで、あなたが私をバスルームに行かせたくらいで。

「怒ってない」

「なんだよ。朝から意味のわからないやつだな」

　彼も少し、むくれた顔をし始めた。

「意味がわからないのは東吾のほうでしょ」

　待って。なにも言わなくてもいい。いちいち責めなくてもいいってば。そんなことを言う女は面倒だわ。

　頭ではそう考えている。面倒くさいと彼が思う前に、私が自分で思う。

「なんだよ。言えよ」

　実際に、彼が好きだと私の目の前で堂々と言った女性がいた。廊下でキスをしたときも、見ていた女性たちが悲鳴を上げた。

　東吾はモテる。私以外にも、彼を想う人がいる。

　私は、きっと自信がないんだ。たかがこんなことを黙って見逃せないほどに。いつか誰かに彼を取られる。そういう気がしてならない。

　他の人の影に、怯えている。

「秋穂？」

　東吾が立ち上がり、私のそばに近づいてきた。

「わかってるのよ、頭では。私は東吾にふさわしくない。可愛くないし、だらしないし、強気だし。東吾の好きなタイプじゃない。東吾はモテるし、たくさんの女の子が東吾を狙ってる。いつか、私じゃない誰かに東吾を取られる。私はわかってるよ」

　一気に告げる。

「は……？　なんだって？」

　彼の眉がぴくっと動く。

「お前は、今度はなにを言いだした？」

　彼はそう言ってから、なにかを察したようにハッとした顔になった。

「秋穂、風呂場にあったものを気にしてるのか」

　私は黙って、ただ彼を睨んだ。

「……やっぱりそうか。一年ほど前に付き合っていた彼女の私物だよ。あれは昔に忘れていっただけで、今はもう彼女とは会っていないよ。俺が捨て忘れていただけだ」

「もう会っていない人のものが、どうして棚の目立つところにあるのよ」

　彼の言葉が都合のいい言い訳に聞こえる。信じないといけないのに。

「お前は普段、大雑把なくせに、急にどうしてそんなことを気にするんだよ。だいたい俺はモテてなんかない。俺を見て騒いでる女は、そうすることを面白がってるだけだ。気持ちを真剣に伝えてくるわけでもない。それはモテてるって言わないだろ。今の俺にはお前しかいない」

　私にわかってもらおうと、必死になって話しているように聞こえるけれど、その顔は呆れたような表情だ。

　そんな彼を見て、納得するどころかさらに続けてしまう。

「今は？　一年前の彼女とも、ずっと一緒にいるつもりだったんでしょ。だけど今は違う。私ともそうならないと言えるの？」

　いちいち言い返す私の話し方は、ケンカのときと同じだ。可愛く素直な女になる、と彼に昨日誓ったばかりなのに。

「今は私だけなら……明日は？　明後日あさっては？　それとも一年後は？　東吾は私の隣にいるの？　東吾のことが好きな子を、東吾が好きにならないとは言いきれないでしょ。他の人の影が見えると不安なの。どうしてこんな気持ちになるの？　自分がわからない。東吾のことを信じてるのに」

　聞きながら怖くなった。視界が涙で霞かすんでいく。

「だからなんなんだよ。あんまり可愛いことを言うなって。今から会社だっつうのに!!」

　苛ついたような答え方をされ、ビクッとして彼を見上げる。だけど彼は笑顔だった。

「怖いのよ。自信がないの。東吾にとっては大したことじゃなくても、私にとっては不安材料なの」

　正直な気持ちだった。

　東吾にしたら、私の嫉妬など、面倒以外の何物でもないだろうと思う。だけど言わずにはいられなかった。

「お前……。また俺の仕事の邪魔をする気なんだろ。そんな可愛いことを言われると、アイデアもなにも思いつかなくなる。それは俺を打ち負かす新手の戦法なのか？」

「戦法？　そんなものないわよ。だって私たち、仕事の実力は互角でしょ」

「バカを言うな。お前なんて俺の足元にも及ばないよ」

「なにを勘違いしてるの？　自惚れもそこまでいくと大したものね」

　話しながら気づく。論点がすり替わっている。東吾がうまく私の気を引いたことを察する。

「自惚れもするさ。実際俺は、すごいからな。悔しかったら今回の病院の案、俺よりいいものを考えてみろ」

「望むところよ。見てなさい」

　目を見合わせて、お互いに「ぶっ」と吹き出した。

　シリアスな話なんて、私たちには似合わない。素直になれないときは、こうしてケンカをしたらいい。

「女の忘れ物ひとつでここまで追いつめられるとは。俺はお前の思うがままだな。さっきの話だけど、一年後も俺に隣にいてほしい？」

　急に話が戻り、甘い空気が彼のほうから流れてくる。

「一年もしたら、ケンカばかりで疲れてる頃のはずだけどなぁ。俺はこんなだし。きっと変わらないぞ？　それでも一緒にいてほしいのか」

「うん。離れたくない。私の隣にいてほしい。いなくなったりしないで……」

　唇がカタカタと震えているのが自分でもわかった。

「やっぱりお前は変わってる。もの好きな女だな。俺はお前の思い通りだから、秋穂がそうしたいと言えば、そうなるだろうな」

　優しく包み込むような笑顔の彼に、もうなにも文句を言う気は起きなかった。私の嫉妬の炎を呆気なく消した彼を、好きになってよかったと心から思った。

　私みたいにひねくれた女は、東吾じゃなければ扱いきれないだろう。

「東吾……」

　そのまま彼に飛びついた。彼の足元がふらつき、そのままソファに押し倒したような体勢になる。

　彼を見下ろすと、私の髪が肩から垂れた。髪から落ちる雫しずくが、彼の胸にかかる。

「こら。シャツが濡れる」

「こんな時間に着替え終わってるほうが悪いのよ。早すぎでしょ」

「あ、あの、秋穂。いいから離れて。そんな格好で朝からくっつくな」

「うるさい男ね。シャツくらい……」

「違う。離れろ！　我慢できなくなるだろ」

　彼の言い方で事態を把握した私は、彼からパッと離れて起き上がった。

「バッ……バカ」

　赤くなって目を逸らす。

「あ。頼まれてたパンツはそこな」

　彼が指差したテーブルの上のショーツを、パッと素早く取る。

「あ、ありがと。……見ないでよ。エッチ」

「あの。買ったのは俺ですけど。なんでエッチとか言われるんですか」

　返事をせずに、勢いよくバスルームに戻る。

「じゃあ、朝飯食ったら出るぞ。遅刻なんてしたら、課の連中にまたなにを言われるか。怖っ」

　彼の声がキッチンから聞こえる。

「やばい、マジで遅くなる。秋穂。早くしろよー」

　素直じゃなくてごめんね。信じてないわけじゃないけど、どうしても不安だったの。

　心の中で彼にそっと呟いた。













元カノ襲来［東吾Ｓｉｄｅ］




「おはようございます」

「お疲れ様です」

　俺と秋穂が揃ってフロアに入ると、中にいたすべての人間が顔をこちらに向け、俺たちを見た。

　昨日から何度目だよ、このパターン。いい加減にやめてくれないかなぁ。

「やあやあ、ご両人。昨日は貴重な時間をお引き止めして悪かったなぁ!!　あれれ？　野田、服が昨日と同じだぞぉ。いややや、まいったなあ!!　俺もそろそろ本気でタキシードをあつらえないと！　わはははは」

　俺と秋穂は、豊田部長のハイテンションに突っ込む気力もなく、曖昧に笑った。

　朝から一気に疲れた気分になる。無言でとぼとぼとデスクに向かい、静かに席に着いた。

　ふと顔を上げると、秋穂も俺を見ていた。クスッと笑い合ってから図面と向き合う。

　いいなぁ。愛しの彼女がいつも正面にいて笑いかけてくれる、この夢のようなシチュエーション。昨夜の彼女も、息を呑むほどに綺麗で可愛かったよなぁ。

　終業後はふたりでおいしい夕食を食べてから帰ろう。今日は秋穂の部屋がいいよな。きっと汚れているだろうから俺様が掃除をしよう。それからは……。ああ、楽しいな。

　ニヤニヤしながらいろいろ考えていると、肩をツンツンとつつかれた。

　怪訝に思いながらゆっくり振り返ると、真横にあったのは、隣のデスクにいる純一の満面の笑みだった。

「ずいぶんとご機嫌じゃねぇか、東吾。あれから帰ってどうしたんだよ～。豊田部長が言うように、彼女の服が同じだよなぁ。それにさ……」

「それに？　なんだよ」

　純一の話をビクビクしながら聞いていると、急に彼は意味深な笑いを浮かべた。

「それに……野田の右耳の下にさ、ばっちり見えてるよ」

　ん？　耳の……下？

　秋穂の首筋にサッと目をやる。

　げっ!!

　気づかなかった。そこには俺がつけたと思われるキスマークが、純一が言う通りにペタリと貼りついている。

「いいよな～、あんな美人とお楽しみなんてさ。羨ましい限りだよ。俺にも春が来ないかなぁ」

　俺にはもう、純一の話を聞く余裕なんてない。

『おいっ』

　口真似とジェスチャーで秋穂を呼ぶ。

『おい！　あ、き、ほ！』

　手足をパタパタと動かす俺の怪しい仕草に、秋穂がふと気づいた。

　俺は自分の首筋を指し示す。彼女は首をかしげて俺を見ている。

『こ、こ！　か、く、せ！』

　不思議そうな顔をしている彼女には、伝わってはいないようだ。

　ああ、そうだ。彼女はバカなんだった。……って、なんとかしないと。

　そう思っていると彼女は、コンパクトミラーをデスクの引き出しから取り出し、自分の首を映して見た。

　秋穂の顔が驚きの表情に変わる。彼女は髪を前に垂らして、それをサッと素早く隠した。

　やっと伝わった。ほっとする俺を秋穂がキッと睨む。

　あれ。怒って……います？　さらに彼女がなにかを言っている？

　口の動きで読み取る。

『さ、い、あ、く！　ア、ホ！』

　まあ……いいけどね、別に。これでも幸せだからな、一応。

「赤崎くん」

　そのとき、出入口から俺を呼ぶ声がした。

　振り返るとそこにいたのは、秘書課の中なか森もり有ゆ美み子こだった。

「ちょっといい？　朝礼までまだ時間あるでしょ」

「ああ」

　軽く返事をして立ち上がる。秋穂が俺と有美子を見比べて、今朝のような不安な顔をする。

　大丈夫だって、なにもないから。

　心の中でそっと秋穂に呟いてから、俺は有美子についていき、フロアを出た。

「どういうこと？　野田さんと結婚するだなんて」

　廊下の突き当たりまで来て、俺を振り返った有美子がいきなり尋ねてくる。

　は。結婚……？

　人の噂とは、まるでルールのない伝言ゲームのようだということがわかる。ほんのわずかな間に、噂はとうとう結婚秒読みとまでなってしまったらしい。面倒くさいので、あえて否定まではしないでおこうと勝手に決める。

「もしそうだとして、君になにか迷惑をかけるのか？」

　俺が彼女から目を背けたままで言うと、有美子は信じられないことを語り始めた。

「迷惑よ。私は東吾とよりを戻したいと思っているから、彼女は邪魔なの。ねえ、私とやり直さない？」

　彼女に目を向け、絶句した。

　確かに一年前までは、有美子が好きで夢中で追いかけていた。美人で高たか嶺ねの花だと言われていた彼女に告白されて、有頂天になっていたのだ。

　秋穂がバスルームで見つけたクレンジングクリームも、有美子の置き土産みやげだ。取りに来るかと思って捨てなかったのが間違いだった。

　有美子のことは、あの頃はなによりも大切にしていた。

　でも彼女は俺に隠れて証券マンと見合いをしたのち、その縁談が決まりそうになった途端に、あっさりと俺に別れを告げたのだ。呆れて怒る気にもなれなかったことを思い出す。

　あれから彼女の縁談は結局、破談になったと聞いたが、なんとも思わなかった。ただ、自分のバカさ加減に傷ついた。

　それ以降、誰かに本気になっても、いずれ別れが来るのだから無駄なことだと思い込んでいた。この先誰かを好きになることなんて、俺にはないのかもしれないと本気で考えていたのだ。

　そんな過去をようやく忘れて、秋穂が好きだと気づいたんだ。今の俺はもう、有美子に興味はない。

「言いたいことはそれだけ？　返事はノーだよ。じゃ、戻るわ」

　向きを変えて歩きだした俺に、有美子は背後から抱きついてきた。

「ちょっと、やめてくれ」

　咄嗟に、誰かに見られたら大変だと思い周囲を見渡した。秋穂にまたしても誤解されたら困る。

「離れてくれ」

　彼女の身体を引きはがそうと躍起になり、離れた隙に逃げるようにこの場を去ろうとした。誰も見てはいなかったのが幸いだ。

「待って！　東吾、ごめんなさい。あのときはわからなかったの。あなたの想いに気づけなかった。今はわかるのよ。東吾が本気で愛してくれていたことが」

　嘘をつくな。今さらなんだ。君にわかるはずがない。

　そう言おうとしたが、足を止めずに歩き続けた。なにも答えない俺を追いながら、彼女の言い分は続いていた。

「お見合いの相手とはなにもなかったのよ？　本当はすぐに気づいたの。お見合いした瞬間に、東吾を愛してるって。でも言えないでしょ？　親戚の勧めで断れなかったとはいえ、お見合いしてあなたを裏切ったんだから」

　いやいや。確か君は、あのときこう言ったよな。

『私と別れてほしいの。私、お見合いしたわ。そこで運命的な出会いをしたの。結婚相談所にまで行った甲か斐いがあったわ。だから邪魔しないでね？』

　別れを告げられたときの、有美子の冷たい目線と言葉が思い起こされる。

『だいたい私が、あなたに本気になるわけないでしょ。女にきゃあきゃあ言われて、いい気になっているようないい加減な男に。あなたを本気で好きだなんていう人が、これから現れるかしら。おそらくいないわね』

　当時は否定できなかった。確かに仕事も順調で、女にもよく騒がれた。有美子を妬やかせようと、わざと誘いに乗るフリをしたこともあったのは事実だ。有美子にいい加減だと思われたとしても仕方がないと感じた俺は、別れを受け入れた。

「野田さんだって、今はあなたを好きだと言っていてもわからないわよ？　あなたの外見に惹かれているだけかも。いずれそれに気づいて、いなくなるわ」

　彼女のひとことに、俺は足を止めて振り返った。

　秋穂がいなくなる？　外見だけだと？　確かに俺を見て『格好いい』だなんて言っていたが。

「彼女もモテるもの。あなた以上の真面目な人が現れたら、そちらを選ぶに決まってる。だけど、私は離れないわ。東吾が好きだと一度離れてわかったんだから。あなたからはもう二度と離れないわよ」

　そうだろうか。

　これまでに、秋穂の行動や発言から好意を感じたことなどなかったのは事実だ。むしろ、悪意と敵意しかなかった。

　有美子が言うように今だけなのか。俺たちふたりは、やがてまた元に戻るのか？

　有美子は呆然としている俺の正面に回り、顔を見上げた。そんな彼女を見つめ返す。

　好きでたまらなかった女が、俺からもう離れないと言っている。

　秋穂とはまだ、なんの確証もない。昨日初めてお互いに好きだと気づいたばかりだ。

　俺は……また、好きだと本気で思った女に捨てられるのか？

　だとしたなら今、どういう選択をしたらいいのか。答えはもう、見えている。

「有美子、君が本当に好きだった。あのとき君に振られなかったら、今頃はもう結婚していたかもしれない。だけど……」

　そのとき、背後に視線を感じた。話を中断して振り返る。

　そこには目を見開いて、青ざめた顔をした秋穂が立っていた。

「秋穂」

「東吾、本当なの？　中森さんが今も好きなの？」

「え。いや……違……」

　動揺してうまく言えない。

「東吾のアホ!!」

　涙を流しながら秋穂が叫ぶ。

「秋穂！」

　彼女は一瞬俺を睨んだあと、すごいスピードで走り去る。

「秋穂！　待て!!」

　有美子の身体を押し退のけて彼女を追いかける。

　待て!!　違う！　今は秋穂しかいらない。お前に捨てられたら俺は立ち直れない。

　秋穂はそのまま走って、フロアの中へと消えていった。構わず俺も、室内に飛び込むように入る。

「秋穂!!」

　いきなり全速力で飛び込んできた俺たちを、中にいたみんなが驚いた顔で見る。

「聞けって！」

「嫌！　バカ！　あっち行って!!」

「違うんだって!!　有美子とはもう終わってる！　断ろうとしてたんだって」

　デスクを挟んで言い合う。

「好きだって！　結婚したいって彼女に言ったじゃない!!　中森さんが帰ってきたなら、私は用済みってことよね」

「バカ!!　彼女に振られなかったらって言っただろうが!!　どうせ盗み聞きするならきちんと聞け！」

「バカは東吾でしょ!?　あちこちで同じことを言って！　今は江戸時代じゃないのよ？　恋人も結婚相手もひとりだけよ!!　知らないの!?」

　フロアの中は、俺たち以外は静まり返っている。息を切らして睨み合う俺たちを、みんなは呆気に取られて見ている。

　さらに、俺たちの怒声がフロア中に響いていたらしい。気づくと、あちこちの課から見物客が流れ込んできている。

　また注目を浴びている。どうして俺たちは、なにかにつけてこんなに人の目を集めるのだろう。だがもう、お互いに止まらない。

「さっさと愛しの結婚相手の元へ戻りなさいよ、アホ崎」

　その言い方にムカッとくる。

「違うっつってんだろ。有美子とは終わってんだよ、ゴリ子」

「ゴリ子ですって!?　ネコに改名したんでしょ。全部嘘ばかり。信じられない！」

　秋穂が叫んだ。

　やっぱり有美子の言葉通り、いずれいなくなるつもりなのか。無理なのか。

　いくら好きだと言っても、お前だけだと言っても。

　お前を愛してると言っても？

「……だ」

　もう今の俺にできることは、たったひとつ。

「なによ。はっきり言いなさいよ！　別れてほしいならそうするわよ」

「秋穂が好きなんだ。別れたくない。これからもお前と一緒にいたい」

　自分の気持ちを精いっぱい伝えること。そうしないと、なにも始まらないから。

「俺を信じてくれなくてもいい。捨てられたくない。お前を……愛してるから」

　まわりには大勢いるはずなのに、相変わらず静まり返っている。

　あり得ない。俯きながら今にも泣きそうな声で彼女にすがる俺は、本当に格好悪く見えているだろう。

　公開告白、第二弾。なんで俺が、ここまでショーをサービスしなきゃならないんだ。

「東吾、それ本当？」

　そっと顔を上げて秋穂を眺める。その目を見つめ、しっかりと頷く。

　すると彼女は、険しい表情をふと緩めて微かに笑った。

「仕方ないわね。そんなに私が好きなら、一緒にいてあげてもいいかな。私に捨てられたら悲しいんでしょ」

　くそ。嬉しそうな顔をして、偉そうに。

　だが秋穂の言う通りだ。彼女に捨てられたら、たまらない。

「俺のそばにいて。そしたらわかる。俺が、お前しか好きじゃないことが」

　俺が言うと、秋穂がデスクの向こうから回り込んでこちらに駆けてきた。そのまま飛びついてきた彼女の身体を抱きしめる。

　いつまでもお前とこうしていたい。俺だけのものでいてほしい。

「秋穂。どうしてわからないんだ。君は騙されてるってことが」

　突然響いたその声のほうをふたりで見ると、そこには黒木課長がいた。

「昨日言ったじゃないか。赤崎は本気なんかじゃない。中森さんと二股をかけられてるんだよ」

　秋穂の身体をそっと離し、黒木課長のほうを向いた。秋穂は俺の服をギュッと掴んでいる。昨日のことを思い出したのだろう。

「あなたに俺のなにがわかるんですか。俺は好きな女を苦しめたりはしない」

　彼を睨みつける。

　秋穂が本気で好きなら、卑劣なことをするべきではない。そんな方法では、どんなに追いつめても彼女の心を手に入れることなどできはしないのだから。

「秋穂、こっちに来るんだ。俺が赤崎から君を守ってやるよ」

　少し離れていた彼が、こちらへやってくる。一歩一歩近づいてくる彼を警戒して、俺は彼女をかばい、前へ出た。

「どくんだ、赤崎。秋穂を渡せ」

　黒木課長は手を伸ばして言う。

「嫌……東吾……」

　彼女の声が震えている。

「あなたは間違っている。ここにいるのは秋穂の意思だ。彼女は渡せない」

　緊迫した雰囲気に、まわりの人たちは何事かという顔をしている。

　俺の目前で足を止めた黒木課長は、じりじりと燃えるような目で俺を睨んでいる。昨夜の駐車場で見た目と同じだ。

「彼女のことは諦めてください。俺は二股なんてかけてはいません。真剣に彼女が好きなんです。あなたの好きな人を不幸にはしません。俺を信じて任せてください」

　彼を見据えたまま言いきる。

　そうだ。この人も俺と同じで秋穂を大切に想い、幸せになることを願っている。その気持ちが歪んで、壊れかけているだけだ。

　しばらく睨み合っていると、伸ばされていた手がスッと引いた。

「そうか。君が本気なら仕方ないな」

「黒木課長」

「どうしても君たちが本気だと思えなかった。疑いだしたらきりがなくて……ちょっと、どうかしていた」

　絞るような声で言うと、黒木課長は「ふっ」と鼻で笑った。

「……もういい。どうやらもう、無駄なようだ」

　そのまま俺たちに背を向けると、彼は元来たほうへと歩きだした。

「黒木課長、昨日のことは上に報告しますから」

　俺が言うと彼は振り返り、俺をチラッと見た。

「ああ。好きにしてくれ」

　それだけ言うと、彼は出ていく。

「仕方ないわね。私も降りるわ。バカバカしくなっちゃった」

　もうひとりの声に、今度はそちらを見る。いつの間にいたのか、腕を組んだ有美子が、俺たちを見ながら壁にもたれていた。

「よかったわね、本気の人がいて。面倒くさいから、私はもういいわ。さっきの話は聞かなかったことにして。ただ、後悔しても知らないわよ」

「後悔なんてするかよ」

　俺が言うと、有美子はクスッと笑ってから去っていく。

　……重大なことを忘れていた。

　ふと見渡すと、ニヤニヤと俺たちを見つめるたくさんの瞳がある。

　いきなりワッと歓声が上がった。

「うっわ!!　マジかよ。すっげぇ」

「信じられない！　赤崎くん格好いい！」

「タキシードを買いに行かねば！」

「ラブラブじゃん!!」

　……ああ。どうしてこうなる？

　額を押さえて目を閉じる。

「だいたい、東吾が調子に乗ってるからこんなことになるのよ。中森さんとのことがなかったら、黒木課長だって出てはこなかったはずよ」

　秋穂が言った。俺はまぶたを開いて彼女の顔を見る。

「中途半端で八方美人で、ろくなもんじゃないわね」

　は？　……確かにそうだけど、そんな言い方しなくてもいいだろ。

「お前が、有美子とはなんでもないのに信じないからだろ。聞き分けが悪くて扱いにくい。いちいち説明しないと理解できないんだから、低レベルな頭脳だよな、本当に」

　嫌味を織り交ぜて言い返す。

　秋穂のおかげでまたしても公開告白するはめになり、恥をかいたんだ。これくらい言ってもいいだろう。

「聞き分けが悪い？　その低レベルの女に泣いてすがったのは誰よ！　俺を捨てないで～って。一緒にいてあげるって言ってんだから感謝しなさいよ。低レベルなのは東吾のほうよ」

「なんだと!?　このゴリラ女」

　さらに言い返しながら思う。

　本当に俺は、なんでこんな女を……。

　好きになった理由を考えるが、どうしてもわからない。

「ちょっと！　もっと言い返してきなさいよ！　その程度？」

　再びファイティングモードになっていく秋穂を見て、よく疲れないな、と感心する。

　信じられない。アホで生意気で、気が強い。それをわかっていて、そんな彼女が好きでたまらない。

　これが俺の運命なのか？　それとも俺って、まさかのマゾ!?

「返事しなさいよ！　アホ崎!!」

　うるせぇな。お前がそんなだから、俺が余計なことを考えそうになるんだ。

　彼女の身体をぐっと抱き寄せる。

「きゃ！」

　そのまま耳元で囁いた。

「なあ、今日も俺の部屋に来るか？　それとも俺が行くか？」

「なに言ってんの！　行くわけないでしょ。来なくてもいいから」

　急に優しく言うと、彼女は一瞬目を見開いたが、すぐに真っ赤になって断ってきた。

　これは相当怒っているな。

　そう思い、悲しそうな顔を作って彼女を見つめた。

「来ないのか？　来いよ。寂しいだろ。秋穂……愛してるからさ」

「え？　え？　な、な、な、な……」

　オロオロし始めた秋穂に、そのまま素早くチュッとキスをする。

「やだ。誰か見て……」

「見てない。みんな勝手に盛り上がってる。お前の機嫌が直るまでキスしてやろうか？どうせもう公認なんだし。たとえ見られても、今さら恥ずかしくはないよな」

　そっと顔を近づけていく俺に、彼女は焦ったように言った。

「わかった!!　わかったから行くわ！　行くわよ」

　俺はニヤリと笑うと、顔を元の位置に戻した。ズズッと俺から離れた彼女を、愛しく甘い視線で見つめる。

『さ、い、て、い』

　彼女の口がパクパクと動く。

　なんとでも。その最低な男に惚れたのはお前だろ？

　そう思ってデスクへと戻ろうとしたとき、彼女がまだこちらを見ていることに気づいた。

　あれ。続きか？

　再び秋穂の口を見つめる。

『あ、い、し、て、る』

　俺は一瞬、固まる。

　や、やばい。だから、これから仕事だって。そろそろ始業時刻になる。

　彼女から目を逸らし、デスクに戻るが、顔が緩んで仕方がない。やっぱりしばらくは仕事どころじゃなくなった。

　さっきまで、どうして俺はこんな女がいいのかと考えていたのに、今は強気で生意気な女も退屈しなくていいな、なんて思っている。

　今夜は強気な彼女を、とろけるほどの愛で包んでやろう。きっと、俺にしか見せない可愛い顔になるはずだ。いつまでも俺だけの秋穂でいてほしい。

『俺様と張り合おうなんて思うなよ？　お前には百億年早いんだよ。俺の愛を超えるものなんて、どこにもないからな！』

　向かいのデスクにすました顔で座る彼女を見ながら、そっと思った。
















君より欲しいものなんてない
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「お前……。これはないだろ？　こんなところに出窓があるからおかしいんだよ。しかもこのビラビラの派手なレースカーテンは嫌がらせなのか」

「嫌がらせですって？　なに言ってんの。東吾には、この繊細で美しい情景が想像できないの？　やっぱりセンスないわねぇ！」

　わざとらしく驚いた顔をする彼女に、面倒に思いながらも言い返す。

「想像したくもないね。いい年して乙女みたいな妄想すんなよ。いいか、ここは市民ホールなんだぞ。あんまりおバカな冗談は通用しないんだ。他社に横取りされるだろ？」

　今は企画会議中。市民ホールの改装の権利をかけて、企画チームが結成された。

　少し前に秋穂とペアで取り組んだ病院の内装の仕事は、残念ながら獲得できず、その反動もあり今回はみんなの気合も十二分だ。

　立ち上がって身を乗り出しながら、またしても彼女と言い合う。

　やたらと装飾や色を入れたがる彼女のデザインと、シンプルかつシャープにと飾りを取りはらう俺のデザインは、相変わらずまったく対極の位置にある。

「だからね、市民ホールだからこそ華やかにするべきなのよ。カーテンを地味にしたら、暗く重い雰囲気になる。残りのスペースに色を取り入れる場所なんてないじゃないの」

　彼女の意見を聞いて、確かにそうだとも思う。だけど、このままの案を丸ごと認めるわけにはいかない。レースカーテンだなんて、産院やエステサロンじゃあるまいし。

「それが一理あるとして、カーテンを明るい色にするまではいい。じゃあ、なぜ手すりの素材がゴールドステンなんだよ。きらびやかじゃなくて、これじゃいきすぎて下品だ」

「なっ!!　な、な、な、なっ」

　そこで豊田部長が、見かねたのか口を挟む。

「あー、コホン。意見を言い合うのは大いに結構なことだが、少し冷静に話そうか。今は一応、会議中……なんだが」

　睨み合う視線を逸らすと、まわりで固唾を呑んで俺たちを見つめる、たくさんの視線に気づく。

　い……いかん、つい。

　秋穂と言い合いになると、周囲がまったく見えなくなる。

　いつもそうだ。彼女は俺に自分を見失わせる名手なのだ。熱いばかりじゃなく、ときには甘くも。

　そのとき、純一が静かに立ち上がった。

「豊田部長。赤崎くんの案も野田さんの案も、施主である役所の意向をうまく取り入れており、甲乙つけがたいと思います。他に目立った案もないことですし、ここはふたりの折衷案で取りまとめてはいかがでしょう」

「おお、それはいい。まあ、このふたりに任せておけば……ぐふふ。いや、失礼。そういうことで異存はないか」

　パチパチと拍手が沸き起こる。純一は俺にウインクしながら席に着いた。

　俺が秋穂をふと見ると、彼女は相変わらず俺を睨んだまま、いつもの口パクで呟いてきた。

『あ、ほ』

　そのあと、フンッと俺から目を逸らす。

　本当に可愛くねぇ。

　そんな秋穂を見ながら軽くため息が漏れる。再び秋穂が口を動かす。

『み、る、な。あ、ほ』

　本気で……あり得ない。

　負けじと俺も、彼女に言い返す。

『か、わ、い、い』

　秋穂の顔がボンッと赤くなる。

　まいったか。

　しかし俺も……重症だな。まいっているのは、どうやら俺のほうみたいだ。

　そのまま会議が終わり、会議室を出る。

「お前らも相変わらずだなぁ。企画会議中に言い合うとは。そんなので本当にうまくやってんのか？　秋穂ちゃんのことが手に負えなくなったら、遠慮なく俺に言えよ。彼女をお前の代わりに幸せにしてやるからな」

「バカ言え。間に合ってるよ」

　智也にからかわれて、つい大きな声を出してしまう。

　彼のニヤニヤ顔が、俺を嬉しそうに見ている。

「冗談だって。そんなビビんなよ。だいたい、秋穂ちゃんも東吾以外見えてないじゃん。好きでたまりませ～んって顔で、お前を見てる」

「は。どこがだよ。全然感じないんだけど」

　秋穂の先ほどの睨み顔が頭に浮かぶ。

　あの目が、俺を好きでたまらないだと？　智也は彼女のなにを見てそう思ったんだ。

　彼女と付き合うようになってから、早二ヵ月。会社では相変わらずの態度だし、家でも俺に甘えてくるのはナニをしているときだけ。

　最近では、触れ合うことすらなく寝床に入る日も少なくない。いつでも秋穂をこの腕に抱いていたいのは、もしかして俺だけなのかとすら思う。

「東吾、さっきの市民ホールの壁紙のサンプルを探したいの。資料室に付き合ってくれる？」

　背後からかけられた声に、智也とふたりで振り返る。

　そこには秋穂が、相変わらずの不機嫌そうな顔で立っていた。

「私が独断で探すと、また暴走しそうだから。お願い」

「あ。今、東吾と君の話を……」

「智也、余計なことは言わなくていい。わかった、行くぞ」

　俺はそう言って、さっさと先に歩きだした。秋穂も黙ってついてくる。

「ごゆっくり～。資料室で変なことすんなよぉ～」

　智也のおかしなかけ声を背に、無言で歩く。

　変なことにはならない。最近じゃ甘えてくることもなくなった、今のこいつとはな。

「東吾、さっきの会議でのことを怒ってるの？」

　早足で進む俺の態度に、彼女はなにかを感じ取ったらしい。

「別に」

「なんか怒ってない？」

「怒ってねぇ」

　確かに俺は苛ついていた。会議でのことがどうとかではない。智也とのなにげない会話の途中で、秋穂を好きなのは俺だけかもしれないと思ったのだ。

　秋穂は俺が気持ちを伝えたときに、その場の雰囲気で俺を好きだと錯覚しただけかもしれない。

　黒木課長に追われて弱気になっていた秋穂の、わずかな隙を突くように愛を告げた。もちろんそれは単なる偶然で、狙ったわけでも計算をしたわけでもない。だが結果的に、俺の存在は弱気な彼女の支えとなったのだろう。

　だけどその問題がなくなって、秋穂が立ち直った今、俺への気持ちが錯覚だったと気づいてしまったら？　そうなれば俺は、彼女にとって必要のないものとなるのだ。

「ねぇ、東吾。最近なんだか変よ。やっぱり怒ってるわ」

　資料室に入ってすぐに、秋穂は先ほどの話を蒸し返してきた。

「どこがだよ。俺は普通だけど」

「なんか……冷たいっていうか。私を……避けてない？」

　不安そうな目で俺を見ながら首をかしげ、甘えるような声で彼女が言う。

　ドキッとした。思えば、お互いの部屋に行き来する回数も激減している。

　これまでは毎日のように一緒にいたのに、二日、三日……と間隔が大きくなっていた。なんとなく誘い合えない日が多くなっている。

「避けてねぇ。ってかお前だろ。俺を寄せつけないのは」

　話しながら、だんだんと腹が立ってきていた。

　俺が悪いのか。また全部俺のせいなのか。

「え、なに言ってんの」

「一緒にいても、俺が近づくと嫌がるだろ」

「別に嫌がってなんかないよ」

　彼女は、思いがけず言われて驚いた、というような顔をした。

　自覚すらないのか。俺に対して関心が薄くなっている気がする。

　もうダメなのか、と初めて本気で考えた。俺は、お前のそばにいるべき男ではなかったのかもしれない。

「ね。東吾、どうしたの」

　手にしていた壁紙のファイルをテーブルにバンッと置くと、秋穂の両手首を掴んだ。

「きゃ!!」

　そのまま彼女を本棚のある壁に追い込み、その身体を押しつける。

「なっ……東吾！」

　驚いて俺を見上げる彼女に、ぐっと顔を近づける。

「やめてよ。手を放して」

　動揺した様子で目を背ける彼女を、じっと見つめる。

　放せと言われ、さらに怒りと苛立ちが襲ってくる。

「本当に、俺を怒らせるのがうまい女だな。ああ、わかってるよ。実はもう全部知ってる。秋穂の心にはもう、俺がいないってことをな」

「は？」

　彼女がきょとんとした顔をしながら、俺に視線を戻した。

「どうしてそう思うの？」

　聞かれて思い返す。

『今日はひとりでいたいの。最近お互いにプライベートな時間が減ってきてるじゃない？　私はやりたいことがあるから、東吾もそうしたらいいわ。私も少しは自立して、東吾離れをしないとね』

　昨日、終業後に秋穂を思いきって誘うと、彼女はそう言って笑った。

『離れる必要なんかないだろ。やりたいことってなんだよ』

　今の俺にとっては、秋穂と過ごすこと以外にやりたいことなんて特にはない。ふたりでいることが、プライベートを削るだなんて考えもしなかった。

　ただ楽しくて、幸せだと思っていた俺にとって、秋穂の意見は衝撃だった。

『別になんでもいいじゃない。今日はこのまま帰るわ』

　言葉を濁して、俺の心に軽いしこりを残し、彼女は帰っていった。

　初めは盛り上がって、相手を深く知るまで夢中になって付き合ってきたけど、秋穂はもしかしたらもう、別のことに目を向け始めているのかもしれない。

　俺たちの関係は二ヵ月の間に、俺がひとりで彼女を追うだけのものに変わってしまったのか。

　冷静になって一旦考えだすと、いろんなことが次々に当てはまる気がしてならなかった。秋穂の気持ちに気づかないフリをしながら、このまま惰性で付き合っていくことなど俺にはできない。いい加減な気持ちで秋穂を好きなわけではないからだ。

「初対面のときから、お前は嫌なやつだった。今になって思えば、これが目的だったんじゃないのか。大嫌いな俺から心を奪って、最後に捨てるのが。想像通りのいい趣味だな、ゴリラ女め」

　本当はそこまで思ってはいない。彼女も確かに本気だったと、ずっと感じていた。

　だが怒りが交ざり、冷静さを失っている俺にはこんな言い方しかできない。心変わりを止める術すべなど、どこにもないのだから。

「と、東吾。頭でも打ったの？　そ、そっか、映画だ！　なにキャラなの？　私はなにで返そっかな！」

　真剣に話す俺に、いつもの冗談で明るく言いながら、気持ちをごまかそうとする秋穂を追いつめる。彼女には俺の言いたいことがわかっているはずだ。

「頭は残念ながら平気だ。映画のキャラでもない。これはオリジナルだ。俺は真面目に話してる」

「は……」

　俺の返答に秋穂は固まった。

　もう言い逃れできないだろ。今日は逃がさない。はっきりさせてやる。

「答えろ。俺をもう好きではないのか。もしそうなら解放してやるよ。残念ながら俺とお前が別れるのを、列を成して待ってる乙女たちがいるんだよ」

　秋穂は目を見開いて、瞬きもせずに俺を見ている。

　今言ったことはすべて嘘だ。解放なんてしてやるかよ。俺をもう好きじゃないなら、意地でも振り向かせてやる。何度でも。

　逃がさない。お前は俺のものだ。

「うっ……」

　秋穂の目が、突然潤み始めた。

「う、ううっ。ひっく」

　掴んだ手首がカタカタと震え始める。

　ま……まずい。少しやりすぎたか？

　――ガンッ!!

「いで!!」

　そのとき突然、彼女のヒールの踵かかとが俺のスネを蹴り上げた。俺は秋穂の手を放して、その場に倒れ込んだ。

「ってぇな!!　なにすんだ!!」

　顔を上げた俺を、秋穂が涙に濡れた目で冷ややかに見下ろす。

「本当にバカね。こんなにくだらない男だったとは。私こそ、想像以上だわ。東吾のほうが私を怒らせる天才よ。そんなに言うならいいわ。教えてあげるわよ。私の考えていることを」

　そう言って彼女は突然、俺の身体の上にドスンッ！と馬乗りになった。

「うわ!!　な、なんだ!!」

　喚く俺を真上から見下ろし、そっと彼女が顔を近づけてくる。

「なにをする気だ、秋穂！」

　俺が手を伸ばしてその身体をどかそうとすると、彼女は俺の手をサッと掴んで、床にダンッと押さえつけた。

　マ、マジですか。このまま殺される……？

「アホ崎。あんま調子こいてんじゃないわよ」

　う、うわ……。こ、怖いんですけど。

　静かに見下ろされて、背筋がゾッとする。

　目が……マジですね。

　その直後、いきなり秋穂は俺の唇を塞いできた。

「んん！」

　くっ、苦し……っ。

　俺がジタバタすると、スッとその唇が離れ、また柔らかく触れてくる。

　こ……これは？

　彼女は深く、優しく、ゆっくりと、舌を絡めてくる。

　どうして？

　やがて顔を上げると、うっとりとした目で俺を見下ろした。

「あ、あの。秋穂？」

「好き。東吾が好き。愛してるよ。本当にわからないの？　どうして私の気持ちが離れてると思うのよ」

　ついさっきまで俺を睨んでいたのに、とろけそうな視線に変わっている。

　囁くように言われ、豹ひょう変へんした彼女のことがわからず、俺の頭がついていけない。頭上に『？』が飛び交っているような状態になる。

「は……」

　最近は俺が近寄るとササッと離れ、誘うと『眠い』と背を向け、会社では今まで以上の反抗ぶり。

　目が合えばパッと逸らし……その他もろもろ。

「愛してるだと？　なんで」

　俺が、まるで信じられないというふうに呟くと、秋穂は俺の頬に優しく触れた。

「なんで、って。さあ、なんでかしらね。あなたみたいなアホ男に骨抜きにされるなんて。私が聞きたいくらいだわ」

「お前……俺が嫌になったんじゃないのか？」

「嫌になれるもんならなりたいわ。でも……無理だもの。ね、東吾。抱いて？　そしたら私の気持ちがわかるから」

　彼女が俺を見つめる視線は、どう見ても俺のことが好きだという甘いものだ。掴んでいた俺の手を放すと、そっと優しく握り直し、キスをする。

「……は？　なんだと!?　今？　……ここで!?」

「そうよ。東吾が欲しくなっちゃった。私がどうしたいか全部教えるって言ったでしょ。今まで実は、我慢してたの」

　俺は首をフルフルと横に振った。

　な……。なぜだ。こんなところで、できるはずないだろ。

「東吾はプレゼン前に、余計なことを考えたくないんでしょ。アイデアが浮かばないって前に言っていたから、しばらくは距離を置いたほうがいいと思ったの。私も、東吾に置いていかれないように、自分の企画をゆっくりと考えたかった」

　少し前の自分の言葉を思い返す。

『東吾』

　風呂上がりの秋穂が、俺の膝にちょこんと座ったとき。そのまま手を伸ばしかけて、ふと考える。

　ダメだ。今、彼女に溺れたら、市民ホールの企画が頭の中でまとまらない。

『今日は寝るぞ』

『え、しないの？』

『お前に触るとアイデアが飛ぶんだよ。しばらくこういうことは控えていかないとな。俺は単純だから、そればっかりになっちゃうんだよな』

『ええー』

　思い出した。……アホだろ、俺。確かに言った。二週間ほど前の話だ。自分で遠ざけておいて、彼女が最近冷たいと喚くだなんて。

　俺が青ざめてオロオロしていると、秋穂が俺の顎をぐっと掴んで、自分のほうを向かせた。

「東吾。早く……。もういいのよね？　案はまとまったんでしょ。あなたの言う通りに、ずいぶん我慢したのよ」

　い……いや。今ここでと言われても……。

「その、俺が悪かったよ。帰ってからゆっくりと……」

「ダメよ。今よ！　じゃないと別れる」

　甘い視線が再び、カッと鋭いものに変わる。

　なんと。でも……さすがにまずいだろ。

「秋穂、無理だわ。ごめんな？　あとでな」

　俺がさらに詫びると、彼女はチッと舌打ちをしてから、ぼそっと言った。

「腰抜けめ」

　今なんと言った？　女を数知れず虜とりこにしてきたこの俺が腰抜けだと!?

「あいにくだが俺はな、節度のある良識的な人間なんだよ。お前みたいにところ構わず、そんな気分にゃなれねえんだよ」

「あら。腰抜けがくどくどと言い訳を始めたわ。聞く価値なんてないけれど、聞こえてしまったからには一応コメントして差し上げるわ。だから東吾はアホだっつってんのよ!!　何度でも言うわ。この意気地なしっ」

　悪いのは俺だが、その言い方はどうにも許せない。激しく応戦する。

「なんだと、このゴリラ女！　本気で襲われてぇのか！」

「できるものならやってみなさいよ!!　腰抜けのくせに。あなたにそんな度胸があればの話だけどね！」

　くそ、この女！

　そう思った瞬間には、怒りに任せて彼女をこの場に押し倒していた。そのまま唇を強く押し当てながら、彼女のブラウスのボタンを性急に外していく。

　こいつはどうして、いつもいつも!!　可愛くて、しおらしくなれとはもちろん思ってはいないけれど、あまりにもひどい態度だ。一度わからせてやる。

「んんっ！　東吾……っ」

　さすがに彼女も、俺の勢いに驚いた顔をしている。

　お前がやれって言ったんだろうが!!　いいよ。最後までやってやるよ。俺を煽ったことを後悔させてやる。

「待って、東吾……」

　彼女のスカートの下から、手を差し入れた瞬間。資料室のドアがいきなりバタンと勢いよく開いた。

「豊田部長、今回の企画は楽しみですね。話題の異色カップルが手がけるんですから。澤乃井副社長も注目しているらしいですよ。今回の企画が成功すれば、例の話もうまくまとまりますね」

「そうだなぁ。まあ、赤崎のお手並み拝見だな。わはははっ」

　俺と秋穂は本棚の裏側で跳ね起きると、慌てて身じろぎをした。豊田部長と金子課長は、そんな俺たちに気づく様子もなく話し続ける。

「赤崎ならあの手腕を、アメリカでも存分に発揮しますよ!!」

「だよな！　俺も彼には期待しているんだよ」

　……は。アメリカ……？

　俺たちはケンカしていたことも忘れて、無言のまま顔を見合わせた。













サラリーマンの宿命［東吾Ｓｉｄｅ］




「赤崎、転勤だ。ニューヨーク支社だ。喜べ！　異動は一ヵ月後だ。報告は以上。戻ってよし」

　……マジだったのね。

　なんで俺が……ア、ア、ア、ア……アメリカだって？

　来月！　転勤！　誰か嘘だと言ってくれ。

「どうした、赤崎。もう行っていいぞ」

　豊田部長は不思議そうに俺を見ている。

『はい、わかりました。向こうでも頑張ります！』なんて言えるか！　喜べないよ！

「なぜですか。なんで俺が。あ、じゃあ鈴木か甲野を推薦します！　彼らはとても優秀ですよね！」

「ん？　理由が知りたいのか？」

　いつも冗談ばかり言っては俺を唖然とさせているくせに、豊田部長は俺の提案にはノーコメントだった。

　素で返されて、替え玉の件はこれ以上言えなくなる。

「まさか……左遷……。とっ！　豊田部長！　俺がなにをしたというんですかあああ」

　豊田部長の肩を思わず掴み、わさわさと揺らして尋ねた。

「うわ、うわ！　やめろ、赤崎!!　違う、違うぞ！　栄転だ、栄転っ！　大出世だよ。課長待遇だぞ！　わかったら揺らすな。目が回るぅ」

　手をピタッと止め、豊田部長の肩からパッと手を放す。

「うわわ、気持ち悪いっ……」

　彼はまだグラグラと揺れながら、ひどい顔をする。

　もしも本当に栄転ならば、ここは喜ぶべきことだろう。しかしどうしても、嬉しいだなんて思えない。

　アメリカって、秋穂は……？

「あの、豊田部長。俺ひとりですか。野田……は？」

「は？　野田？　お前ひとりに決まっとるだろうが。こんなおいしい話に、そうそう何人もありつけんよ。しばらくは離れ離れだが、なぁに、若いんだ。ほんの二年くらい、どうってことはないだろ」

　軽い調子で豊田部長が発した言葉に、俺は共感できなかった。

「俺のタキシードの出番がずいぶんあとになったが、そのときまで辛抱してやる。お前は留学の経験があって英語も堪能だから、心配はまったくないな。あとは向こうで言葉の壁もなく、思いきりやればいいさ。わはははっ」

　しかも聞き間違いでないならば、二年とおっしゃいましたか。

　俺ひとりで二年だと！　それほど長い間、秋穂と離れて暮らせと？　それが現実に起こるならば、平成の織おり姫ひめと彦ひこ星ぼし状態だ。

「そ……そのお話は非常に光栄なんですが。申し訳ありませんが、お断り――」

「赤崎。断ると……会社にいられなくなるぞ？」

　豊田部長は俺がそう言いだすことを予測していたかのように、瞬時に話を遮った。

「えええっ！　なぜ!?」

「サラリーマンが辞令に背くということは……そんなに単純な問題ではないぞ。今回の話は本社できちんと推薦され、向こうの支社で承認された正式なものだ」

　うっ。俺の思考回路をしっかりと読まれている……。豊田部長は普段ちゃらんぽらんなくせに、どうしてここで鋭いんだよ！

「野田にもさっき伝えたぞ。彼女のほうがよっぽど冷静だった。目を輝かせて、お前の門出を喜んでいたぞ。『ありがとうございます』と言ってな」

　俺は唖然とした。

　秋穂が冷静だっただと？　俺の部屋に女性の私物があっただけで、大騒ぎをするあいつが？　『ありがとうございます』と喜んだ!?

「お前も落ち着いてよく考えてみろ。お前の出世は、ゆくゆくは野田のためにもなるんだ。結婚するつもりなんだろ？　まあ、仲人については心配するな。二年もあれば、俺が挨拶の練習くらい完璧にしておくから」

　秋穂はなにを考えているんだ。

「まあ、タキシードよりも、お前たちが紋つき袴はかまのほうがいいというなら……」

「豊田部長！　失礼します」

　俺は大きな声で言いながらペコッと頭を下げると、応接室のドアに向かう。

「あ？　ああ。って、赤崎、俺の話を聞いていたのか？」

　なにやら言う豊田部長を振り返りもせずに、走る。

　冗談じゃない。俺は嫌だ。二年も秋穂とまともに会えないなんて。まさか……やっぱり俺と本気で別れるつもりじゃないだろうか。

「秋穂!!」

　フロアに飛び込んで、彼女を大声で呼ぶ。一斉に俺を見る視線の中に、彼女の姿を見つける。

「ちょっと来い！」

　彼女の手を引っ張って、フロアから引きずり出す。休憩室に連れていき、椅子にドサッと座らせた。

「東吾、なんなのよ。また目立つことをして。みんなに冷やかされちゃうじゃないの」

　そうだ、冷やかされ……待て、それはどうでもいいだろ。

「アメリカの話を聞いた」

「え？　聞いたの？　よかったわね。今夜はお祝いしないと」

　お祝い？　俺と離れるのがめでたいのか？

「なぜ……祝う？」

「なぜって、当たり前でしょ。アメリカよ！　栄転なのよ。羨ましいわ。私もここで頑張らなくちゃ」

『ここで』……そうか。そうだよな。

　向こうに行くのは俺だけなんだから。

「お前、俺と離れて平気なのか」

「二年でしょ。平気もなにも……」

　彼女は呆れたように笑いながら言った。

　なんともいえない感情が、俺の全身をロケットのようなスピードで駆け抜けていく。これは怒りか不安か。わからない。

「俺は平気じゃない。嫌だ。一日もお前と離れたくない。俺はアメリカなんて行くくらいなら、会社を辞めてお前と結婚――」

「甘ったれてんなっつうの！　この腰抜けアホ男!!」

　俺が秋穂に目を向けると、彼女はわなわなと震えながら俺を睨みつけていた。

「私のせいで東吾が会社を辞めると言うなら、今すぐここで別れるわ。そんな女め々めしい男に未練はない。あなたは自分を試してみようと思わないの？　誰もが羨むチャンスなのよ？　アホを通り越して、地球一のアンポンタンよ！」

　嘘だ。どうしてそう思うんだ。

　こいつはおかしい。大抵の女ならばここで涙を流して、次に続くプロポーズをうっとりと待つんじゃないのか。

「アンポンタンだって!?　俺様がお前みたいなゴリラ女と一緒にいてやると言ってんだろ。怒るどころか、泣いて喜ぶところだろうが。俺を逃したら、一生お前はひとりだぞ？」

　一生ひとりでいなければならないのは、俺のほうかもしれないが。

「俺をみすみすアメリカになど行かせていいのか。金髪美人に俺様をさらわれて泣くのはお前だぞ？」

「誰が東吾をさらうのよ。外見ばっかりで中身のないスカスカなアホなんて、頼まれたって誰も欲しがらないわよ」

「中身がないだと。その中身のない俺が好きでたまらないくせに」

　俺が言っていることは、すべて自分のことだ。アメリカで泣くのも、好きでたまらないのも、俺だけかもしれない。

「そうよ。アホで腰抜けでアンポンタンの東吾が好きなのよ」

　ふたりで息を切らして固まる。

　話がなんだかおかしな方向に進んでいる。

「東吾、落ち着いてよく考えて。辞めるとか言わないで。私は大丈夫だから」

　秋穂が俺の胸に、おでこをちょんとくっつけて言った。

　彼女の震える肩にそっと触れる。

「東吾がいなくても私は大丈夫。私みたいなゴリラ女に構ってくれるもの好きは、東吾だけよ。浮気なんて、したくてもできないから」

「秋穂、違う。お前が可愛いから心配なんだって」

「嘘ばっかり」

　嘘じゃない。お前は平気でも、俺が普通じゃいられないんだ。













愛の確認




「秋穂、俺と一緒に来るか？」

　東吾を見上げる。優しく笑いながら彼は私を見つめている。

　行きたい。彼と一緒に、海の彼方かなたへでもどこへでも。だけどそれは、言ってはならないことだとわかっている。

「なに言ってるの、行かないわよ。私にも仕事があるの。今の東吾には及ばないかもしれないけどね。いつか私も、東吾のいるその場所まで行くから」

　彼の目が悲しげな光を帯びてくる。

　どうかわかって。東吾にぶら下がって、あなたのお荷物になる気などないの。東吾といつまでも対等でいたい。今の私たちの言いたいことを言い合える関係が、とても好きなの。

「……そうか。ごめんな、変なことばかり言って。俺さ、驚いて血迷ったみたいで。そうだよな、甘えたことばかり言ってられないよな。サラリーマンが実力を見込まれて栄転するなんて、願ってもないチャンスだ。秋穂のおかげで目が覚めたわ。ありがとな」

　彼は私の頭をポンポンと軽く叩き、歩いて戻っていく。その背中を捕まえて、閉じ込めてしまいたい。じっと見つめながら立ちすくむ。

　きっと、彼がいなくなっても大丈夫。なんとかやっていける。

　私たちはそんなにもろくはない。乗り越えれば、もっと強い絆きずなができるはずだと信じている。

　金髪美人には勝てないかもしれないけれど、東吾ならきっと私を選んでくれる。

「う……。東吾……」

　泣いちゃダメだったら。もしも東吾が戻ってきたらどうするの？　この涙を見られたら、なんて言い訳するのよ。

「うう……ひっ……く」

　私はその場で、ガタッと膝を床につけると、顔を両手で覆った。

　泣いてもなにも変わらない。悲しみを確認するだけ。

　でも、どうしても溢れてくる。

「君は……筋金入りの意地っ張りだな」

　ふと背後からかけられた声に、顔を上げる。

「甲野くん」

　甲野智也。私と東吾の同期。東吾とは学生時代からの友人でもあり、特別に仲がいい。頼れるお兄さん的な落ち着いた男性だ。

「なんで思ってることと反対のことを言っちゃうの？　東吾はバカだから、君のあまのじゃくにはいつまでも気づかないぜ。相手の心を読んだりもしない。あいつは見たまんまの男なの」

「いいの。私と一緒にいることを彼に後悔してほしくない。彼の足かせになるなんて、まっぴらだわ」

　甲野くんは、珍しいものでも見るような目で私を見た。

「あー……そういうことか。東吾に本気で惚れてる君も、あいつと同じくらいのバカなんだな」

「……そうかも。泣いたらダメだとわかっているのに……涙の止め方も知らないの。誰よりも喜ばないといけないのに……」

「秋穂ちゃん」

　そっと甲野くんが私を抱き寄せた。

「えっ。こっ、甲野くん？」

　いくら仲のいい同期とはいえ、東吾以外の男性にこんなことをされたら戸惑ってしまう。

「待って。どうして？」

「君の本心にも気づかないバカな友人の代わりだよ。本当はあいつの役目なんだけどな、こうして君を慰めるのはさ」

　ただでさえ止まらない涙が、さらに溢れてくる。

「泣いていいよ、今だけは。そしたらあいつの前では笑えるんだろ？」

「甲野……くん」

　私は彼にしがみついて、声を押し殺して泣いた。彼の言う通り、本当は東吾にこうされたかった。

　私の中にある、素直に祝えない嫌な部分を全部流してしまいたい。本当は東吾のことを誰よりも応援したい。

「いい女だなぁ。友達の彼女じゃなかったら、速攻いただいてるな。どうしようかな、本気で口説こうかなぁ。東吾はどうせいなくなるし。俺はどう？」

　甲野くんの冗談に、少しだけ笑ってしまう。

　そのとき……。

　背後に気配を感じて頭を上げた。そこにはなぜか戻ってきたらしい怒り顔の東吾が立っている。

　三人の間に、張りつめた沈黙が漂った。

「これは……どういうことだ？　智也。この前言っていた、秋穂を自分に任せろって話は冗談じゃなかったのかよ？」

　甲野くんは軽く笑ってから、私の肩を引き寄せた。

　東吾の顔色がサッと変わる。

「さあ、どうだろうな。俺が本気か冗談か、自分で確かめてみろよ。だけどお前は、彼女を置いていくんだろ？　ここからいなくなってしまえば、これから俺がどういう動きをするか、わかんねぇよな」

　私はふたりを交互に見ながら、ハラハラしていた。

　どうしてこんなことになっているの？

　甲野くんの冗談を本気にする東吾と、わざと挑発する言い方をする甲野くん。ふたりがこんなに険悪なのは、初めて見た。もっとも、甲野くんは楽しんでいるように思えるけれど。

「俺には、今すぐどうにかできなくても、これから二年もの時間があるわけだしな。秋穂ちゃんが俺を好きになる時間は充分にあるよな」

「智也、お前……いったいどうしたいんだよ。本気なのか」

　東吾の低い声に対して、甲野くんは余裕顔でニコニコしている。

「俺がどうしたいかを言ってもいいのか？　それがそのまま愛の告白になっても怒るなよ。じゃあ本音で話すよ。実は、俺――」

　え？　え？

　私はどうしたらいいかわからずに、隣に立つ甲野くんを見上げた。

「うわわわっ！　待て、智也。言わなくていい。お前の話は、あとでゆっくりと聞くから。秋穂、今日はこのまま帰るぞ」

「は？　まだ終業まで少し時間が」

「早退するんだよ。来い」

　東吾は私の手をサッと繋ぐと、ぐいっと引っ張って歩いていく。私たちの背後から、甲野くんが楽しそうに笑う声が聞こえた。

　そのまま金子課長の席まで来ると、東吾は大きな声で言う。

「金子課長！　赤崎、野田、ただ今より早退します」

　金子課長はふたり並んで目の前に立つ東吾と私を、驚いた顔で見ている。

「ちょっと！　東吾」

　私が手を振り放そうとしても、彼は私の手をギュッと強く握ったままでいた。

「というわけで失礼します!!」

「あの、赤崎。今日はもうじき終業だからいいんだが……一応、理由を」

　金子課長が、歩き去ろうとしている東吾に呼びかける。東吾はピタリと足を止めて、くるっと金子課長を振り返った。

「早退の理由は、愛の確認です!!　緊急事態なんで」

　彼は真面目な顔で、はきはきとした大声で言いきる。

　なっ、な、な、な、なに言ってんの、このアホは！

「……あ、……あ、そうか。大変だな。ご、ご苦労さん」

　金子課長はどう言ったらいいかわからないような顔をしている。

「はい!!　お先に失礼します！」

　大注目を浴びながら、私たちはオフィスのど真ん中を横切る。

　……愛の……確認？

　な、なんて恥ずかしいことを……。しかもあんな大声で！

「ちょっと、東吾！　帰るならひとりで帰りなさいよ！　手を放して」

　彼は私をエレベーターに乱暴に押し込むと、そのままギュッと抱きしめてきた。彼の身体が微かに震えている。

　どっ……どうしちゃったの？

　私は彼を責めることも忘れて、思わず抱きしめ返していた。













ギリギリの駆け引き［東吾Ｓｉｄｅ］




「秋穂……もう俺、限界。やっぱお前と離れるなんて、無理なんだよ」

「東吾？」

　彼女の肩に顔を伏せたまま弱気になることは、格好悪いとわかっていた。

「さっきの智也の行動が、俺を煽るための芝居だってことはわかるんだ。あいつは、俺がお前と離れたらこうなるってことを言おうとしてた。だが転勤の話は断れない」

　顔を上げると、秋穂が今にも泣きだしそうな表情で俺を見ていた。

「お前と離れたりしたら……俺はきっと頭がおかしくなる」

「今以上に？　やばいわね」

「……てめぇ。他に言うことはないのか」

「ないわよ。弱気な東吾は可愛いとは思うけど」

　おどけた口調で明るく言う彼女だったが、俺の腰に巻きついている手は震えていた。

　じゃあキスして、くらい言えばいいのに。強情なやつだと思う。

「秋穂。お前、本当に一緒に来ないか」

「行かないわ。会社を辞めたくないの。東吾と同じところを歩いていたい。仕事は私にとって、あなたと同じ世界を共有できる唯一の方法だから。もちろん、私自身にとっても生き甲斐なの」

　今にも泣きだしそうな顔をしながらも、はっきりとした口調で毅き然ぜんと言い放つ。

　彼女は俺との別れではなく、これからずっと先のことを考えている。そう感じて安堵する自分がいた。

　だが、一緒にアメリカへと渡るには、辞令が出されていない彼女は会社を辞めなくてはならないんだということに初めて気づいて、愕然とした。

「そうか。……そうだよな」

　秋穂がどれだけ必死になって今まで頑張ってきたか、俺が一番よく知っている。

　ついてきてくれ、結婚しようなどと、これ以上は言えなくなってしまった。




　俺のマンションにたどり着き、部屋に入った途端に、俺たちはお互いを強く抱きしめた。

　今必要なのは、ふたりの愛を確かめ合うこと。このままいつまでも、たとえどんなに離れてしまっても、この存在が消えることなどないのだと。

　そのままベッドに倒れ込み、秋穂の肌の温もりを心に刻みつけるように感じる。

「東吾……もうやめて」

「まだだ。やめない」

　ふたりの未来を考える。

　今日も、明日も、明後日も。一年後も、十年後もずっと隣にいる。そんな約束を、この先お互いに守れるのか。

　いつまでも絶えることなく、当たり前のようにそばにあると信じていた彼女の笑顔。

　本当にあとわずかでなくなってしまうのか。実感がない。

「俺は絶対に別れないから。お前と離れてしまっても、お前だけだからな」

　彼女を腕にしっかりと抱きながら囁く。だが、彼女はなにも言わない。

「ちょっ、お前。なんか言えよ。恥ずかしいだろ。いつも俺ばっかりに言わせて、ずるいんだよ」

　暗い雰囲気にならないように笑いつつ話すが、それでも彼女は黙っていた。

「秋穂、どうした？」

　彼女を覗き込む。無表情なまま天井を見上げたその顔は、様子が変だと思わせると同時に、不思議なくらいとても綺麗に俺の目には映った。

「東吾……別れよっか」

　その口から突如出てきた言葉に、息を呑む。

「秋穂？」

「私……待てないかも。二年……」

　ガバッと身体を起こす。

「ははっ。お前、なに冗談言ってんの？　センスがなさすぎて笑えないよ。どうせあれだろ？　俺が信じたら『やーい、騙されたー』とか言うんだろ。いつまでもそんな遊びに付き合ってられないよ」

　心臓の音を打ち消すように、饒じょう舌ぜつに話す。

「俺がいないとダメなくせに。それで俺がいなくなったらどうするつもりだよ。金髪美人に乗り換えてもいいっていうのか」

「ごめん、東吾」

　心の中で必死に戦っていた不安に打ち負かされる瞬間が、とうとう俺に訪れた。

　秋穂がずっと考えていたことを、本当はわかっていた。彼女が選ぶであろうこの選択が、ふたりの未来を消してしまうことを。

「なっ！　謝んなよ！　嘘だろ？　なあ、秋穂！」

「ごめんね……。無理だよ」

　悲しい表情のまま笑った彼女は、このような場面でも綺麗だと思う。

　そうだ。お前にはきっと無理だろう。寂しがり屋で意地っ張りな秋穂が、心を壊してしまうのは時間の問題だろう。だけどこのまま、手放す勇気もない。

「嫌だ。放さない。お前がなんと言っても、どこへ行っても、俺は放さないからな」

　そう言って彼女の身体を強く抱きしめる。彼女がそっと、震える俺を抱きしめ返してくる。

　陳腐な言葉で引き止めるのは、無駄なことだとわかっていても。俺はお前に伝えたい。好きだから、離れたくはないのだと。

　……わかっている。お前も俺を好きなんだと。

　不安をこれほどまでに与えてしまうくらい歴史の浅い俺たちだけど、これから先の未来をずっとお前に捧ささげるから。

「待ってろとは言わない。俺を忘れて、違う人を好きになってもいい。必ずもう一度惚れさせるから。だから、二年後に一度だけ会おう。約束はそれだけ。ならいいだろ」

　そう提案することこそ、頑かたくなで一度言いだしたことを変えたりしない秋穂にとって最善の方法だと思った。

　このまま、一日も早く俺を忘れて自由になることが、本当は秋穂にとっては幸せなのかもしれない。だが俺は、その望みを叶かなえてあげるほど優しい男ではない。

　未来の俺たちが再び出会ったときに、もう一度恋に落ちることができると信じている。たとえ俺のことなど、もう好きではなくても。俺の気持ちさえ、このままずっと変わらないならば。

「仕方ないわね……。だけど、私が結婚していたらどうするの？」

　俺を見る目が、悲しみに満ちている。いっそのこと、そうしたいと言っているみたいに聞こえる。

　一瞬答えに詰まるが、動揺を見せたりはしない。

「さあ……？　やがてお前の戸籍にバツがひとつ、つくんじゃないか？　お前が俺を忘れられるはずなんてないんだから」

「うわ。久しぶりに出た、ナルシスト発言。本当に成長しないわね。こんな絶世の美女が、毎日まともな道を教えてるのに」

　張りつめた緊張を打ち破るように、彼女は「ふっ」と微かに笑った。

「誰が美女だよ」

　そう、これでいい。面倒な約束も、固い誓いも、なにもいらない。

　ただ、ふたりの気持ちが本物であるならば。

「秋穂……ブス」

「ブス言うな。アホ」

　終わりは明るく、いつもの俺たちらしく。

「俺さ、来週から出向で大阪支社に行くんだ。本社勤務ではなくなるから、市民ホールの企画は純一に引き継いだ。頼むぞ、絶対取れよ。派手な装飾は控えるんだぞ」

「出向？　いつまで？」

「おそらく、転勤まで本社には帰らない。もう一緒に仕事ができなくなるな。秋穂はせいせいするだろうけどな」

　ひとつひとつ、俺たちを繋いでいるものが確実に切れていく。

「そうね。東吾がいなくなったら……静かになっていいわね」

　秋穂は顔を背けた。涙声になっているが、俺は気づかないフリをした。

「このマンションも解約するからさ。私物があったら今日持っていけよ」

「うん。わかった」

　しばらく黙ってぼんやりする。

　俺たちって、普段なにを話していたんだっけ。会話の糸口すら見えない。

「秋穂」

「今度はなによ!!」

「愛してる」

　もう言葉で伝えることなんてない。これ以外は。

「アホ……」

「かもな」

　乾いた声で無理に笑うが、それすらも続かない。

「東吾」

「ん？」

「身体……気をつけてね」

「うん」

　それ以上会話を続けるのは、お互いに無理だった。俺と秋穂はそれぞれ背中を向けて、涙を流した。震える彼女の背中が温かい。

　必ず……迎えに来るから。信じて待ってろ。

　俺はそっと胸の中で呟いた。




　ざわめく空港の隅で、行き交うたくさんの人をぼんやりと眺めていた。

　秋穂とはもうずっと顔を合わせてはいなかった。あの夜が、彼女との最後の別れの時間となった。

　あれから俺は、ニューヨーク支社と連携して、共同事業を行っている大阪支社に出向となり、新しい仕事の準備に追われて、極力彼女のことは考えないよう努めてきた。だがそんな努力も、結局は会いたい気持ちに拍車をかけるだけだった。

　これまでは、会社で顔を上げれば秋穂がいて、目が合えばケンカしたり、笑い合ったり。部屋に帰れば、秋穂が得意の手料理を自慢げにテーブルに並べて微笑むような日々だった。

『まずくてもちゃんと食べなさいよ。東吾はきちんと食べないから、そんなに痩せてるのよ。不健康に見えるから少し太ったほうがいいわ』

『バーカ。俺はモリモリ食っても細いんだよ。誰かさんみたいに、呼吸した空気だけでブクブク太る体質じゃねえんだよ』

『誰かさんって、誰よ。晩ご飯……いらないんだね？』

　彼女の反応にクスクス笑う。

『え？　違うよ。お前のことじゃない。自分の話だと思うなら、お前にそんな自覚があるんだな』

『信じられない。愛しい彼女に言うセリフ？　わかったわ。さようなら。明日から優しいイケメンと新しい恋を始めるわ』

『冗談だろ？　秋穂、愛してるよ』

『バカね、本当に』

　そう言って呆れた顔で彼女も笑みを浮かべる。

　いつまでも、ずっとそんな毎日が続いていくのだと信じていた。

　秋穂がいなくなった俺の生活は、これからなにに喜び、なにに刺激を受けるのか。俺たちの選んだ未来は、果たして正しかったのか。どれだけ考えてもわからないことばかりだ。

　フライトの案内表示板に、俺の搭乗する便が示される。

　そろそろ行かないとな。

　ゆっくりと立ち上がり、振り返る。もちろん秋穂の姿はない。

「女々しいな」

　呟いてから前を向く。

　わかっていたことだけど、最後にせめてもう一度彼女を抱きしめたかった。

　そう言ったなら、お前はまた呆れて笑うのだろうか。『腰抜け！』と俺を罵倒するのだろうか。

『東吾……愛してるよ』

　いつも愛を伝えてくれた彼女の、はにかんだ笑顔を思い出す。

　ああ。俺もだよ。今になってなお、お前しか見えないんだ。

　頬を伝う涙をコートの袖口でサッと拭うと、スーツケースの取っ手を引き上げる。

　じゃあな、秋穂。また会うときまで、元気でな。

　俺は再び心でそっと呟いてから、エスカレーターへと歩きだした。




「えっと……ここの通りを曲がって。あれ？　一本、道が違うか？」

　ニューヨークに到着してから、会社が用意したアパートメントに向かう。

　なんとなくだが、迷っているように感じる。駅から近いはずの目的地に、なかなかたどり着かなかった。

　今までは会社と、その近くの自宅マンションを行き来するだけの生活だった。地図の見方がさっぱりわからない。

「ちょっと。さっきからなにをウロウロしてんの。目の前なのに行ったり来たり。どこにいてもバカはバカね。あり得ないわ」

　日本語……空耳？　いや、そんなはずは。

「なにキョロキョロしてんのよ。上よ。う、え！」

　は？

　おそるおそる上を見る。

　え……なんで!?

「なによ、そのアホヅラは。せっかくのイケメンも、それじゃただのボケメンね」

　真横のアパートメントの三階から顔を覗かせ、こちらを見下ろしている女性。

　嘘だろ。なんでだ。

　俺が固まっていると、再び彼女が言った。

「もう。早く上がってきてよ。いつまで待たせるの？　半日もここでぼんやりしてるのよ。退屈で干からびそう」

「秋穂……」

　ようやく彼女の名前を呼ぶ。

　やっぱり現実だ。秋穂がここにいる。

「早く来てよ。東吾に……触れたい」

　次の瞬間に足が動いた。螺ら旋せん状じょうの階段を駆け上がる。

　なぜいるのかはわからないけど、手を伸ばせば彼女に触れることができる。

　――バンッ!!

　部屋のドアを開けて、息を切らして中に飛び込んだ。

「秋穂!!」

　彼女は部屋の中央に置かれた大きなソファに腰かけて、俺を見ている。

　……グリーンのソファ？

「そのソファは？　買ったのか？」

　久々の再会なのに、俺の第一声はそれだった。置かれているものはあまりにも重厚で、俺の部屋にはふさわしくない。

「は？」

「お前が今座ってる……それだよ」

「なに？　真っ先に言うセリフがそれ？　信じられない」

「だって」

　彼女が呆れて顔をしかめる。俺もここに来てすぐに彼女を抱きしめて、再会を喜ぶべきだったと思う。

　だけど、頼んだもの以外の家具があったら気になるだろ？

「これは結婚祝いよ。豊田部長からの」

「なんだって？」

「結婚祝い！　東吾への」

　え？　結婚……したっけ、俺。

「誰への、だって？」

「私と東吾への」

「は？」

　頭が混乱する。ここに来たら別れたはずの秋穂がいて、部屋には結婚祝いが置いてある。どこをどう考えてもおかしなことばかりだ。

「わからない男ね。私についてこいとか言う前に、その辺の覚悟はなかったの？」

「覚悟って」

　確かに、秋穂と結婚するつもりでいたが。きっぱりと断られているし。

「俺、お前と結婚したっけ」

「これからするのよ」

　そうですか、これから。……って。

「ええっ!?」

「もしかして……私じゃ不満なの？」

　秋穂が俺を睨む。

「いっ……いや！　そうじゃないけど」

　なにもかもが突飛で、思考がついていかない。

「会社を辞めてきたわ。あ、市民ホールの件は甲野くんが引き受けてくれたの。鈴木くんと一緒に盛り上げてくれるって。あのふたりなら安心よね」

　あんなに思い悩んで、仕事だけは失えないと結論を出したはずなのに。まるでそんなことをすべて忘れてしまったかのように、楽しそうに話す秋穂に違和感を覚えながら、彼女の話を聞いていた。

　もはや返答する余裕すらない。

「だから私、もう無職なの。東吾のところに永久就職するわ」

「会社を辞めた？　そんな、どうして」

　驚く俺に、彼女はニコリと笑った。

「離れている間ね、考えたの。東吾がいないとご飯はおいしくないし、テレビは面白くない。おしゃれもしたくならないし、ベッドは寒くて冷たくて。世界がモノクロに色褪せていくみたいで、怖かった」

　俺だって、同じ気持ちだった。だけど、逃げてもなんの解決にもならないことを教えてくれたのは、秋穂だったのに。

「仕事を失うよりも、東吾を失うほうが何十倍も怖いんだってわかったの。だから来ちゃった」

　瞳を潤ませながら話す彼女を、呆気に取られながら見ていた。

　秋穂がなにもかもを投げ出して、ここにいる。なによりも俺が大切なんだと、声を震わせて訴えている。

　待ち望んだことじゃないか。今すぐにその細い身体を抱きしめて、永遠に自分のものにしてしまえばいい。

　だが、俺はためらっていた。

　本当にそれでいいのか。俺と『いつまでも対等でいたい』と瞳を輝かせて言った、あの決意はもうないのか。

「それでいいのか？　すべてを捨てたりしなくても、俺は必ずお前の元に帰る。二年待ってくれたら」

「そんなに待てないわ。東吾と一緒にいたいの」

　俺は彼女に好きな仕事を辞めさせてまで、そばにいてもらいたかったのか。そんなことを望んでいたのか。

「秋穂、落ち着け。冷静にもう一度考えろ。今ならまだ間に合う。俺はここにいろとも、帰れとも言わない。お前自身がよく考えて決めるんだ」

　彼女は黙って俯いた。

　もしも秋穂が帰ると言えば、引き止めたりはしない。そうすることで死ぬほど後悔することになっても、それが彼女のためになるなら。

「もういい。私がバカだったわ。私は東吾がきちんと受け止めてくれると信じてここまで来たの。東吾も私と同じ気持ちだと思っていたから」

　しばらくしてから顔を上げた彼女は、吹っ切れたように笑顔で言った。

　まるで俺の反応が初めからわかっていたかのように、結論を出すのが早い。

　なにも言い返せない。このままここにいたなら、秋穂が後悔する日が来るとわかっているからだ。

「東吾はやっぱり、アホで腰抜けの救いようのないアンポンタンね。単身、海外まで追いかけてきた女に、曖昧な態度を見せるなんて」

　待て。俺はよかれと思って我慢してるんだけど。

「だから、俺はお前のことを考えて――」

「最悪だわ。口から出まかせばっかり。ついてこいとか言っておいて、いざ来てみると、お前のためだとか言って追い返そうとするんだもの」

「いや、違――」

　秋穂の言葉を遮ろうとした俺を、いつもと同じ怒った目で見ながら、彼女は話を続ける。

「違わないわよ。いったいなにがしたいの？　今まで、適当なことを言えば思い通りになるような女ばかりを相手にしてたからよ。自分の言い分がすべて通ると思ってるのよね」

　なんだと……。そんなわけないだろ。思い通りにしたいなら、初めから身を引いたりはしない。

「言い分が通ると勘違いしてるのは、秋穂のほうだろ」

「私が？　いつだって東吾のことを考えてきたのに」

　そのとき、玄関のドアが静かに開いた。

「アノ……。お話し中、失礼しマス。こちらは、ミスターアカサキのお宅でよろしかったデスカ？」

「ああ!?」

　ふたりで揃って、険しい顔でドアのほうを向く。

「ひっ……！　ア、アノ……」

　そこには豊かなブロンドを垂らした、青い瞳の美しい女性が立っていた。長身で驚くほどにスタイルがいい。細くて長い脚をミニスカートの下からすらりと出し、胸元の開いた服からは胸の谷間をチラッと覗かせている。

　ふたりで彼女を見て固まる。

「あなたが、ミスターアカサキ？」

　俺を見て、彼女は嬉しそうな顔をする。

「東吾……。まさか、もうすでに金髪美人と」

　秋穂が彼女から目を逸らし、俺を怪訝そうに見た。

「アホか！　俺はさっき着いたんだぞ。時間的にあり得ないだろ」

「……ふぅん？」

　疑っている。いくら俺でも一時間でどうにかできまい。疑うほうがどうかしている。

「えっと、あなたは？」

　しかし誰だろう。どうして俺を知っているのか、見当もつかない。

「私はデニー・スパロウ。サワノイのニューヨーク支社から来マシタ。私、あなたのヒショ」

　ヒショ？　秘書？

「そんなはずは。なにかの間違いじゃ？　俺はただのデザイナーで、そんな大それた身分じゃない」

　オロオロする俺を、デニーはキッと睨む。

「あなたはトーゴ・アカサキ？」

「は、はい。そうだけど」

　俺が答えると、彼女は再び笑顔を見せた。

「じゃあ、間違いないネ。あなたは私のボス」

　秋穂と俺は、ニコニコと嬉しそうに笑うデニーをぼんやりと見つめながら、しばらく呆然としていた。













美人秘書とゴリラ彼女［東吾Ｓｉｄｅ］




　なぜだ。なぜ俺に、金髪でセクシーボディのフェロモンムンムン美人秘書がつくことに？

　しかもその秘書の向かいには、不機嫌な顔のゴリラ彼女。

　この状況を、ど……どうしたらいいのか。

「トーゴ、そちらの方ハ？」

　長身の上、さらに高いヒールのついたパンプスを履いているデニーが、チビでローヒールのパンプスを履いている秋穂を見下ろして尋ねてくる。

　秋穂は負けじとデニーを見上げ、睨んでいる。

　……勘弁してくれよ。

「彼女は野田秋穂。澤乃井本社で働く、俺と同じデザイナーだよ」

「アキホ？　よろしく。デニーといいマス」

　デニーが差し出した手を、無言で嫌そうに握る彼女。

　この光景を過去に見たことがある。他でもない、この俺に対しての初対面時だ。かなり嫌がっているのが、ひしひしと伝わってくる。

「アキホは、トーゴのコイビト？　デスカ？」

　彼女から手を放したデニーが、俺を見て聞いてきた。

「え？　あ、まあ」

　青い瞳にじっと見られて、うろたえる。

　ビー玉みたいだな。不思議な色だ。

　そんなことを考えながらデニーを見ていると、隣から殺気立った視線を感じた。

「そうデスカ。残念ダワ。じゃあ、トーゴに手出しはできないワネ」

　なっ、なにを言いだすんだ。空気読めよ！　……って、無理だよな。

　チラッと秋穂を盗み見ると、ブチギレしているようだった。

「俺は明後日からの勤務だから、まだ仕事の話をされてもわからないんだけど」

「オーケー。わかってマス。今日はボスが素敵な方かどうかを偵察しに来マシタ。トーゴ、合格ヨ。仲良くしまショウ。じゃあ、明後日。八時に迎えに来マス。バイ」

　デニーがウインクをしながら投げキッスを飛ばして、軽やかに部屋を出ていく。

　どうしたらいいですか、デニーさん。この空気を。

「よかったわね、東吾。私が帰っても退屈しないみたいね」

「か……帰る？　どこへ？」

　ホテルでも予約したのかと思い、聞いてみる。

「日本よ！　さよなら。せいせいするわ」

　急に走りだして部屋のドアを開けた彼女を、背後から追いかけて抱きしめた。

「放して。こんなゴリラみたいな女はもういらないでしょ。あんなに楽しみにしてた金髪女が、向こうから来たのよ」

　金髪美人が楽しみだなんて話は、冗談に決まっている。お前の気を引くために言ったことだ。

「ボスがタイプだってさ。よかったね、おめでとう」

「秋穂!!」

「私なんて！　あんなに綺麗で、仕事もできる美人に敵わないの。放してよ！　惨めにさせないで」

　ジタバタと暴れる彼女を、強く押さえる。

　このまま手放したほうが、彼女のためだ。だけど、我わが儘ままだと言われても、そばにいてほしい。心の葛藤が止まらない。

　やがて、暴れていた彼女の身体からスッと力が抜けた。

「引き止めないでよ。このまま行かせて？　ここにいたら、私は絶対に東吾の邪魔をする。デニーを東吾に近づけないように、必死になってしまうわ。秘書なのに、そんなことをされたら困るでしょ」

　彼女は俺に向き直って笑顔を見せた。

「ここまで来て、好きなことを言えた。もう充分よ。東吾を今度こそ解放してあげる。会社に戻るわ。辞表を撤回してもらえるか、豊田部長に頼んでみる。二年後も……もう会わない」

　俺の髪をサラッと指で触り、ニコリと笑うと、足元に置いてあったスーツケースに手をかける。そんな彼女を俺は黙って見つめていた。

「大嫌いだったけど……大好きだったわ。ありがとう。東吾に出会えてよかった。さよなら。幸せにね」

　くるっと向きを変えて歩きだそうとしている秋穂の手を、パシッと掴んだ。

　足を止めた彼女の背中を見ながら告げる。

「言い逃げか？　誰がこのまま逃がしてやると言った？」

　いつも、いつも、こいつには腹が立っていた。

　彼女の持つなにもかもが、いちいち勘に障さわり、気に入らなかった。思ったことをストレートに伝え合い、そのストレスを発散してきた。

　この期ごに及んで言い逃げは許さない。俺にも言わせろ。こんなのはフェアじゃない。

　彼女の小さな手を握る指に、自然と力が入る。今日ほど頭にきたのは初めてだ。

「このまま日本へ帰るだと？　さよならだと？　勝手に来たから、勝手に帰ってもいいと思ってるのか」

　手を放し、彼女の肩をガシッと掴み、奥の部屋に連れていく。

「きゃあ！」

　よろめきながら俺を見上げる彼女の目が、驚きの色に染まっている。

　後ろ手に鍵をガチャッと閉めた。今日だけは許さない。

「お前に今からじっくりと、バカにもわかるようにたっぷり教えてやるよ。俺がどうしてこんなに怒っているのかを」

「と……東吾？」

　秋穂が後ずさる。俺はじりじりと、そんな彼女に迫るように近づいていった。

「美人秘書とうまくやれ、だと。俺みたいなアホの腰抜けに、彼女がなびくかよ。お前がそう言ったんだろ？」

　彼女が言い返しそうになった瞬間に、その細くて小さな身体をひょいと肩に担いだ。

　細かいもの以外の大きな家具の配送や設置は、昨日のうちに業者が終わらせている。俺たちが今いるのは、ベッドを置くように指示した部屋だ。

「なにをするの？　やめてよ！」

　そのまま彼女を、ベッドの上にドサッと落とす。俺は素早く彼女の上に移動すると、その顔を見下ろした。

　驚いて俺を見上げたまま動かなかった彼女だが、またすぐに強気な様子になった。

　しかし、ふっと表情を緩めると微かに笑う。

「いいわ。このまま聞くわよ。言いたいことがあるんでしょ。さよならとか、好きじゃないとか？　日本に帰ればもう会うこともないわ。最後くらい……言いたいだけ言わせてあげる」

　俺は彼女を真上から見下ろしたまま、固まってしまった。

「私ね、ちょっと調子に乗ってたのよ。いろいろ言いすぎたわ。東吾だけは、離れることなんかないって思ってた。でもね、こんな恋は初めてだったの。ありのままの私を好きだって言ってくれた。とっても楽しかったわ」

　そこまで話すと突然、秋穂は泣き始めた。涙がこぼれ落ちているが、笑顔だけは崩してはいない。

　まっすぐに俺を見て、目を逸らさずに俺の言葉を待っている。

「う……っ。私……覚悟はできてるの。本当よ。話すことがないなら、思いきりぶってもいいのよ」

　ギュッと秋穂を抱きしめる。どんな気持ちで話しているのかを考えると、心が痛くなった。

「バカ。好きな女を殴れるかよ。お前は極上のバカだ」

「……東吾」

　彼女の手が、俺の背に回る。

　泣きたいのは俺のほうだ。何度も好きだと伝えてきたのに、どうしてわからないんだろう。

「結婚しよう、秋穂。お前には、俺レベルの男がちょうどいいんだよ。帰りたいならこのまま帰ってもいい。そして会社に戻ればいい。だけど結婚だけはしてもらう」

　これ以上俺から逃げようとするならば、もう動けなくするしかない。

　だが俺には、彼女から仕事を奪う権利なんてない。ならば、秋穂が日本に帰ってしまっても離れてはいけないように、結婚してしまえばいいのだ。

「冗談……でしょ？」

「冗談なわけないだろ」

　身体を離して見つめ合う。

　どんなに諦めようと自分に言い聞かせても、惹かれていく想い。それはどうしてなのか、一生をかけてふたりで探していきたい。

「でも！　デニーはどうするの」

「一瞬会ったくらいで恋に落ちるかよ。俺は理想が高いんだ。ただ美人なだけじゃ好きにはなれないな」

「私でいいの？　期待されても、なにひとつ変わらないわよ」

　俺は「ふっ」と笑う。

　変わらなくていい。そのままのお前じゃないと、面白くない。

「いいから。少し黙ってろ……」

　唇を重ねる。やかましいケモノを黙らせるために、しばらくこのまま愛を伝える。

「ん……んっ」

　うっすらと目を開いて、秋穂の顔を見る。

　……ほら。一瞬で女らしくなる。

　面白くて可愛くて、こんなに好きなのに、殴ったりするかよ。少しは脳みそを使え。

　今まで散々人をバカにして、イライラさせて、挙句には、欠片かけらも残さずに俺の心を奪い取った憎き女。

「秋穂。俺から離れるなんて……百億年早いんだよ。バーカ」

　秋穂の首筋を唇でなぞりながら言う。

「離れない。ずっとここにいる。……東吾のそばに。結婚しよう、東吾。日本には帰らない」

　素直になった彼女は最強だ。俺が勝てるわけがない。

　本当は、普段も勝てないけれど。だって本気で惚れているのはたぶん、俺のほうだから。













愛への旅立ち




　なにも見えない。なにも欲しくない。

　東吾のアメリカ行きが決定し、そのまま彼は大阪支社へと出向になった。今は私のそばから彼がいなくなって一週間が経つ。それ以来、私の身体から大切ななにかが抜け落ちて、なにも感じなくなったようだ。

　もうじき、東吾がアメリカへと旅立つ日になる。

　駆け寄って、彼の胸に飛び込んでしまいたい。『なにもかもを捨てて、東吾についていく』と今すぐに言いたい。そんな衝動に駆られながらも、ずっとその気持ちを抑えてきた。

　仕事と恋の狭はざ間まで、身動きが取れないままに時間だけが静かに過ぎていく。

　本当にこのままでいいのか。私が進もうとしている場所はどこなのか。彼に答えを聞きたくても、もうあの笑顔は私のそばにはない。

　昼休憩になり、ぼんやりと椅子に座って考えていると、甲野くんが話しかけてきた。

「秋穂ちゃん、だいぶまいってるようだね。魂が抜けたみたいな表情だよ」

　顔を上げて彼を見ながら、無理に笑ってみせた。

「そんなことはないわ。東吾がいなくなって、せいせいしてるの」

「俺の前でまで強がらなくてもいいって。だけどあいつも強気だよな。俺が下手な芝居までして脅してやったのに、結局君を放ったらかしてさ。音沙汰もないんだから」

　彼は呆れた顔で言った。

　もう甲野くんには隠しても無駄か。

　そう思い、諦めて俯きながら本音を話す。

「違うの。別れたほうがいいと言ったのは私だから。……でもね、本当にそれが正しかったのかどうかがわからないの。離れても苦しいならば、解決しない。仕事だって大切だし、頑張らないといけないのに、張り合いがなくて。東吾の存在って大きかったのね。私、思った以上にダメだった」

　このまま泣いてしまいたくなるけど、ぐっと堪える。自分で言いだしたくせに、彼がいなくなった途端に寂しがるなんて、都合がよすぎるとわかっている。

「それってさ……もう答えは出てるんじゃない？」

　私は彼を見上げた。東吾をよく知っている彼なら、なにか答えを掴んでいるのかと思い、期待したからだ。

　そんな私の視線を受けて、甲野くんが天井に目を向けながら言う。

「東吾がいないとダメなんでしょ。仕事と比べる問題じゃない。今の君には、きっといいデザインは作れないんじゃないかな」

　お互いを高め合いながら、必死で仕事に打ち込んできた自分を思い返す。

　私に足りないものはなんなのか。原動力はなんなのか。

　このままここにいても、まわりに迷惑をかけるだけなのかもしれない。デザインの仕事をしたいなら、自分自身をしっかりと立て直さないと、いいものが作れないのは当然だ。

「仕事はどこにいてもまたできる。でも、気持ちって一度離れると、元に戻るかどうかはわからないからね」

　甲野くんは笑いながら、当然だと言わんばかりの言い方をする。

　私は両手をギュッと握りしめると、俯いたまま彼に尋ねた。

「間に合うかな。……ひどい言い方をしたの。東吾の真剣な気持ちを跳ね返した。もう、彼は前を見て進んでいるかもしれないわ。私を必要としてはいないんじゃ……」

　私の頭の上に、甲野くんの温かい手が置かれた。

「東吾のことはわかってるだろ。心配しなくても、そんなに器用な男じゃないよ」

　それだけ言い残して、彼は立ち去っていく。

　私はしばらくその場にいたけれど、意を決して立ち上がると豊田部長の元へと向かって歩いた。





＊　＊　＊






　――ビーッ、ビーッ。

「ボス、デニーデス。お迎えに来マシタ。いらっしゃいマスカ？」

　――コンコン、コンコン。

　デニーが騒ぐ音で眠りから覚める。

　なによ、うるさいわね。

　ゆっくりと目を開いて、壁の時計を見る。

　……六時？　まだこんな時間じゃないの。

　朝早くから、あのフェロモン女はなにを考えているの？　八時に来るって言っていたのに。まさか、東吾の寝込みを襲おうとしているとか？

　私を抱き寄せたまま、スヤスヤと寝ている東吾の顔を見る。……安心する。

　私がいるから、デニーの思い通りにはさせないけどね。

　そんなことを考えながら、その頬と唇に軽くキスを落とした。

　温かい……。

　そっと胸に頬を寄せると、素肌越しに東吾の心臓の音がする。はだけた胸に唇をくっつけて、キュッとしがみつく。

　普段ならできないようなことを、東吾が寝ているときだけはしてもいいよね？

　トクトクと鳴る音を聞きながら、目を閉じる……。

　――ドンドン!!

「トーゴ！」

　パチッと再び目を開けた。

　あの女、うるさすぎ！

　そう思い、抗議しに行こうとガバッと起き上がった。それと同時に手をぐっと引っ張られて、再びベッドにドサリと寝転んだ。

「どこに行く」

　私を見下ろして東吾が笑っている。

「……びっくりした。起きてたの」

「うん。秋穂が顔や身体のあちこちにキスするもんだから、目が覚めた。お前、俺のこと好きすぎだろ」

「そんなこと、しっ、してないっ!!」

　ブンッと顔を横に背ける。

「ぶぶっ……。赤くなっちゃって。今さら照れんなって。お前が俺を大好きなのはバレバレなんだよ」

　彼は私の頬を指でプニプニとつついてくる。

「うー……」

　言い返せない。だって本当のことだもの。

　――コンコン。

「トーゴ、オトリコミ中のようなので、一旦失礼しマース!!　またのちほどー」

　ちょっと！　なにがお取り込み中よ。恥ずかしいことを大声で！

「デニーもああ言ってることだし、期待に応えてもう一度するか？」

「は……？」

　やばい。東吾から甘い空気が漂いだしている。彼がこんなふうになると、私は太刀打ちできなくなる。

「だいたい、お前が悪いんだからな。キスしたりしがみついたりするから。……責任を取れ」

「え……え？　そんな」

　もうダメ。強がる余裕もなくなる。

　東吾が私だけのものになるひとときは、たまらなく幸せな気持ちになれる。

　ねえ。いつも東吾をバカにして、罵倒している私だけど、本当に大好きなのよ。とっくにバレているだろうけど。

「秋穂……愛してる。どこにも行くな」

「ん……」

　どこにも行くもんですか。追い出されたって出ていかないから。

「秋穂……」

　優しくキスをしてくれる彼の身体にしがみついて、私は再び目を閉じた。

　デニーなんかに負けない。絶対に、東吾は渡さないから。強く心に思った。




「じゃあ行ってくる。今日は昼過ぎには帰るから、寂しがって泣くなよ」

「そんなわけないでしょ。早く行って」

「はいはい」

　彼はクスッと笑って私にチュッとキスをすると、デニーの運転するスポーツカーに乗り込んだ。走り去る車をアパートの前で見送りながら、軽くため息をつく。

　やっぱり私は、可愛くなることはできない。

　反対にデニーは、綺麗で色気があって、スタイルがいい。これまでに東吾が日本で噂になっていた女性たちと同じ雰囲気を持っている。

　嫌だなあ……。

　私は車が見えなくなってもしばらくそこに立って、じっとその方向を睨んでいた。

　部屋へと続く階段を上りながら考える。

「……なんなのよ、あの色気ムンムン秘書は。私がしっかり見張らないと。あのバカ男のことだから、私がいないと一瞬で食われてしまいそう」

　ひとりぶつぶつ言いながら、足元を見て歩く。

「あ。そうか。その手があった」

　いいことを思いつき、部屋まで急いで走る。

　東吾は、働いている私が好きだと言った。私も仕事を探せばいいんだ。

　ある場所へ電話をかけてしばらく話したあと、私は素早く身支度をしてから部屋を出た。




　昼近くになって、食材をぶら下げた袋を手にアパートに向かっていた。

　もうすぐ着くはずなのに、と顔を上げると、アパート前の通りとなんだか違う気がした。

　……迷ったのかな？

　キョロキョロしていると、ふと通りかかった男性に声をかけられる。

　見上げると、背の高い黒人男性がニコニコしている。彼はなにかを言っているが、早口の英語などわかるはずはない。

「ええっと、道に迷ったみたいで……」

　説明しようとしたが、日本語ではどうにもならない。

　通じないか。どうしよう。

　男性が、おいでと手招きをしている。

「いえ、いいですから」

　私が笑顔で言うと意味合いは通じたのか、男性はニコリと嬉しそうに笑った。

　そのまま私は向きを変えて歩こうとした。だけどその瞬間、彼が私の手を掴んだ。

「きゃっ！　なんですか」

　驚くけど、手は放されない。彼はなにかを言いながら、ぐいぐいと大きな手で私を引っ張る。私はだんだんと青ざめてきた。

　逃げないと。だけどすごい力だ。

　やだ。東吾……！

　そのとき背後から、聞き覚えのある声がする。しかし英語だ。

　振り返ると、息を切らした東吾がいた。

「東吾！　この人が……」

「アホ！　こんなところをうろつきやがって！　言葉もわからないのに」

　黒人男性は足を止めて、東吾に早口でなにかを喚いている。

　しばらく黙って話を聞いていた東吾が、急に彼を睨みつけながら英語でまくし立てた。黒人男性がチッと舌打ちをしてから、私の手をバッと放す。私は東吾に駆け寄り、飛びついた。

「東吾！　私、怖かった……。なにを言っているのか全然わからなくて。急に手を掴まれたの」

「彼はお前と遊びたかったようだ。どこに行こうとしたのかはわからないけど。お前を解放するように言うと、ずいぶん怒ってたぞ。お前が行ってもいいと合図したって」

　厳しい口調で怒られる。

「私はそんなことは言ってないわ。急に手を引っ張られたの。本当よ」

　誤解を解こうと必死で訴える。

「ここは日本じゃない。英語を話せないほうが不利になるんだよ」

　なにも言えなかった。デニーにつまらない嫉妬をして、考え事をしているうちに、ここに来てしまったのだから。

　本当に私は、東吾に迷惑ばかりかけている。そんなことを考えていると、涙が溢れてくる。

　怖かった。初めに東吾が言った通りに、帰ったほうがいいような気がしてきた。

「ごめ……ごめんね。帰る……。日本に帰るから。東吾の言う通りよ。言葉もわからずに、ここにいていいはずないわ。私、なにも考えないで勢いばかりで」

「はあ？　今さらなに言ってんだ」

　ぐっと強く抱きしめられる。

「厳しく言ってごめん。俺をあんまり懲らしめるなよ。秋穂が大切なんだ。わかってくれ。もしも俺が通りかからなかったら、と思うと怖かったんだ」

　ブワッとさらに涙が出てくる。

「ごめん。ごめんね、東吾」

　彼をギュッと抱きしめ返す。

　いつも勝手なことばかりして、帰るなんて言ってごめん。心配かけてごめん。

　こんなに好きで……ごめん……。

「東吾」

「ん？　落ち着いたか？　お前には俺が必要だってことが、よくわかっただろ」

　私を抱きしめたまま、自慢げに話す彼の顔を見上げる。

「うん。わかった。だけど、本当に英語が話せるのね」

「ああ。前に留学してるから」

　私の買い物袋を持ち直し、手を繋いでくれる東吾を見る。

「誰にでも取り柄ってあるのね。ただのバカじゃなかったんだ」

「このやろ……。さっきの男を呼び戻すぞ」

「好きにしなさいよ」

　彼が私を睨む。

「くそ。いつかギャフンと言わせるからな」

「〝ギャフン〟なんて言わないわよ。バカね」

　私のお返しに、彼がさらにぶつぶつと文句を言う。それには答えず無視して考える。

　言わなくてはならないことがあると気づいた私は、東吾を呼ぶ。

「東吾」

「あ？　まだ言い足りねぇのかよ」

「助けてくれてありがとう。大好きよ」

「お前は……！　ずるいよな、まったく」

　彼は赤い顔をしながら、繋いでいる手をさらに強く握った。













びっくりアシスタント［東吾Ｓｉｄｅ］




「じゃあ秋穂、行ってくる」

「気をつけて。デニーに誘惑されちゃダメよ」

「……誘惑されねぇし」

　秋穂に優しくキスをしてから、デニーのスポーツカーに乗る。この朝の光景が繰り広げられて早五日。

　俺はニューヨーク支社での仕事が少しずつ面白くなってきていた。秋穂も特に不満を漏らすわけでもなく、むしろ最近は道も徐々に覚え始め、ひとりで観光に出かけたりなど彼女なりの楽しみ方を見つけているようだ。

　なにも問題はない。そう。すべてが順調で、幸せであるかのように思える。

　そうなのだが……いつも心にあることが……。

『いつか絶対あなたを追い抜いてやるっ!!』

　勝ち気な目で俺を睨みつけながら、口癖のようにいつも毒づいていた秋穂の様子が頭をよぎる。

　本当にいいのか、これで？

　秋穂は仕事に対しては、決していい加減な気持ちで取り組んではいなかった。俺も余裕のあるフリをしながらも、秋穂にいつか追い抜かれるんじゃないかと本気で警戒していたものだ。

　秋穂……本当にこれでいいのかよ？

　俺は間違っているのだろうか。秋穂にそばにいてほしい。俺だけのものにしたい。日本へ帰したくない。

　そんな欲望で彼女を取り囲み、身動きできなくしているんじゃないか。

「トーゴ？　どしたのデスカ？」

　デニーが不思議そうな顔で俺を覗き込む。

　いっそ、この金髪美人に心動けば秋穂を解放してやれるのに、とも思う。

「なんでもない」

　彼女から目を逸らし、正面を向く。

　……無理だ。青く揺れる瞳も、綺麗でグラマラスな身体のラインも、まったく欲しいとは思わない。

　やかましくてチビの、生意気な秋穂にしか、俺の身体も心もまったく反応しない。らしくねぇよなぁ……。

「ボス、このまま今度の施主のミスター・カネダに対面デス。そちらに行ってから出社シマス」

「あ、うん。ありがとう」

　俺だけがこうして仕事を続けていることに、時折覚える罪悪感。いつか心から消える日が来るのだろうか。

「ノーノー。私の仕事デス。ありがとなしネ」

　そう言いながらデニーは楽しげに笑う。

　なんだろう。デニーがいつもより嬉しそうな気がする。まさか、金かね田ださんのファンだとか。

　いや、ないか。金田さんは八十を過ぎたじいさんだ。アホだろ、俺。

「デニー、なにかあった？　なんだか楽しそうだ」

「え？　ワカリマス？　……当ててみて。当たったら私のオッパイ、触っていいデス」

「ぶほっ!!」

　俺は飲んでいた缶コーヒーを吹き出した。

「いやん。キタナイ。ヤメテ」

　お前がやめろ。

　スーツについたコーヒーをハンカチで拭ふきながら思った。

　万が一、言われるがままに、ちょっとでも触ったら……秋穂に半殺しにされる。

「ふふっ。なにが楽しいかは、あとのお楽しみデス」

　意味がわからない。今のひとときで……どっと疲れた……。




　金田さんとの打ち合わせが終わり、社に着いたのは午前十時過ぎだった。

　歩く俺のあとをデニーがついてくる。初めは秘書がつくことに慣れなかったけど、だんだん気にならなくなってきていた。

　毎日こんな身近にセクシーな秘書を従えているのに、この俺が指一本触れないなんて、ギネスものだ。あのアホにどうしたら伝わるだろうか。この俺の誠実な日常が。

「ボス、課長室に着いたら、やっぱり私のオッパイ、触ってネ」

　デニーを振り返る。

「やっ……やめろ！　そういうことを言うのは」

「アラ。なんで？　私は気にシナイ」

「俺が気にする!!　冗談ばっかり言って俺をからかうなら、オッパイだけじゃなくて、本当にあちこち触るぞ！」

　両手をわさわさと動かしながら、デニーに向かってそう言った直後。

「なんですって？」

　背後から聞こえた声に、ぞわわっと悪寒が走った。

　……まさかだよな？

　思い違いであってほしいと願いながら、ゆっくりと振り返る。

「うわわわ……」

　な、なぜだ!?　なぜ、お前がここにいるんだ！

「秋穂……っ」

「東吾。今……なんて言ったの？」

　聞こえちゃい……ました？　やっぱり？

「違うぞ。誤解するな。今のはアメリカンジョークだ。たとえデニーに、オッパイを触れと頼まれても、俺は決して触らないぞ。それがお前と違って綺麗でセクシーであっても、断じて触らないからな」

　秋穂が顔を歪め、俺を睨む。

「……なにを言ってるの？　……お前と違って、どうだって？」

　秋穂がじわじわと俺に近づいてくる。

　う、うわ。どうしたら？

　ヨタヨタと後ずさりをする。デニーに助けを求めるようにチラッと見ると、両手のひらを上に向けて首を横に振っていた。

　おい、助けろよ！　秋穂……だから怖すぎだって！

　そのとき、デニーが俺の横を通って秋穂に近づいた。通り過ぎざま、俺に小声で「貸しデス」と確かに言いながら。

「オー！　アキホ！　早かったネェ！　無事に着いちゃってザンネンデス。でも私、楽しみにしてマシタ！」

「え。デニー。秋穂が来ることを知っていたのか？」

　彼女の話し方でそう思った。

　いったいなにがあるんだ？

「……ちょっとあなた、無事に着いて残念って、なによ。日本語をもっと勉強するために会社を辞めたらどう？」

　俺たちの声がまったく聞こえないかのように、デニーは無視して話を続ける。

「トーゴ！　アキホはアシスタントです。トーゴの仕事を手伝いマス！　ヤッター」

　……は。

「な、なに？　どういうことだ？　手伝う!?」

　わけがわからない。会社は辞めてきたんだろ？　どうしてまた澤乃井に入れるんだよ。まさかのアルバイトなのか？

「デニーにセクハラしそびれたからって……そんなに嫌がらないでよ。まあ私が来たからには、もう二度とできないけど」

「いっ、いや!!　なにもしてねぇぞ!!　二度とって、まだ一度も触ってないから」

「一度も、って。やっぱり触ろうとしてるんじゃない」

　しつこいな。なんでそんなにオッパイにこだわるんだよ。

「俺は、やっぱりオッパイ触っておくんだった!!とかは全然思ってねぇぞ！　彼女が美人で、お前よりもグラマーで、こんなチャンスは今後二度となくてもな！」

　あれ？　言い訳しているうちに話がおかしく……。

「東吾……。私とはもう、エッチしなくてもいいね」

　秋穂は俺をチラッと見て、すぐにフンッと顔を背けた。

　……え。なんと。

「グラマーな金髪美人にお相手してもらえばいいわ」

「待て、誤解だ。違う、そうじゃない。落ち着け。もうしないというのは困る。非常に困る」

　なんでこんな展開に。しかも、こいつがここにいて、アシスタントなんて！

「……困る？　なんでよ」

　秋穂が俺を見上げて首をかしげている。その目は俺を睨みつけてはいない。

　か……可愛い。

　俺を試すような、ねだるような視線でこちらを見る彼女にドキッとする。怒ったり甘えたり、彼女のコロコロと変わる表情に、いつだってドキドキさせられる。

　やっぱり、秋穂がいい。お前に完全に洗脳されてしまっている俺が、今デニーの裸を見たとしてもなにも感じないだろう。なのに……もう、しないだと？　俺を殺す気なのか？

「困る理由？　そんなの……決まっている。お前を愛しているから。いつだって触れていたいから」

「許す」

　ぽつりと彼女が言った。俺は心の底からほっとする。

　ああ、よかった。禁欲生活なんてあり得ない。

　そのまま抱き寄せてキスを、という衝動のままに秋穂を腕に抱いたが、思いとどまる。ここは会社だった。

「アノ……そろそろいいデスカ？」

　ふと振り返ると、デニーが退屈そうに俺たちを見ていた。慌ててふたりともパッと離れる。

「……日本人、面倒くさいネ」

　呆れたように首を左右に振りながら、デニーが呟いた。

「とりあえず、おふたり。支社長のトコロ行きましょう。挨拶デス」

　俺はわけがわからないまま、歩きだしたデニーについていく。秋穂も俺の後ろをついてくる。マジでなんなんだ。

　デニーがドアをコンコンとノックする。

「ノダ支社長。おふたりをお連れしマシタ」

　それをぼんやりと聞いていた俺は突然、魂が舞い戻ったかのようにハッとした。

　……ノダ……。そういえば支社長の名字は、秋穂と同じく『野田』だ。

　単なる偶然だよな？　これまで秋穂と結びつけて考えたことはなかった。

　デニーがガチャッとドアを開けた瞬間、中からひとりの男性が飛びだしてきた。

　五十代くらいかと思われる彼は、ロマンスグレーの短髪をおしゃれに立てた髪形をしている。

「きゃっ！」

　その男は秋穂に飛びつくと、そのまま彼女をギューッと抱きしめた。

「おい、なにしてるんだ！　秋穂に触るな!!」

　思わず俺が叫んだ直後に、秋穂が言った。

「お父さん」

　お父さん？　お父上……のことでございますか？

　え？　え？　お前、お父さんって。このおじさん……野田支社長……だよな!?

　カッとなって乱暴な言い方をしたけど、支社長室から出てきたってことは、やっぱり支社長……だよな。お父さん……？

　澤乃井建設ニューヨーク支社、輸入建築統括支部の支社長様が？

　名字の一致は、やはり偶然ではなかったのか！

「秋穂、久しぶりだなぁぁ！　お前、いきなり辞表なんて出したと聞いたから、父さんはびっくりして、かつらがずり落ちたぞぅ」

　若い頃はかなりのイケメンだったと思われる、ダンディな印象の野田支社長は、いきなり『かつら』とか言いだし、俺たちを唖然とさせた。

「え。お父さん、かつらなの？　いつから!?」

「……冗談に決まってるだろうが」

「ああ、冗談か。びっくりした。今まで二十六年間騙されてきたのかと思ったわ」

　安堵する秋穂に、野田支社長はしみじみと言う。

「相変わらず……アホだなぁ、秋穂」

　ぶっ。ですよね！　実の父親にも言われている。

　俺が横で笑いを堪えていると、野田支社長がふと俺を見た。

「……君が赤崎課長か？」

　あ。……やばい、挨拶しないと。

　俺は一瞬で真顔に戻り、野田支社長に向き合った。だがしかし、相手は彼女の父親で、とてつもなく上の地位の上司で。

「……はい。そうです、すみません」

　緊張のあまり、自分が壊れ始めている。なんでいきなり謝ってるんだ。

「念のために申し上げますが、なにも悪いことはしていないんですけど」

　な、なんと言えばいいのだろう。もう話さないほうがいいか。

　一瞬固まった俺を見て、野田支社長が突然告げた。

「秋穂とは、残念だが別れてもらうぞ」

　今、なんと!?　別れろと言ったか？

「ちょっと、お父さん!!　なにを言うのよ」

　秋穂が野田支社長に詰め寄る。俺は……頭が真っ白になってしまった。

　こんな場合は、なんて言えば……。

「秋穂に会社は辞めさせん。聞けば君の転勤が事の発端らしいじゃないか。秋穂が辞めるくらいなら、君が辞めればいいだろう」

　な、なんとまあ……。この親にして、この娘ありか。

「わかりました。俺は澤乃井建設を辞めます」

　気がついたら、口から勝手に言葉が出ていた。

「東吾！　なに言ってるの」

　秋穂が今度は俺に詰め寄ってきた。

「今はまともに頭を働かせなさいよ。ここでバカは勘弁してよ？」

　うるさい。

「秋穂とは別れません。仕事はまた探せばいい。だけど、こんなにおかしくて、バカで、面白くて……俺が愛することができる女は、きっともう二度と現れない。俺が会社を辞めて、彼女を連れて日本に帰れば、結婚を許していただけますか」

　俺が一気にそこまで言うと、野田親子とデニーは呆気に取られて俺を見ていた。

　しばらく黙っていた野田支社長は、険しい表情を崩して突然言った。

「なーんてな!!　わははは!!　びっくりした？」

　……へ。

「ちょっと、やってみたかったんだよなぁ!!　反対する父親ってのをさ。ドラマで見てさ、憧れちゃったんだよね。どうだ、秋穂。父さん、格好よかったかぁ？」

　嘘？　芝居……だったんですか？　さすが親子だ。娘さんも以前、映画キャラになりきっていましたよ。

　そっと心で野田支社長に呟いた。

　ポカンとする俺と秋穂に、野田支社長はニコリと笑う。

「赤崎くん。君ほどの人材を手放して、他社に譲る気はないよ。いやあ、冗談言ってすまないね。だが、君の気持ちを聞けてよかった。秋穂を愛してくれているんだねぇ。こんなガサツな娘を。苦労……するぞ？　わははは」

　ですよね……。俺も何度もそう思ったけれど、どうしても彼女じゃないとダメなんですよ。

　そうだ。俺は秋穂を愛している。

　野田支社長には、そんな俺の気持ちを伝えたい。彼に向き直り、真剣に告げた。

「でも俺は、秋穂じゃないとダメなんです。彼女と本気で結婚したいと思っています。一生、俺のそばで笑っていてもらいたい。どうしようもなく彼女が好きなんです」

「東吾……」

「キャ！　ボス、惚れそうデス」

　デニーは少し黙っていろ。

「あなたはときめかないでよ！」

「アキホ、ひとり占め、イケナイ」

　今、野田支社長からの返事を聞くんだって。聞こえないだろ。

「東吾は私のものなんだよ!!　勝手に見つめるな！　このフェロモン女！」

「私のことを美しいとホメてマスネ！　アキホ、アリガト」

「違うし!!」

　……あの。本当にうるさいよ、君ら。

「秋穂をよろしく頼むよ。バカで我が儘な娘だが、一途で可愛いやつだから。きっと君を幸せにしてくれるよ。そう思うのは……親バカかな」

「いいえ。俺もそう思います」

　知っていますよ。彼女しか……見えていませんから。

　野田支社長とふたりで、デニーと言い合う秋穂を見る。

「なによ。あなたが東吾に色目使ってんのを、気づいてないとでも思ってるの？」

「アキホ、早口で、意味がわかりマセン」

「わかってるくせに。とぼけないでよ！」

「ボケる？　アキホのことデスカ？」

　今、感動する場面なんだけど。話、聞いてた？

「ボケはあなたのことよ！　だいたい、オッパイ触れと上司に迫るなんて、あなた欲求不満なの!?　だったら他の男に頼みなさいよ！　東吾は私のオッパイしか触らないから」

「オー！　自意識カジョーデス！」

「なんですってぇぇ！」

　野田支社長とふたり、固まる。

　父親の前でオッパイとか……やめませんか。俺も居心地が悪いんで。

「赤崎くん……。いいの？　本当に」

「はい……」

　俺も何度も考え直したけれど……もう、逃げられないんですよ。

「本社の豊田部長は俺の同期でね、親しくさせてもらっているんだよ。実は君のことも、ずいぶん前から聞いて知っていた。いつかこちらに呼んで力を借りたいと思っていたんだよ。まさか、秋穂とこうなるとは思いも寄らなかったがね」

「すみません」

　なぜだか申し訳なくなり、思わず詫びた。娘を持つ父親の気持ちが完全にわかるわけではないが、寂しさを感じるのは確かだろう。

「俺は喜んでいるんだよ。豊田の話だとね、秋穂も……君と同じことを言ったらしいんだ」

　野田支社長の顔を見る。

「突然、辞表を出したらしくてね。豊田が理由を尋ねると、『仕事はやり直せるけれど、本気で愛する人とはもう出会えない』とね。君たちは同じ気持ちでいるんだな。豊田にも、さっさと認めろなんて後押しされているし。まあ、あいつの目的はまた違うところにあるみたいだが」

　……あのオッサン、まだタキシードがどうとか言ってんのか？

　しかし……秋穂もそんなことを言ったのか。やっぱり俺が好きでたまらないんだな。本当にわかりやすい単細胞だ。可愛いやつめ。

　だが……アシスタントとは……。

「あの、野田支社長。彼女はアシスタントになると聞きましたが、それはいったいどういうことでしょうか……」

「まあ簡単に言うと補佐だな。デニーは秘書としては有能だが、君の仕事の内容には踏み込めない。そこで、君と同じ知識と経験を持つ秋穂に、ここで頑張ってもらおうと思ったわけだ。どうせ言っても、あいつはもう日本には帰らないだろうからね」

「本当ですか！　彼女とまた働けるんですか？」

　興奮しながら聞き返す。

「ああ。君と秋穂が共同で仕事を手がけると、向かうところ敵なしだという評判も聞いているしな。ふたりでこれまでと同じように素晴らしいものを作ってくれることを期待しているぞ」

　また秋穂と一緒に仕事ができる。以前は彼女の存在が嫌でたまらなかったのに、今は嬉しくてたまらない。

　彼女は強い力で、俺をここまで引き上げてきた。彼女がいないとなにかが足りないと思わせるほどに。

「ありがとうございます。頑張ります。……ところで、野田支社長。結婚は認めてくださるんでしょうか」

「もちろんだとも。君を置いて、秋穂の相手が務まる男はいないだろうからね」

　俺もそう思っていた。しかし油断はできない。俺が秋穂に夢中になったように、いつ誰が彼女の魅力に気づくかわからない。

「俺、大切にします。秋穂を、なによりも」

「……頼むよ」

　感動的なこちらの話とは対照的に、向こうは相変わらずだ。

「この色ボケ女！　あなた、背が高い上にそんな靴まで履いて！　私を上から見下ろしてバカにしてんの？　その程度のことで優越感を覚えるわけ？　中身で勝負しなさいよ」

「オー!!　考えたことなかったデス。そんなふうに思っていたとは、失礼しマシタ。じゃあ、今度からアキホと話すときはかがみマショウカ」

「バカにしないで!!」

　……ずっとやっていたのね。

「では、失礼いたします」

　俺は深々と頭を下げて野田支社長に挨拶すると、部屋を出ようと歩きだした。

「あ、赤崎くん」

　野田支社長に呼ばれて、振り返る。

「……忘れ物だよ。連れていって」

　野田支社長が指差した先には、動物園さながらの二頭のゴリラがいる。

「もう、許せない。あなたは私と東吾の疫病神よ」

「ヤク……？　ああ！　役に立つということデスネ!!」

「違うし！　バーカ」

「バカ……嫌ネ～」

　一頭増えたし。どうして俺のまわりに集まるんだ。

「秋穂、デニー。行くぞ」

「はああ？」

　同時にふたりが俺を見る。

　怖いって。これが俺の進むべき宿命なのか。なんでこの類たぐいの女ばかりが、そばに現れる？

「東吾！　あの秘書はクビよ。お父さんにそう言ってきて」

「アキホ、支社長の娘であることを利用して社員をクビにするのは、この国では犯罪デスヨ」

「ええ、そうなの？　って、そんな卑怯なことしないわよ！」

　どうでもいいから、もうやめてほしい。

「あなた、今、しようとしマシタ。クビ言いマシタ」

　まったく。つまらん言い争いをピーチクパーチクと。

「結局、君らはなにを争っているわけ？」

　思わず聞くと、またしてもふたりは一斉に答えた。

「わかんない！」

　あ。そうですか。

「秋穂。早速戻って、金田さんの店舗の間取りからやっていくぞ」

「え、金田さんって。まさか、ちゃんこ鍋の？」

「ああ。なんだ、知ってるのか」

「ちゃんこ金田は有名じゃないの！　何度か日本で食べに行ったじゃない！　……って、鍋を食べに行ったのは黒木課長だった」

　……この女。またしても俺を振り回そうとして。

「……俺、またスイッチ入っちゃった。今夜は覚悟しろよ」

　歩きながらコソッと耳元で囁く。

「や……！　バカね！　嫉妬してんの？　たかが鍋くらいで」

　ああ、ああ。嫉妬しますとも。俺は頭はいいが、心が狭いんだよ。

「ナイショ話、ダメデス」

「あなたはいいのよ」

「あれ。アキホ、顔が赤いデス。風邪デスカ」

「いいえ、違うわ。心配してくれてるの？　ありがとう」

　おや。なんだかふたりがいい感じになってきたな。

「ノーノー。日本人、ありがと多いネ。うっとうしいネ。心配してナイ」

「うっとうしいって、なによ！」

　いい感じでもないか。どうなることやら……。

　俺と秋穂の戦いも、とうとう海外決戦にまで及んでしまったか。しかもすでに彼女は、新たな金髪の対戦相手を見つけて暴れ始めている。

　俺はため息をひとつ漏らすと、隣を歩く彼女を見た。

「ん？　なに？」

　クリクリした目を俺に向けて聞いてくる秋穂に、飽きもせずにまたもや言う。

「可愛い」

　すると彼女の頬がみるみるうちに、もっと赤く染まっていく。

　本当に……可愛いなぁ。

　うっとりと彼女を見下ろす。

「な……なに。見ないで」

　見るなと言われても、気がつくといつも秋穂を目で追っている。好きだと気がつく前から、ずっとそうだった。本当は、気持ちが通じ合ったあの日よりもっと前から、秋穂を好きだった。

「東吾も……格好いいよ」

　……え。

　小声で囁いてくる秋穂の、不意打ちの言葉に驚く。

「東吾？　どうしたの」

「そうやって俺を惑わせるつもりだろ。早速始まったな？　俺のアイデアを吹き消す戦法が」

「は？　またアホモードなの？　どうしてそんなふうにしか思えないの。ひねくれてるわね」

　アホモード……。ムカムカ……。

「俺には……そんなモードはねぇぞ？　くそゴリラ」

「あら？　おかしいわね。私の知る限りでは、東吾はアホモードの占める割合が一番大きいはずなんだけど」

「それ以上言うと、扱い的にお前は人間に戻れなくなるぜ」

「好きにしなさいよ。左遷の覚悟があるなら」

　野田支社長の顔が頭に浮かぶ。

「今日の夕飯は僕が作ろうか？　お嬢様」

「やめてよ。私はゴリラらしく隅でリンゴでもかじってるから、お構いなく」

「や、やだなぁ。嘘だよ、嘘。あ、そうか。リンゴの入ったサラダを食べたいんだろ？　嫌だな。そういうことは遠慮せずにはっきり言えよ」

「気持ち悪い。なにがリンゴのサラダよ。人を散々ゴリラとか言っておいて」

　言いながら彼女は早足になる。それを俺が追うと、今度はバタバタと走りだす。

「秋穂ちゃん、転ぶと危ないだろ。野田支社長が心配なさる」

　彼女の機嫌をなんとか直さないと。そう思い、必死になる。

「心配なさらないわよ。変な言い方しないでよ」

「トーゴ!!　アキホ!!　置いていかナイデ！　靴が走りにくいデス」

　俺たちの後ろから、デニーも走ってついてくる。

「追いつけナイネ」

　デニーは靴をスッと脱ぐと、手に持って歩きだした。

　なんなんだよ、本当に。だけど、これが一番俺たちらしい。

　ケンカして、罵り合って、そして甘くも囁き合う。俺はこの関係を気に入っている。

「秋穂！」

「もー！　わかった！　わかったから」

　いつまでも、果てしなくどこまでも、お前をこうして追いかけるから。

　何度でも言う。お前を呆れるほどに愛している。

　これから先の人生もこれまでと変わらず、仕事も気持ちもすべてにおいて、絶対にお前に負けない。

　そう思いながらも全面降伏していることも、仕方がないから認めてやるよ。

　心の中でそっと呟く。

『俺様から逃げだそうったって、そうはいかない。俺様の愛を全部受け取って思い知れ。どんなにお前を愛しているかを。この先も絶対に、お前を離さないからな！』
















特別書き下ろし番外編　世界で一番大好きな君へ













君を好きな理由［東吾Ｓｉｄｅ］




　アメリカから十四時間のフライトで、半年ぶりに日本に帰ってきた俺は、ようやく成なり田た国際空港に降り立った。

　空港のロビーで立ち止まって周囲を見渡す。まだ彼女の姿はない。

「東吾、このまますぐに行くの？」

　秋穂がスーツケースの取っ手を押さえて、しまい込みながら尋ねてくる。

「いや。だけど迎えがまだ来てないから、ここでしばらく待とう」

「いつ私のアパートに来るの？」

　隣にいる秋穂を見下ろすと、不安そうな瞳と視線がぶつかった。俺のマンションは解約したので、日本にいる間は彼女のアパートで過ごす予定だった。

「すぐに行くよ。そんな顔すんな」

　寂しそうな顔をして俺を見上げる秋穂が、なんだかとても可愛らしく見えて、嬉しくなる。

　そんな秋穂を見つめながら、思わずクスッと笑った。そのまま秋穂の頭を優しく撫でると、彼女は俺につられるように笑顔になった。それを見て若干安堵する。

　飛行機の中で、日本に到着したら俺は一旦実家に帰ると伝えて以降、彼女にいつもの元気がなくなっていたからだ。

「すぐだよ？　三日以内に戻ってきてね。遅れたら別れるから」

　言いながら再び、彼女の顔から笑みが消えていく。

「怖いよ、お前……。冗談に聞こえないから、そういうことを言うのはやめて」

　さすがに自分の顔がこわばるのがわかった瞬間、またしても俺の背後から声がした。

「トーゴ、アキホ！　ふたりの世界、禁止デース。油断も隙もありマース」

「デニー、『油断も隙もない』だよ。わからないならそんな言葉を使うな」

「オー、トーゴ。私への指導不足ネ。日本語は難しいからネ、ちゃんと教えてくれないと、なかなか上達しないネ。私が日本語を覚えないのは、トーゴが悪いデス」

　なぜ君の間違いが俺のせいになるのか。そう思ったが、面倒なのでなにも言い返さないでおく。

　金髪秘書は俺のため息など気づきもしないで、初めて来た日本に目を輝かせてキョロキョロし始めた。もう先ほどの話など、どうでもいいみたいだ。

「赤崎くん、お腹が空いたよ。なにか食べていく時間はあるかい？　もしよかったら迎えの方も一緒にどうだろう」

　次は反対隣から、野田支社長に言われる。

「ええ、そうですね。もうすぐ来ると思うんですが。混んでるのかな」

「せっかく日本に来たんだ。今夜は宴会だな！　みんな元気かなぁ。あ、豊田にも連絡しないと。帰国することをまだ言っていないからね」

　野田支社長は、久しぶりの日本が嬉しくて仕方がない様子だ。急に話を変えると、携帯で電話をし始めた。

　半年前。ここで秋穂との別れを覚悟した日を思い返す。もしかすると、もう二度と彼女には会えないかもしれない。そんな思いに身を切られるようになりながら、日本を発った。

　今もあのときと同じように、空港内はたくさんの人が行き交っている。

　今回は、実家に送った荷物の整理をするためと、結婚の準備を進めるための一時帰国だ。

　ふたりでイチャイチャしながら旅を楽しむつもりだったが、デニーと野田支社長も一緒に来ることになった。

『私も日本行きたいデス！　観光しマース。私がふたりについていかないと、危険いっぱいデス。私はトーゴの秘書ですからネ』

　一ヵ月前に、俺たちが帰国の計画を立てていると、デニーが旅のプラン表を覗き込んで言ってきた。

『あなたが一緒に来るほうが危険よ。来なくていいわ。ぜひとも遠慮してよね』

『スシ！　サシミ！　楽しみデス』

　デニーは秋穂の言葉をまったく聞いてはいなかった。

『あ、そうだ。ノダ支社長にも報告しマス。みんなで一緒に日本に行きマショウ』

『ええっ！　野田支社長はお忙しいから迷惑だろ。報告はしなきゃいけないけど、一緒に行くのは……』

　ギョッとして、今度は俺が止めに入った。

　秋穂の父親で、会社の重役でもある野田支社長と一緒だなんて。せっかくの休暇なのに落ち着く暇もなくなりそうだ。

『昨日、決算終わりマシタ！　ノダ支社長は、今は忙しくないはずデス！　一応予定を聞いてみマス』

　今、実際に空港ロビーにいるメンバーを見ながら思う。あの会話の直後から、なんとなく……こうなることはわかっていた、と。

　おかげで予想通り、イチャイチャどころか機内で寝る暇さえなかった。ひっきりなしに話すデニーと野田支社長に合わせ、緊張しながら会話をしていたため、すでに疲れはピークに達している。

　ふと気づけばいつしかデニーは、その美貌からまわりの人たちに注目され始め、携帯で写真を撮られていた。サービス満点で髪をかき上げるようなセクシーポーズまで決め、秋穂に注意をされている。

「やめてよ、恥ずかしい女ね。連れだと思われたくないわ。離れてよ」

「みなさん喜んでマス。私、いいことしてマス。アキホも一緒に撮ってもらいマショウ。可愛いポーズでネ」

「やめて！　肩を組まないで！　離れてってば」

　秋穂はデニーを必死で押している。その隣で野田支社長が大きな声で笑いながら電話をしていた。

　なんだ、この異様な光景は。早くここから離れないと、さすがに恥ずかしい。

　そんなことを考えながら彼らから目を逸らし、もう一度周囲を見渡そうとした瞬間。

「東吾！　会いたかった！」

「うわっ！」

　正面から飛びついてきた女性を、とっさに抱きかかえた。

「奈な波なみ！　びっくりしただろ。普通に現れろよ。まったく、お前はいつも驚かせて。しかも遅いぞ。約束の時間を過ぎてる。心配するだろ」

　驚きで心臓がバクバクと鳴る。奈波を下ろして、その顔を見た。

「いいじゃない！　相変わらずうるさいわね。やっと会えたのに怒らないでよ」

　彼女はクリクリとした目を俺に向けて、ニッコリと笑う。

　小さな頃から周囲に可愛いと言われて育った彼女は、今では目を見張るほどの美女に変貌を遂げている。ふわふわと垂らした髪からはいい匂いが漂い、大人の女性になったことを感じさせた。

「久しぶり。元気にしてたか」

　髪を撫でながら尋ねると、奈波はムッとした顔で俺を睨んだ。

「元気なわけないでしょ。大好きな東吾に、長い間会えなかったんだから」

「はははっ。ごめんごめん、俺も寂しかったよ。一週間くらいはこっちにいるから。有休がまとめて取れたんだ」

　笑いながら言うと、再び彼女が俺に抱きついてくる。

「やった。嬉しい。じゃあ、もう行こうよ。ふたりきりになりたい。話したいことがたくさんあるの」

　俺の手を繋いで歩きだそうとした彼女の手を、慌てて振りほどく。

「待って。紹介したい人がいるから」

「は？　誰よ。まさか、噂の婚約者じゃないでしょうね」

　足を止めた奈波の顔色が変わる。

　やばい。穏便に済ませないと、秋穂と言い合うことになるだろう。秋穂にも慎重に話さなければ。

　俺は警戒しながら振り返った。三人が呆然と俺たちを見ている。

「赤崎くん、こちらは……？」

「東吾……どういうこと」

「まさかの浮気デスカ」

　口々に言うみんなに、ためらいながら答える。

「ええと……彼女は、赤崎奈波。俺の双子の妹です。今日はこいつに迎えに来るように頼んであったので」

　緊張しながらも一気に告げると、三人が驚きの顔になった。

「おや。そうなのか」

「オー、妹！　可愛いネ」

「双子の……妹？　聞いてないんだけど」

　秋穂は信じられないとでも言いたげだ。

「言ってなかったから……。聞かれなかったし」

　本当は余計な心配をかけまいと、奈波の存在は秋穂にはあえて言っていなかった。だが、結婚するとなればいずれ知られてしまう。さすがにもう伝えなければまずいと思い、今日はここに奈波を呼んだのだ。

　なぜ言えなかったかというと、実は奈波は……昔から重度のブラコンだからだ。

「あなたが東吾の婚約者？　ふぅん。まあいいわ。誰と結婚しても、どうせ二番目の女だもんね。東吾には私がいるから。私よりも大切な人なんて現れはしないのよ」

　奈波は俺の腕に巻きつくように腕を絡ませながら、秋穂を上目遣いで見た。

「奈波、やめろ。なんでそんなこと」

　秋穂が動揺した顔で俺たちを見ている。

　そりゃ驚くよな。奈波が秋穂に嫌な態度を見せるだろうと思ってはいたが、奈波の今の発言は俺の想像をはるかに超えるものだった。

　秋穂が怒って取り乱すことを予想した俺は、奈波を腕から引きはがした。

「待て、誤解するな。奈波は……」

　だが、言い訳をしようとした俺に、秋穂は思いがけずニッコリと笑った。

「そうなの。妹さんがいたのね。……はじめまして、野田秋穂です。兄妹仲がいいのは結構なことだわ。私は二番目でも構わない。ただ……こんなことができるのは私だけだけどね。立場上、あなたにはできやしない」

　言い終わった直後に俺の腕を引っ張りつけると、秋穂は素早く俺の唇にキスをした。

「ちょ……！　なにするの！　やめなさいよ！」

　奈波が大きな声で言う。秋穂はそれを無視して、うっとりとした視線を俺に向けた。

　俺は目を見開いて彼女を見つめ返す。そっと閉じられていく秋穂の瞳に吸い込まれるように、そのまま俺もまぶたを閉じて秋穂の頭を押さえた。

「ワオ！　大胆ネ！」

「こ、こら！　お前たち、こんな人前で」

　デニーと野田支社長が隣で言う。

　うっすらと目を開くと、たくさんの人が俺たちを珍しそうに見ていた。

　そっと唇を離して秋穂の頬を両手で包み、おでこをくっつけて彼女を見つめる。

「怒らないの？　奈波のこと。あんなことを言われたのに」

　尋ねると秋穂は、「ふっ」と笑った。

「今までで一番怒ってるわよ。なんなの、あの強烈な妹は。……私とキャラが被るじゃないの。負けそう。あり得ないわ」

　ひそひそと言い合う。

「負けないよ、お前は。最強で最高だから。……愛してる」

「そんなことは知ってるわ。だから許してあげる」

　そこまで言ってから笑い合う。

「秋穂と出会えてよかった。俺を好きになってくれてありがとう」

「……急に素直にならないでよ。気持ち悪っ」

　違うだろう。ここは『私も出会えてよかった』とか言うところじゃないのか。

　秋穂から顔を離すと、俺は奈波のほうを向いた。

「悪い。俺、このまま秋穂のところに行くわ。実家には日本滞在中に行くから」

　言いながらバッグから包みを出すと、奈波に押しつけるようにして渡す。

「これ、土産。本当にごめんな。今日は来てくれてありがとう。父さんと母さんによろしく」

　秋穂の手をサッと繋いだ瞬間、ハッとして野田支社長のほうを向く。

「野田支社長、すみません！　人前なのに思わず夢中になってしまって。野田支社長の前で、あんなことをするつもりじゃ……」

　先ほど秋穂にキスしたことを詫びる。我に返れば、父親の前で大変なことをしてしまったと気づいた。だが後悔しても、もう遅い。

「いや～。驚いたが、やはり若いというのはいいね！　映画みたいだったよ！　俺も早く母さんと会っていろいろしないとな！　君たちに負けてはいられないからね」

「キャー！　ノダ支社長！　オトコマエ！　私の前でもしてくださいネ」

　デニーが興奮しながら言う。

「君の前で？　いいけど、照れるなぁ。母さんが怒らないかな」

　ガクッと気が抜ける。

　そうだ。この人はこういう人だった。

「やめてよ、お父さん。恥ずかしい。デニーもなにを言ってるのよ」

　秋穂が呆れて言う。

　そんな三人から俺は目を離し、奈波をもう一度見た。彼女は目に涙をためて俺を睨んでいる。

　奈波は幼い頃、身体が弱く、入退院を繰り返すような日々を送っていた時期があった。双子だったので、俺が健康に生まれたせいで彼女がこんな目に遭っているのかもしれないと思い、それ以来ずっと責任を感じてきた。母がいくら『東吾のせいじゃないわ』と言ってくれても信じられなかった。

　必要以上に構ってやる俺に、奈波が依存したのも納得できる。彼女がこんなふうに俺の結婚を嫌がるのも、俺自身の責任だ。

　成長して病気を完全に克服してからも、俺に対する執着が消えない彼女を自立させるために、母が俺にひとりで暮らすことを提案した。高校を卒業したとき、泣いて嫌がる奈波を置いて俺は家を出た。

　俺の住んでいるところは彼女には教えなかった。もしも転がり込んできたなら、俺は彼女を突き放せない。奈波が可愛くてたまらなかったからこそ、普通に誰かを好きになって幸せになってもらいたいと思っていた。

　今日、ここに奈波を迎えに来させたのも、俺から離して自立を促すためだ。秋穂に会わせて、俺が結婚することを実感してもらいたかった。

「俺は秋穂と結婚する。お前よりも大切なんだ。奈波も、そんなふうに言ってくれる男を探せ」

　奈波に告げると、その目から涙がこぼれた。

「無理。東吾以外の人なんていらない。絶対に、認めないから。……私のほうが、ずっと東吾を好きなんだから」

　全員、しんとする。俺はしばらく奈波とじっと見つめ合う。

「……東吾、今日は実家に帰ったら？　奈波さんとゆっくり話すといいわ」

　秋穂が言った直後に、デニーが大きな声で言う。

「ノー！　近きん親しん相そう姦かんダメネ！　ナナミ、間違ってるネ。甘えナイ。自分で解決しないといけナイ」

　奈波がデニーを睨んで言い返す。

「わかってるわよ！　だけど、仕方ないじゃない。ずっと東吾だけが私のそばにいてくれたんだから」

　そのまま顔を両手で覆って泣きだした奈波に、俺はなんと言ったらいいかを考えた。だけど言葉が見つからない。

「あなたも誰かを好きになれば、逆に東吾なんていらなくなるわ。そうなったときに私がいないと困るわよ。東吾に恋路を邪魔されたら、たまらないでしょ。彼はしつこいから」

　秋穂の言葉に、奈波が顔を上げる。

「東吾……この人のどこがよかったのよ。どうして好きになったの？　なんだか偉そうだわ。東吾には合わないんじゃない？」

　奈波に言われ、秋穂を見た。

　そうだよな。偉そうで、遠慮がなくて、いちいち腹が立つ。こんな女には、俺だって初めて出会った。俺を詳しく知っている妹から見ても、俺とは合わないと感じるくらいのようだし。

　だけどこれだけは、はっきりと言える。

「秋穂を好きになった理由か。……そんなのは簡単だよ。俺を本気で怒らせ、本気で笑わせる。俺にとって秋穂は、世界最強だからかな。一番怖くて、一番可愛い。こんな珍しいやつはどこにもいないからな」

　奈波に納得してもらえるよう真面目に語ったのに、秋穂が俺を睨みつける。

「ちょっと、聞き捨てならないわね。『珍しい』とはなによ。あなたみたいな男のほうがどこにもいないわよ。もう少しマシな言い方をしなさいよ」

　彼女の言い方にムッとする。俺からしたら、精いっぱい褒めたつもりだったのだ。

「他にどう言えばいいんだよ。まあ、確かに俺のほうが珍しいかもな。お前に惚れる男なんて、他にはいないだろうから」

「なにか勘違いしてるんじゃない？　私が東吾に付き合ってあげてるのよ。調子に乗らないでもらいたいわね」

　だんだん険悪なムードが漂いだす。だが俺も、ここで引くわけにはいかない。

「勘違いしてるのは秋穂のほうだろ？　俺がその気になれば、俺を好きだと言ってくれる子はたくさんいるんだからな」

「出た！　ナルシスト！　嫌だわ、そんなふうに思うなんてあり得ない。どうしたらそこまで自惚れることができるのかしらね、顔だけのくせに。みんないい加減、もう気づいてるわよ」

　バカにしたように笑う彼女に、怒りがピークに達する。

「なんだと！」

　さらに言い返そうとした瞬間、奈波が話に割って入る。

「もういい！　ふたりがお互いを想い合っているのがわかったから！」

「どこが!?」

　秋穂と俺は、奈波を見て同時に聞き返した。そんな俺たちを見て、奈波は「ぶっ」と吹き出した。

「ふふっ。私は……東吾とケンカなんてしたことないの。どれだけ我が儘を言っても、東吾は私を怒ってはくれなかった。私も、嫌われたくないから強くは言えなかったわ。本当はね、あなたが私と同じように、東吾に言いたいことも言えないような人なら、とことん邪魔をするつもりだったの」

　涙を袖口で拭うと、奈波は笑顔で話を続ける。

「でも、もういいわ。こんなに怒っている東吾を初めて見た。合格。確かに世界最強。あなたにはなんでも言えるみたいね。東吾の見かけだけに惹かれる女を排除してきた甲斐があった。もう私の役目は終わりね」

　ん？　ちょっと待て。今まで俺の恋路を邪魔してきたのは、俺を慕っていたからだろう？

　首をかしげた俺に、奈波は楽しそうに言った。

「東吾への執着が恋だと勘違いしていた時期も、確かにあったわ。だけど、今は違うの。大切な兄さんだから幸せになってもらいたい。本当の恋ができるように見張っていたのよ。だって、人に気を遣うばかりで遠慮するから。東吾はバカだからね」

　サラサラと毒を吐く奈波を、唖然としながら見つめる。

　そうだったのか？　俺の勘違い？　秋穂に存在を隠してまで警戒していたのに。

　そんな俺の横で、秋穂がすかさず奈波に言う。

「そうよねー、騙されやすそうだもんね。勘違いナルシストだから。私ほどの女じゃないと操れないのよね。おほほほ」

「秋穂さんなら大丈夫みたい。兄をよろしく頼みます」

　秋穂と奈波は、楽しそうに笑い合った。そんなふたりを見る俺の全身に、どっと疲労が襲う。

　ガクッと肩を落とした俺に、デニーと野田支社長が近づいてきた。

「東吾。秋穂は味方を増やして、どんどん最強になるネ！　もう逆らえないネ」

「赤崎くん……ご愁傷様。頑張って」

　俺はため息をついて、婚約者と妹を見つめる。おまけに背後には、気遣いなしの金髪秘書。

　きっとこれが、俺の運命なのだ。癖のある女はみんな、俺ほどの男じゃないと扱えないから集まってくる。そう思わないと納得できそうもない。

　――グーッ！

　そのとき、大きな音がした。

「ああ、お腹が空いた！　赤崎くん、私はもうダメだ！」

　野田支社長が倒れそうになる真似をしながら、俺に掴まってくる。

　この人は……。普通に言えばいいのに。

「……ですよね。じゃあ行きますか。秋穂、野田支社長が倒れそうだぞ。お腹が空いたって」

　声をかけると、秋穂がこちらにやってきた。

「もう、お父さん。子供みたいなことしないでよ」

　そして俺たちを笑顔で見ながら、奈波が元気に言った。

「じゃ！　私はもう行きますね。東吾、実家にも早めに来てね」

「ああ。ありがとう」

　軽い足取りで去る妹を、その姿が見えなくなるまで見送った。

　きっと奈波にも、いつか愛する男が現れる。彼女は俺の自慢の妹だから。

　そう考えて、少し胸が痛くなった。













あなたを好きになってよかった




　東吾はきっと気づいてはいない。笑って手を振った彼女が、私たちに背中を向けた瞬間に泣いていたことを。

　チラッと見えた彼女の横顔に光る涙が、私の目に切なく映った。

　彼女はいったい、どんな思いで私たちに笑顔を向けたのだろうか。

　彼女が兄に抱いていた感情が、果たしてどんな種類のものだったのかはわからない。だけど寂しさに身を切られる思いをしているのは確かだ。

「野田支社長、なにが食べたいですか。俺は久々に日本食がいいですね」

　奈波さんの気持ちにも気づかず、東吾はいつもと同じ調子で楽しそうに話している。

「おお、そうだな。いいね。行こう！」

「ノダ支社長。私、スシがいいデス。スシ！」

　東吾を見ながら心に誓う。

　絶対にあなたを幸せにする。こんな私だけど、あなたが好きだと言ってくれる限り。奈波さんに認められるように、精いっぱいあなたを愛していく。

「秋穂～、なにしてる？　行くぞ」

　呼ばれて、奈波さんが去った方角を立ち止まったまま見ていた私は、東吾のほうへと向き直る。

「はーい」

　引き寄せられるように、彼に向かって駆けだす。そのまま彼の腕にギュッとしがみついた。

「調子のいいやつだな。ついさっきまで、ナルシストとか言って俺を罵倒していたくせに」

　呆れてそう言いながらも、彼の温かい手は私の手をしっかりと繋いでくれる。

　離さない。絶対に。あなたと未来を生きると決めたから。

「ナルシストでいいわ。そのほうが東吾らしいから。しおらしいあなたなんて、好きじゃないもの。偉そうなほうが似合ってる」

　彼を見上げて言うと、その端正な顔がふと緩む。

「おかしいな。褒められてる気がしないのはなぜだ」

「さあ？　全然褒めてないからでしょ」

「敵わないよな、まったく。本当に可愛くねぇ」

　憎まれ口を叩きながらも、その表情は笑顔。彼とのこんなひとときが好きだ。

「……私は格好いいと思ってるよ。……好き」

　言わずにはいられなくなる。

　東吾は赤い顔で私を見た。そして、焦った様子でお父さんたちに聞こえないように小声で言う。

「だから、そういうことを言うのはやめろって。今はまだダメ。ふたりきりになってからな」

　おたおたしている彼を、もっともっと困らせたい。そんな欲求に駆られるけれど我慢する。

　ふたりになってから、こんなふうになるあなたをたくさん見たいから。




　お父さんとデニーは、ご飯を食べてから私の実家へと向かった。彼女は日本にいる間、私の実家に滞在するらしい。

　私と東吾はそのまま、私のアパートへ。荷物をタクシーに積んで車に乗り込んでからも、私たちはしっかりと手を繋いでいた。その温かさが、なによりも嬉しく感じた。

「うわー、久しぶり。慌てて出たから、あのときのままになってる」

　アパートの部屋は、まるで空き巣にでも入られたかのように服が散乱していた。

　東吾よりもひと足早く向こうに着くように、この部屋を出たときのことを思い返す。

　あのときは必死で、あとから東吾を苦しめるとも思わずに、東吾以外のなにを失ってもいいとさえ考えていた。

　振り返ればいつだって私は彼のことを想って、一生懸命に恋してきた。そんな私を受け入れてくれる彼の大きな愛が、今の私を支えている。

「ごめんね、汚くて。すぐに片づけるから。いつもはもっと綺麗だったのに」

　荷物を玄関に置いたまま、慌てて室内へと向かう。

　ベッドの上にある服をかき集めていると、背後からガバッと抱きしめられた。

「きゃっ。ちょっと東吾、片づけられない……」

　驚いて言うと、彼の腕の力がさらに強くなる。

「ずっとこうしたかった。俺には秋穂だけ。奈波は妹だから、彼女への気持ちは秋穂への気持ちとは違う。わかるよな？」

　絞るような声で話す彼の顔は見えない。

　私はクスッと笑うと、手にしていた服を放した。それがバサッと私たちの足元に落ちる。そのまま空いた手で、私の胸元にある彼の腕を両手で抱えるように包んだ。

「そんなことを気にしてたの？　怒ってなんかないのに」

「どうして怒らない？　いつもみたいに妬かないのか」

「妹さん相手に妬いても仕方ないでしょ。双子だったってことには驚いたけど。珍しいのね、男女の双子――」

　突然彼が私の身体を離し、肩を掴んで向き合わせる。そのまま激しく唇を押しつけてきた。

「んー？　んっ」

　息苦しく感じ、顔を逸らそうとしたけれど、彼の手の力が強くて抵抗できない。

　そのままベッドに倒れ込むと、東吾がようやく唇を離した。息を切らせて彼を見つめる。

「本当に怒ってない？　シスコンだなんて幻滅したのか？　だから妬かないのか」

　艶やかな視線を私に注ぐ彼は、息を呑むほどに素敵だ。

「幻滅なんてしない。彼女の存在も東吾の一部だもの。私もそう。あなたのものよ。むしろ妹に優しいほうが、あなたらしくていいに決まってるじゃない」

　うっとりしながら答えると、彼は嬉しそうに笑う。

　負けたみたいで悔しいけれど、撤回はしない。本当にそう思うから、今日は負けておくわ。

「東吾。……する？」

　私が聞くと、彼は今度はニヤッと笑った。

「当たり前だろ。どれだけお預け食らったと思ってるんだよ。野田支社長がいるから、機内でも全然触れないし」

　不安な表情が消えて急に元気になった彼は、手早く私の服を脱がせながら言った。

「飛行機の中で触ったりできるはずないでしょ？　お父さんがいてもいなくても関係ないわよ……」

　されるがままになりながら、私がそう言っている間に、もう彼の唇が私の身体を這い回っている。

「お前は俺のもの。……その通り。こんなことができるのは俺だけだ」

　確認するように言う彼に、答えることなんてできない。私の言葉は、吐息となって彼の肌にそっとかかっていく。

「秋穂……俺もお前のものだ。ずっと……お前だけ……」

　どうしてこんなに愛おしいんだろう。東吾に触れていると、愛がさざ波のように押し寄せてくる。

「東吾……ああ……」

　このまま溶け合ってしまいたい。愛する人と揺らめくこのひととき以上に、幸せなことなんてきっとない。

「秋穂……愛してる」

　その言葉に答える余裕は、やはりないけれど、心の中で強く思う。

　きっと私のほうが、あなたをずっと愛している。もちろんそれは、あなたにも伝わっているはず。

　不安に思うことなんて、なにもないのだ。




「ねえ、こういうドレスがいいかな。東吾が細いから、私も細いデザインにしないと、太って見える気がするわ」

　彼の膝に抱っこされながら、結婚情報誌をチェックする。

　ドレスの特集ページに、私の目は釘くぎづけになっていた。

「今さらそんなことを気にしなくてもいいよ。太って見えてもいいじゃないか。俺がいい男すぎるから、お前も苦労するよな」

　私の首にキスをしながらクスクスと笑う彼のほうを、振り返る。

「私だって、いい女でしょ。東吾もせいぜい私を見張るのね。他の男の人にさらわれるから」

　そう言った瞬間に、彼に軽くキスをされる。

「怖いことを言うな。お前のは冗談に聞こえないから嫌なんだよ。ドレスなんてなんでもいいんだ。そのままでも綺麗なんだから」

　急に真顔になった彼にそのまま抱きついて、私からもう一度キスをした。

「あ……きほ……」

　彼の開いた口へと舌を伸ばす。

　思うままに彼を感じる。ずっとこうしていたい。

「……こら。もうダメだ。今日は寝ないと、明日は用があるから」

　引き離されて彼を見る。

「どこに行くの？」

「ちょっとな。友達に会いに行くから。秋穂は買い物にでも行ってるといいよ。欲しいものがたくさんあるって言ってただろ」

　東吾は嘘がつけない人だ。サッと目を逸らした彼を見て、きっと私には言えない用事だろうと察する。不安を感じないわけではないけれど、笑ってみせた。

「うん。そうするわ。早く帰ってね」

　彼を信じている。やましいことなんてあるはずはない。誠実な彼の人柄を、私が一番よく知っているから。




　翌日。彼に言われた通り、私は一日ゆっくりと買い物を楽しんだ。服や日用品、薬や下着など、日本で買いたかったものを買い漁り、満足感で気分がいい。

　帰宅して夕飯の用意をしようと思い、鼻歌を歌いながら立ち上がったとき、携帯が鳴り響いた。

『秋穂、今からちょっと出てこられないか』

　電話の向こうで東吾が言う。

「夕飯の食材なら買ってきたから、外食じゃなくてもいいのよ」

『いや、違う。会社まで来てほしいんだ』

「え。どうして？　なにかトラブルなの？」

　慌てて聞き返すと、東吾は穏やかな声で言う。

『そうじゃないよ。わけはあとで言う。自分のデスクまで来たらわかるから』

　なにがあったのかわからないままに、私は急いで身支度を整えるとアパートを出た。




　業務が終了している時間の会社は、人がまばらで静かだった。受付の時計は二十時を指している。

　いったいどうしたんだろう。そう思いながら、懐かしいエレベーターのボタンを押した。

　フロアにたどり着き、中に入る。東吾と私が座っていた、向かい合わせに置いてあるデスクは、ここを出たときのままだ。それを見て安堵した。

　いつか帰ってくる日まで、こうして変わらずここにあることを願いながら、辺りを見渡す。

　電気がついているのに誰もいないなんてことは、あり得ない。やはりここに東吾がいるんだろう。ここに来るように言われて来たし……。

「東吾、いるの？」

　だけど、彼の姿はない。

　休憩室かな。そう思いながら、もう一度私のデスクに視線を戻した瞬間。

「あれ？　……なに」

　デスクの上に、なにかがぽつんと置いてある。

　ゆっくりと近づき、その前に立つ。

　見下ろすとそれは、小さな箱。そっと持ち上げて蓋を開くと、中に青いケースが入っている。

　もうすでに、私の目には涙がたまり始めていた。中身はおおよそ見当がつく。

「東吾……」

　ケースを手にしたまま振り返った。でも、彼は現れない。

　それを両手で握りしめ、胸に抱く。彼が今日出かけた用事は、このためだったのだとわかる。

　彼を疑わなくてよかった。信じてよかった。

「東吾、どこにいるの。出てきて……お願い」

　手が震えてくる。涙で前が見えなくなってきた。ケースをおでこにつけて、俯いた。

　彼に会いたい。意味を教えてほしい。私はどうしたらいいの？

「……嬉しくても泣くのかよ。泣き虫」

　背後から聞こえた声に、振り返る。

　そこには、ニコニコといつもの笑顔で立つ東吾がいた。彼の顔を見ると、余計に涙が出てくる。

「それで？　どうして中を確認しないの。なにが入っているのか」

「東吾ぉ……」

　彼は、「ぶはっ」と笑うと、私に近づいてきた。

　私の目の前まで来ると、ひょいとケースを私の手から取り上げる。

「いつも思うんだけどさぁ、本当に不細工な泣き顔だよな。可愛く泣けって言ってるだろうが」

　話しながら箱を開けると、中に入っていた指輪を取り出した。

「まあ、お前がどんな顔でいても可愛いと思えるんだから、俺も大概だよな。完全に秋穂に洗脳されてる。じゃなきゃ、こんなことしないよな。女に指輪を贈るなんて、生まれて初めてのことだから」

　ダイヤモンドが光るリングを、私の左手の薬指にそっとはめると、彼は私をまっすぐ見つめた。

　私はもうなにも言葉にならずに、彼を見つめ返すだけで精いっぱいだ。指輪と彼を交互に見る。

「遅れてごめん。本当はもっと早くこうしてあげたかったんだけど、実は俺の中に、ある想いがあってさ。……秋穂と初めて出会って、秋穂を深く知ったこの場所で言いたかったんだ」

　ふたりの歴史を刻んだこの場所。私もここで指輪をはめてもらったことを、心から嬉しく思う。

　この場所であなたを知った。日々大きくなっていく想いに、逆らおうとしたけどダメだった。

　どうしても東吾が好きだった。

「と……うご」

　やっとの思いで呼びかけると、彼は嬉しそうに笑う。

「結婚してほしい。俺には秋穂が必要だ。この先もずっと、お前と歩いていきたい。ケンカしながら、今までと変わらずに、明るく楽しくな」

「私も……東吾がいないと……。する。するわ！　東吾と結婚する……っ」

　そのまま彼に飛びついた。そんな私をしっかりと抱きしめる力強い腕。

「もう逃げられないからな。別れたいだなんて、二度と言わせない。あのときは死ぬほど苦しんだんだ。勘弁してくれよ」

　別れるだなんて、もう考えられない。私のほうが耐えられない。東吾を失ったら、私のほうがきっと苦しいから。

　――そのとき。

「おめでとー！」

「やったな！」

「今さらプロポーズなんて遅くないか？」

「だから、聞いてました？　ここでプロポーズしたかったんだって言ってたでしょ」

「赤崎くんって、意外にロマンチストなのね」

　背後から聞こえたたくさんの声に驚き、私はガバッと振り返った。

　そこには、商業施設企画部の大勢の仲間たちの笑顔があった。みんな拍手で私たちを祝福している。

「どうして……」

　東吾に聞くと、彼は得意げに言う。

「智也に、俺がプロポーズするって話したら、みんなで行くとか言ってさ。どうせなら一緒に祝ってもらおうかな、なんて思ってな。止めなかったんだ。俺たちの今があるのは、みんなのおかげだからな」

　拍手に包まれて、幸せで胸がいっぱいになる。

「東吾、ごめんな？　みんなに言ってしまって」

　甲野くんが申し訳なさそうにする。

「いや、いいんだ。むしろ嬉しいよ。本当にありがとう」

　東吾が答えると、次に豊田部長が私に大きな花束を差し出した。

「赤崎、野田、おめでとう。君たちがここに戻ってくる日を待ってるぞ。最近は静かでならん。名物コンビの怒声が聞こえないと退屈でな。あ、タキシードはもう準備してあるから」

「ありがとうございます……っ」

　それを受け取り、抱きしめる。泣きながら笑う私に、豊田部長がさらに続ける。

「今から祝賀会だ。会場は、レストラン〝フローラ〟。お前たちがふたりで手がけたところだ。先週改装が終わって、落ち着いたいい雰囲気に仕上がってるよ。さすが名物コンビの仕事だな」

「えっ。本当ですか！　今から行けるんですか」

　私よりも先に東吾が言った。彼も知らなかったようだ。

「ああ。今日のために貸し切りにしてもらったんだ」

「秋穂！　よかったな！　お前のデザインが初めて賞になったところだ。お前のデザイナーとしての原点だよ。豊田部長、ありがとうございます！」

　東吾は興奮気味に言う。

「よーし、みんな〝フローラ〟に行ってくれ」

　豊田部長の号令で、みんなが移動し始めた。私は感動で足が動かず、そのまま床に座り込む。

「部長、俺たちはあとで行きます」

　私を気遣い、東吾が言う。

　そして東吾とふたり、その場に残されて思いきり泣いた。

　嗚咽が止まらない私を、優しい眼差しで見つめる最愛の人。

　形なんていらないと、ずっと思っていた。彼の態度や仕草から、充分すぎるほどに愛を受け取ってきた。

　だけどこうして形にしてくれたことが、こんなにも嬉しいなんて。

　東吾が私の隣に座り込む。

「俺はさ……不器用だから、これからも知らず知らずのうちにお前を傷つけるかもしれない。だけど忘れないでほしい。秋穂を誰よりも好きだと想っていることを。俺を選んだこと……きっと後悔はさせないから。秋穂に、結婚したのが俺でよかったと、必ず思わせてみせる」

　頭を上げると、照れたような笑顔がある。

「東吾に出会えてよかった。あなたを好きになってよかった。今ね、私がこんなに東吾を好きになった理由がわかったの」

　彼は熱い指で、私の頬の涙を拭った。

「理由？　なに」

「それはね……」

　彼の耳に、小声で答えを囁く。

「きっと、東吾に出会うために私は生まれたの。どんなに意地悪なことを言っていても、あなたは私のたったひとりの王子様。初めから決まっていたのよ。私が東吾を愛することが。あなたしか見えないの」

　左手の薬指にはめられた指輪に、そっとキスをしながら彼を見る。彼は驚いた顔で、呆然として私を見つめていた。

「赤崎ー、野田っ。まだかー、行くぞ～」

　私たちを呼びに来た声に、私は立ち上がる。

「東吾？　……行かないの？」

　東吾は座り込んだまま、赤い顔で私を見上げている。

「だからお前は、ずるいんだよ！　そんなことを言われると照れるんだってば。少し手加減しろよ。今から飲み会なのに！　ふたりのときにしろって言ってるだろ？」

「ふふっ。照れてるの？　可愛い。本当にヘタレなんだから。しっかりしてよね、旦那様」

「俺はヘタレじゃない。普通は照れるんだよ、お前は普通じゃないからわからないだろうけどな」

　いつもの調子で怒る彼を見て、私は心から笑った。

　左手にはまった指輪を見る。

　彼と歩く未来は、光り輝いている。

　きっと、このダイヤモンドのように。
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あとがき




　皆様、こんにちは。鳴瀬菜々子です。

　このたびは、六冊目の文庫となりまして、再びこうして皆様にお会いできましたことを心から嬉しく思っています。




　今作は、これまでとは違ったテイストで、明るく軽快なコメディとなりました。

　人は日常の中で生活していくうちに、そばで支えてくれる大切な人の存在を忘れてしまうことがあるかもしれません。

　いろんな日々のしがらみや状況から、次第に相手を素直に見つめることができなくなっていくとき。一番大切で伝えたいことを、心の奥底に一度隠してしまうと、それはなかなか取り出すことができなくなってしまいます。

　このお話の中のふたりもそんな状況に陥り、本心を伝え合うまでに多大な苦労を要します。

　ですが、凍って固まった心を温かく溶かし合えば、そこには本当の気持ちしか残りません。私も普段は素直になれずに、大切な人から誤解を受けたり、逆に相手を疑ったりすることがありますが、常に正直に気持ちを伝えていけるようになれればいいなと思います。

　このお話をお読みくださったあとに、一瞬でも素直な気持ちになれるひとときが皆様に訪れましたなら幸いです。

　最後になりますが、多くの方に支えられ、この本が形になりましたことを心より感謝しております。

　編集担当の三好様、矢郷様。今回も大変お世話になりました。おふたりのご尽力にいつも感謝しております。本当にありがとうございます。

　イラストレーターの三月リヒト様。素晴らしい表紙を描いてくださり、本当にありがとうございます。

　いつも応援してくださる読者の皆様。本当にありがとうございます。

　これからもどうぞ、よろしくお願いいたします。

　またいつか、皆様にお会いできることを祈って。





鳴なる瀬せ菜な々な子こ


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










意地悪同期にさらわれました！
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